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Ⅰ．建学の精神・大学の基本理念、使命・目的、大学の個性・特色等 

１.法人のビジョン 

・ 「北海道薬科大学」の設置母体である「学校法人北海道科学大学（旧 学校法人北海

道尚志学園）」は、大正 13(1924)年 8 月に「自動車運転技能教授所」として設立さ

れ、平成 26（2014）年に創立 90 年を迎えた。創立 90 周年を機に法人全体の中長期

的期な経営基盤を確立することを目的に、キャンパスの集約化、新たな学部・学科

の改組再編、大学の統合などの検討を推進し、その一環として平成 26（2014）年４

月に設置校である「北海道工業大学」「北海道自動車短期大学」の校名を「北海道科

学大学」「北海道科学大学短期大学部」に変更した。法人名称においても将来的に

は「北海道薬科大学」と「北海道科学大学」の統合を計画していることから、「学

校法人北海道尚志学園」を「学校法人北海道科学大学」に変更した。また、これら

の改革にあわせ法人全体のブランドビジョン、「2024 年までに、基盤能力と専門性

を併せ持つ人材を育成し、地域と共に発展・成長する北海道 No.1 の実学系総合大学

を実現します。」、シンボルマーク「Progress”H”」、スローガン「＋Professional(プ

ラスプロフェッショナル)」を定め、豊かな人間性、探求心と創造力にあふれる人材

を育成することを目指している。 

 

２.本学の建学の精神 

・ 本学は、「学校法人北海道科学大学」によって昭和 49（1974）年４月に設置された。

その設置目的は「地域的必要性」と当時深刻であった「公害問題に対応する薬学技

術者の養成」であった。建学の精神は「地域社会の要請に応え、質の高い薬剤師を

養成、輩出することによって北海道の医療の発展に貢献する」としている。 

 

３.教育理念・教育目標、６年制薬学教育の取組み 

・ 本学は昭和 53（1978）年３月に第１期生を輩出し、同年４月に大学院薬学研究科 生

物薬学専攻修士課程、さらにその３年後には博士後期課程を設置した。 

・ 本邦の薬学教育は、薬剤師養成のための教育と創薬研究をはじめとした薬学の多様

な領域を学ぶ教育が混在してきた歴史がある。本学では、平成５（1993）年に「薬

剤師養成」を教育目標としたカリキュラムに改訂した。改訂カリキュラムでは、現

在の６年制薬学教育に必須である「早期体験実習」「病院実習」を必修化した。当時

は、薬学教育が６年制に移行することが新聞報道により発表された時期である。カ

リキュラム改訂後は、６年制薬学教育に向けた教育改革をさらに進めた。 

・ 平成 12（2000）年には、大学院修士課程を改組し、臨床研究能力を有する薬剤師の

養成に重点を置いた臨床薬学専攻修士課程を設置した。本課程の１年次では、前期

に事前学習、後期に５ヶ月の病院での「臨床薬学実務研修」を行い、修士課題研究

テーマは臨床研究を中心とした。 

・ 平成 16（2004）年には、開学以来の学部２学科（薬学科・生物薬学科）を「医療薬

学科」に一本化するとともに、カリキュラムの一部改訂を行い、日本薬学会によっ

て取りまとめられた「薬学教育モデル・コアカリキュラム」と関連づけた「臨床薬

学総論」「臨床薬学実習」「薬局実習」など臨床系の授業科目を配置した。また、同
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時にシラバスの様式を変更し、「一般目標（GIOs: General Instruction Objectives）」

「行動目標（SBOs: Specific Behavioral Objectives）」を記載した。 

・ 「学校教育法」「薬剤師法」が平成 16（2004）年に改訂され、平成 18（2006）年度

より薬剤師を養成する課程（「薬学を履修する課程のうち臨床に係る実践的な能力を

培うことを目的とする課程」）の修業年限が６年となることが決定し、薬剤師国家

試験受験資格が６年制課程の卒業者あるいは６年制課程の卒業見込み者となった。

本学は６年制薬学教育課程（薬剤師養成教育）のみ設置することを教授会で決定し、

薬学教育６年制を見据えた臨床能力を高める教育改革に取組んだ。 

・ ６年制薬学教育の施行に向けての主な取組みを以下に示した。 

１） 「教育理念・教育目標」を掲げ、本学の６年制薬学教育の理念や特色を明確にした。 

 

教育理念 

ファーマシューティカル・ケアの実践を通じて地域社会ならびに国民の健康と福祉の向上に

寄与する薬剤師の養成を図る。 

 

教育目標 

１.地域社会に役立つ医療人の育成 

２.自立性と応用能力に優れた薬物療法の専門家の養成 

３.高い倫理性と豊かな人間性の涵養 

４.視野の広い健全な人材の輩出 

 

２） 教員組織をこれまでの「講座・研究室体制」から学科目を中心とした「系・分野体

制」へ移行した。さらに、平成 18（2006）年度からは学科名称を「薬学科」とし

た。 

３） ６年制薬学教育により収容定員が増加すること、また実務実習事前学習を充実させ

る目的から、新校舎として「臨床講義棟（Ｃ棟）」を建築した。臨床講義棟（Ｃ棟）

には、薬剤師養成教育に必要な「模擬薬局実習室」「無菌室」「注射薬調剤室」「製

剤・TDM（Therapeutic Drug Monitoring）室」「DI（Drug Information）室」「カ

ンファレンス室」「OTC（Over the Counter）室」などを設置した。 

４） ６年制薬学教育の設置基準では、本学には６人以上の「臨床系教員（旧 実務家教

員）」が必要である。平成 18（2006）年には設置基準を満たす「臨床系教員」（６

人）を確保し、さらにその後、「臨床系教員」の採用及び養成をすすめ、平成 26

（2014）年度では 17 人になっている。一部の「臨床系教員」は、臨床能力の維持、

臨床研究の実施のために医療施設に派遣している。 

５） ６年制薬学教育で必須となる病院、薬局での長期実務実習を行う施設を確保するた

め、数人の教員を北海道内の各地域に割り当て、施設訪問により実務実習施設を獲

得した。また、実務実習を指導する「認定実務実習指導薬剤師」の育成も積極的に

支援した。 

６） ６年制薬学教育体制の構築過程において、平成 18（2006）年度に文部科学省が募

集した「地域医療等社会的ニーズに対応した質の高い医療人養成推進プログラム

（「医療人 GP」）」の「臨床能力向上に向けた薬剤師の養成」に、本学の取組み
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「臨床能力を育む地域体験型学習とその支援」が選定された。さらに、平成 19

（2007）年には、文部科学省の「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム」

に、本学の「薬学教育６年制導入に伴う薬剤師学び直しのための教育支援プログラ

ム」が選定された。この事業は、平成 20（2008）年の「薬剤師認定制度認証機構」

による生涯教育プロバイダーとしての認証へと引き継がれている。 

７） 平成 24（2012）年には、本学の設置母体である法人の収益事業として「北海道薬

科大学附属薬局（札幌市）」が開局するとともに、薬局に隣接する敷地には「北海

道薬科大学サテライトキャンパス」を開設し、主に薬剤師生涯学習施設として活用

している。 

 

４.キャンパス移転計画 

・ 平成 24（2012）年５月 31 日の理事会において「教学体制の再構築並びにキャンパ

ス再整備計画」が承認され、平成 27（2015）年４月に現在の小樽市桂岡町から札幌

市手稲区前田の「北海道科学大学」の敷地内にキャンパスを移転することが決定し

た。新校舎は「北海道薬科大学棟（薬大棟）」と「講義棟」からなり、「講義棟」

は平成 26（2014）年５月に竣工した。「薬大棟」は平成 26（2014）年 10 月に竣工

する予定である。また、「学校法人北海道科学大学」ではキャンパス移転・キャン

パス再整備に合わせてブランドビジョンを策定した。 

 

 

Ⅱ．沿革と現況 

１．本学の沿革 

昭和 49(1974)年 ４月 
北海道薬科大学開学 
薬学科（入学定員 100 人、収容定員 400 人）・生物薬学科（入学定員 60
人、収容定員 240 人）設置 

昭和 50(1975)年 11 月 
「RI(Radioisotope)研究所（現 RI センター）」「動物舎（現 実験動物
センター）」開設 

昭和 51(1976)年 ４月 「薬用植物園」開園 

昭和 53(1978)年 ４月 
大学院薬学研究科 生物薬学専攻修士課程（入学定員 12 人、収容定員

24 人）設置 

  11 月 「図書館」開館 

昭和 55(1980)年 ４月 
大学院薬学研究科 生物薬学専攻博士後期課程（入学定員 3 人、収容定

員 9 人）設置 

昭和 58(1983)年 ４月 「中央機器センター」開設 

  ８月 広報誌「桂」創刊 

昭和 61(1986)年 ８月 
第 1 回「卒後教育公開セミナー（現 薬剤師教育研修会アップトゥデー

ト講座）」開催 

昭和 62(1987)年 ６月 中国 「中国瀋陽薬学院（現 瀋陽薬科大学）」と学術交流協定を締結 

平成 ４(1992)年 10 月 新「図書館」開館 

  12 月 
平成５(1993)年度の改訂カリキュラム、大学の自己点検評価に伴う学則

改正を承認 
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平成 ５(1993)年 ４月 薬剤師養成教育に基づくカリキュラム改訂 

  ７月 「早期体験実習」実施 

平成 ６(1994)年 ９月 「模擬薬局」「情報処理演習室」開設 

平成 ７(1995)年 ４月 
英文大学名を「Hokkaido Institute of Pharmaceutical Sciences」か

ら「Hokkaido College of Pharmacy」に変更 

  ８月 「情報教育センター（現 情報システムセンター）」開設 

平成 ８(1996)年  病院実習（１ヶ月）を必修化 

平成 10(1998)年 ６月 学内 LAN 設置 

  ９月 北海道薬科大学ホームページ (http://www.hokuyakudai.ac.jp) 開設 

平成 12(2000)年 ４月 
大学院薬学研究科 臨床薬学専攻修士課程（入学定員 10 人、収容定員

20 人）設置 

  ４月 「薬学教育センター」開設 

平成 13(2001)年 ８月 中国「瀋陽薬科大学」との学術交流協定を改訂 

  ８月 中国「黒竜江中医薬大学」と学術交流協定締結 

  ８月 中国「黒竜江省第二医院」と学術交流協定締結 

平成 16(2004)年 ４月 薬学科と生物薬学科を医療薬学科へ統合 

  ４月 
英文大学名を「Hokkaido College of Pharmacy」から「Hokkaido 

Pharmaceutical University School of Pharmacy」に変更 

  ４月 
教員組織を「講座・研究室体制」から学科目を中心とした「系・分野体

制」へ変更 

  ５月 北海道薬科大学開学 30 周年記念式典開催 

平成 17(2005)年 ３月 「教育理念・教育目標」を制定 

   薬局実習（２週間）を必修化 

平成 18(2006)年 ３月 6 年制薬学教育のための臨床講義棟（Ｃ棟）竣工 

  ４月 学章・ロゴマークを制定 

  ４月 教育課程を薬学科（６年制薬学教育）へ移行 

  ４月 「薬学教育６年制」発足記念式典開催 

  ８月 
文部科学省「地域医療等社会的ニーズに対応した質の高い医療人養成推

進プログラム（医療人 GP）」に選定 

平成 19(2007)年 ３月 「外部評価委員会」開催 

  ４月 図書館に「医薬情報室」開設 

  ６月 「国立大学法人旭川医科大学」と教育･研究に関する連携協定締結 

  ７月 文部科学省「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム」に選定 

  ７月 「医療法人財団夕張希望の杜」と教育･研究に関する連携協定締結 

  10 月 
「国立大学法人小樽商科大学」と教育・研究・地域連携に関する連携協

定締結 

  10 月 「禁煙支援室」設置 

平成 20(2008)年 ４月 「北海道薬科大学父母後援会」設立 

  10 月 薬剤師認定制度認証機構より「生涯研修認定制度認証機関（生涯研修プ
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ロバイダー）」として認証 

  11 月 「天使大学（札幌市）」と教育・研究・地域連携に関する連携協定締結 

   日本高等教育評価機構による大学機関別認証評価受審 

平成 21(2009)年 ３月 
「社会医療法人 母恋 天使病院（札幌市）」と教育・研究に関する連携

協定締結 

  ６月 
文部科学省「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」（代

表校 東京理科大学）に選定 

平成 22(2010)年 ３月 米国「ハワイ州立大学マノア校」にて短期語学研修開始 

  ３月 薬学教育評価機構「自己評価 21」を公表 

  ４月 大学院薬学研究科 薬科学専攻修士課程設置 

  ４月 
「医療法人渓仁会手稲渓仁会病院（札幌市）」と教育・研究に関する連

携協定締結 

  ７月 
「医療法人 北海道家庭医療学センター（札幌市）」と教育・研究に関す

る連携協定締結 

  ８月 実務実習の開始に向けた白衣授与式挙行 

  ９月 6 年制薬学教育における病院・薬局実務実習開始 

  12 月 
「株式会社ファーマホールディング（札幌市）」と教育・研究に関する

連携協定締結 

平成 23(2011)年 ３月 本学教員（２人）が東日本大震災被災地での薬剤師支援活動 

  ３月 大学院薬学研究科 生物薬学専攻修士課程を廃止 

  ８月 新「食堂」オープン 

   薬学教育評価機構によるトライアル評価を受審 

平成 24(2012)年 ３月 大学院薬学研究科 臨床薬学専攻修士課程を廃止 

  ４月 「北海道薬科大学附属薬局」（札幌市中央区北３条東１丁目１-１）開設 

  ４月 
「北海道薬科大学サテライトキャンパス」（札幌市中央区北３条東１丁

目１-１）開設 

  ４月 
大学院薬学研究科 臨床薬学専攻博士課程（入学定員 3 人、収容定員 12

人）設置 

  ４月 「株式会社マザアス（東京都）」と連携協定締結 

  ５月 理事会にてキャンパス移転（札幌市手稲区前田）を決定 

  ８月 
「大学院４年制博士課程」における研究・教育などの状況に関する自己

点検・評価を公表 

  12 月 
「北海道札幌手稲高等学校（札幌市）」と高大連携教育に関する連携協

定締結 

平成 25(2013)年 ４月 法人のキャンパス整備計画のもとで学章・ロゴマークを変更 

  ５月 新キャンパス（札幌市手稲区前田）「講義棟」着工 

  ７月 新キャンパス（札幌市手稲区前田）「薬大棟」着工 

平成 26(2014)年 ２月 「外部評価委員会」を開催 

  ３月 大学院薬学研究科 生物薬学専攻博士後期課程を廃止 
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  ４月 
法人名を「学校法人北海道尚志学園」から「学校法人北海道科学大学」

へ変更 

  ４月 「カリキュラム・ポリシー」「ディプロマ・ポリシー」を改訂 

  ５月 新キャンパス「講義棟」竣工 

 

 

２．本学の現況 

・大学名 

  北海道薬科大学 

 

・所在地 

  〒047-0264 小樽市桂岡町７番１号 

 

・学部の構成 

  学部 

薬学部 

薬学科 

 

  大学院 

薬学研究科 修士課程 薬学研究科 博士課程 

薬科学専攻 臨床薬学専攻 

 

・学生数、教員数、職員数 

・ 本学学部の募集定員は薬学部薬学科 210 人、収容定員は 1,260 人である。平成 26

（2014）年度の在籍者数は 1,316 人である。 

・ 平成 23（2011）年度の６年制薬学部薬学科の完成に伴い、６年制教育を基盤にし

た大学院薬学研究科 臨床薬学専攻博士課程（募集定員３人、収容定員 12 人）を

設置した。本課程の平成 24（2012）年度の入学者は２人、平成 25（2013）年度

の入学者は１人、平成 26（2014）年度入学者は２人であった。６年制薬学教育へ

の移行期にあたる平成 22（2010）年度に大学院薬学研究科 薬科学専攻修士課程

（募集定員５人、収容定員 10 人）を設置したが、初年度に入学者が１人いたも

のの中途退学により修了者が出ていない状況である。 

・ 薬学部専任教員は 68 人（学長１人、教授 29 人、准教授 19 人、講師 14 人、助教

５人）である。６年制薬学教育に必要とされる臨床系教員は６人であるが、本学

は 17 人（教授７人、准教授６人、講師３人、助教１人）の臨床系教員を擁し、

そのうち教授１人、准教授２人、講師１人を医療施設に常駐派遣している（その

他、臨床研究を目的として教授１人、准教授２人、講師１人を非常駐派遣）。事

務職員は 37 人であり、事務局長以下、総務課（７人）、管理課（４人）、教務課

（９人）、学生課（７人）、入試広報課（５人）、図書課（４人）となっている。 
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  学部（平成 26（2014）年５月１日現在） 

学部学科 学年 在籍学生数 

教員数 

職員数 
専任 助手 

兼任 

（非常勤） 

薬学部 

薬学科 

１年 255 

68 ０ 22 37 

２年 228 

３年 226 

４年 185 

５年 190 

６年 232 

計 1,316 68 ０ 22 371) 

1）契約職員４人を含む。 

 

  大学院（平成 26（2014）年５月１日現在） 

専攻 課程 学年 在籍学生数 教員数 職員数 

薬科学専攻 修士課程 
１年 ０ 

35 37 

２年 ０ 

臨床薬学専攻 博士課程 

１年 ２ 

２年 １ 

３年 ２ 

計  ５1) 352) 373) 

     1)他に大学院薬学研究科研究生 16 人が在籍している。 

       2)大学院研究科長を加えた大学院担当専任教員数 

       3)契約職員４人を含む。 
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Ⅲ．評価機構が定める基準に基づく自己評価 

 

基準 1．使命・目的等 

1－1 使命・目的及び教育目的の明確性 

≪1－1の視点≫ 

1-1-① 

1-1-② 

意味・内容の具体性と明確性 

簡潔な文章化 

 

（1）1－1 の自己判定 

・ 基準項目 1－1を満たしている。 

 

（2）1－1の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 本学を設置する「学校法人北海道科学大学（旧 学校法人北海道尚志学園）」は、創

立100周年に向けて共通のブランドビジョンを策定し、「2024年までに、基盤能力と

専門性を併せ持つ人材を育成し、地域と共に発展・成長する北海道 No.1 の実学系

総合大学を実現します。」とした。ブランドビジョンは法人ホームページ、毎年発行

するパンフレットに掲載している。【資料 1-1-1】【資料 1-1-2】 

・ 本学は、地域社会の要請に応え、質の高い薬剤師を養成・輩出するため、その使命・

目的を「教育理念・教育目標」に集約し、学則（第１章 目的）に規定してい

る。「教育理念・教育目標」は、「ホームページ（http://www.hokuyakudai.ac.jp/）」

「大学案内」「学生便覧」「入試パンフレット」「大学概要」に記載して広く社会

に公表するとともに、学内の玄関ホールなど共用スペース、講義室、教員研究

室に掲示している。【資料 1-1-3】〜【資料 1-1-6】 

・ 大学院は６年制薬学部を基礎とする４年制臨床薬学専攻博士課程と薬科学専攻修士

課程を設置している。臨床薬学専攻博士課程は薬剤師養成を目的とする６年制薬学

教育課程の卒業生を対象とし、臨床現場での研修と課題研究を主な教育課程として

いる。教育目標は大学院学則により規定し、「本学の教育理念に基づき、ファーマシ

ューティカル・ケアを実践するために先進的な医療薬学・臨床薬学の研究に取組む

ことのできる人材の育成」としている。薬科学専攻修士課程は、旧制度の４年制薬

学教育課程、あるいは他学部の卒業生を対象とし、「薬学の幅広い領域で活躍し得る

知識と技術を身につけ、薬学研究者や医薬品の創製・開発に従事できる人材の育成」

を教育目標として設置したが、薬学教育旧４年制課程から６年制課程の移行期に設

置したため、社会ニーズに乏しい状況にある。【資料 1-1-7】【資料 1-1-8】 

・ 平成25（2013）年度に法人は、「教学体制の再構築並びにキャンパス再整備計画」

を実施するにあたり、ブランドビジョン、共通ロゴ・スローガンを策定した。ブラ

ンドビジョンは平成36 (2024)年に迎える創立100周年に向けた社会へのメッセージ

であり、共通シンボル・スローガンにより、教職員の一体感を醸成し、社会への力

強い浸透を図ることを目的としている。【資料 1-1-9】 

・ シンボルマークは、北海道の「Ｈ」の文字を基本とし、学生・地域・教員・職員が

交わり（育み）、大きく広がっていく（成長していく）イメージを表し、オレンジ色
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はSpiritsの熱さを示している。共通スローガンの「＋Professional」は、ヒューマ

ニティ、コミュニケーション能力、問題発見・解決能力、マネジメント能力といっ

た基盤能力をもとに、さらに専門性を身につけた人材を育成することを表している。

【資料 1-1-10】 

 

 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 1-1-1】北海道薬科大学規程集（別冊） 1 学則：1-1 学部学則 第１章 目的 

「教育理念・教育目標」【資料 F-3】 

【資料 1-1-2】北海道薬科大学ホームページ 教育理念・教育目標 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/outline/idea.html  

【資料 1-1-3】「2014 大学案内」P1 教育理念【資料 F-2】 

【資料 1-1-4】平成 26（2014）年度「学生便覧」巻頭 教育理念【資料 F-5】別冊 

【資料 1-1-5】「2014 大学概要」P3 教育理念 別冊 

【資料 1-1-6】北海道薬科大学規程集  1 学則：1-2 大学院学則 第 5条 教育目標 

【資料 F-3】 

【資料 1-1-7】北海道薬科大学ホームページ 大学院薬学研究科薬科学専攻修士課程 

設置届出書 http://www.hokuyakudai.ac.jp/promotion/img/report1.pdf 

【資料 1-1-8】北海道薬科大学ホームページ 大学院薬学研究科臨床薬学専攻博士課程 

設置届出書 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/promotion/img/rinsyoyakugaku_report4.pdf 

【資料 1-1-9】学校法人北海道科学大学「教学体制の再構築並びにキャンパス再整備計

画」 http://www.ed.hus.ac.jp/pdf/school_guide.pdf 

【資料 1-1-10】「ブランドブック 2013」別冊 

 

（3）1－1の改善・向上方策（将来計画） 

・ 法人全体のビジョン、大学の「教育理念・教育目標」は、ホームページや紙媒体の

広報誌に掲載し、地域社会への浸透を図っている。また、「教育理念・教育目標」を

もとにして表す「地域社会の健康を支える大学」は、ホームページのトップペ

ージに掲載し、本学のイメージを社会に簡潔に伝えている。 

・ 薬科学専攻修士課程を開設して４年になるが、６年制課程を基盤にした博士課

程を設置したことから、その存在意義が問われている。平成 26（2014）年度の

10 月に、連携協定を締結している中国「瀋陽薬科大学」の卒業生の薬科学専攻修

図 1-1-1 北海道薬科大学の新ロゴマーク・スローガン 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/outline/idea.html
http://www.hokuyakudai.ac.jp/promotion/img/report1.pdf
http://www.hokuyakudai.ac.jp/promotion/img/rinsyoyakugaku_report4.pdf
http://www.ed.hus.ac.jp/pdf/school_guide.pdf
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士課程への入学が決定しているが、平成 27（2015）年度からは募集を停止する。一

方、博士課程においては、臨床現場で働く研究意欲のある薬剤師に社会人入学制度

などによって門戸を開くことが重要である。 

 

 

1－2 使命・目的及び教育目的の適切性 

≪1－2の視点≫ 

1-2-① 

1-2-② 

1-2-③ 

個性・特色の明示 

法令への適合 

変化への対応 

（1）1－2の自己判定 

・ 基準項目 1－2を満たしている。 

 

（2）1－2の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 医薬分業の普及の遅れなどによって、日本の薬学教育は世界に類を見ない独自の発

展を遂げてきた。しかし、昭和 49（1974）年の院外処方せんの増額政策を境に医薬

分業は進展し、さらにその後、薬剤師は「医療の担い手」（平成４（1992）年 医療

法改正）、薬局は「医療提供施設」（平成 18（2006）年 医療法改正）として位置

づけられたことを受け、薬剤師を養成する薬学教育課程は平成 18（2006）年度より

６年制に移行した。本学では、すでに平成５（1993）年度に薬剤師養成を目的とし

たカリキュラム改訂を行い、当時としては全国で初の試みである入学時の「早期体

験実習」、卒業年度である４年次の「病院実習」を必修化した。さらに平成 16（2004）

年度には、２週間の「薬局実習」も必修化した。現在では６年制教育課程の「薬学

教育モデル・コアカリキュラム」において「早期体験実習」「病院実習」「薬局実

習」は、必修となっている。【資料 1-2-1】 

・ 平成 16（2004）年の学校教育法第 55 条（「薬学を履修する課程のうち臨床に係

る実践的な能力を培うことを主たる目的（薬剤師養成を目的）とするものの修

業年限は、６年間とする」）の改訂をうけ、平成 18（2006）年度から修業年限６

年の「薬学科」を設置し、「教育理念・教育目標」に基づくカリキュラムを策定し

た。カリキュラムは「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に準拠するとともに、

特に教育目標にある「地域医療を担う人材の育成」「薬物療法の専門家としての薬剤

師の育成」を重視している。【資料 1-2-2】 

・ 平成 25（2013）年 12 月に「公益社団法人日本薬学会」「文部科学省」において「薬

学教育モデル・コアカリキュラム」が改訂された。本学では、平成 27（2015）年度

から新カリキュラムを施行するために、「カリキュラム検討委員会」を設置した。【資

料 1-2-3】 

・ 文部科学省は平成 18（2006）年度の薬学教育制度変更に合わせて、「地域医療等社

会的ニーズに対応した質の高い医療人養成推進プログラム」（医療人 GP）により特

色ある６年制薬学教育プログラム（テーマ：「臨床能力向上に向けた薬剤師の養成」）

を募集した。本学は「地域医療を担う人材の育成」を実現するための取組み名「臨
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床能力を育む地域体験型学習とその支援」で応募し選定された。【資料 1-2-4】 

・ 大学設置基準により、本学の６年制薬学教育に必要とされる臨床系教員数は６人で

あるが、平成 26（2014）年５月１日現在の臨床系教員数は 17 人であり、そのうち

４人を「旭川医科大学病院」「社会医療法人 母恋 天使病院（札幌市）」「医療法人 北

海道家庭医療学センター 栄町ファミリークリニック（札幌市）」及び「北海道薬科

大学附属薬局（札幌市）」に常駐派遣している。常駐派遣の目的は、臨床能力の維持、

臨床教育・研究の推進であり、教員は授業開講日、教授会などの大学勤務日を除い

て派遣施設での業務を行っている。また、別の４人の臨床系教員を、主に教育・臨

床研究を目的として、必要時に「夕張医療センター」「アインファーマシーズ（株）

アイン薬局 夕張店」「医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院（札幌市）」「医療法人社団北

海道恵愛会 札幌南三条病院」に派遣している。【資料 1-2-5】 

・ 薬剤師職能は、高齢化社会、薬物療法の高度化・複雑化などによって著しく変化し

ている。近年では、医療費削減の国策に基づいた在宅医療が推進されており、薬剤

師による薬物療法の提供が重要課題となってきている。「夕張医療センター」「アイ

ンファーマシーズ（株）アイン薬局 夕張店」「医療法人 北海道家庭医療学センター 

栄町ファミリークリニック（札幌市）」及び「北海道薬科大学附属薬局（札幌市）」

に派遣している４人の臨床系教員は、在宅医療を含む地域医療において他の医療職

と連携して業務を行い、その活動を通して教育研究に活かす試みを行っている。教

育においては、「地域医療学」の講義や人体シミュレーターを用いたフィジカルアセ

スメント実習を開講し、在宅医療を担う薬剤師の育成に努めている。【資料 1-2-6】

【資料 1-2-7】 

・ 大学院臨床薬学専攻博士課程において養成する人材像は、１）北海道の医療の現状

を理解し、北海道の地域医療が抱える問題を発掘し、さらに解決できる能力を有す

る薬剤師、２）科学的視点をもって高度医療に対応できる薬剤師、３）次世代の薬

剤師を養成しうる教育研究能力をもつ薬学部教員であり、その目的は先進的な医療

薬学・臨床薬学の課題研究を通して科学的志向・研究マインドを有する薬剤師を育

成することである。博士課程では、半年間の医療施設での研修・研究が行われる。

平成 24（2012）年度は１年次後期に「社会医療法人 母恋 天使病院（札幌市）」（教

育・研究連携協定締結施設）、「独立行政法人国立病院機構 北海道がんセンター（札

幌市）」（覚書締結施設）で実施した。平成 25（2013）年度は、同じく１年次後期に

「社会医療法人 母恋 天使病院（札幌市）」にて実施した。【資料 1-2-8】 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 1-2-1】薬学教育モデル・コアカリキュラム合本（平成 17（2005）年 10 月） 

http://www.wam.go.jp/wamappl/bb11gs20.nsf/0/3c2fdf0ed96f5d1049257688000ec27a/$

FILE/20091210_6sankou4_1.pdf#search='%E 

【資料 1-2-2】学校教育法第 55 条（大学における修業年月） 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/eiyou/04111101/007.htm 

（改正内容：薬学を履修する課程のうち臨床に係る実践的な能力を 

http://www.wam.go.jp/wamappl/bb11gs20.nsf/0/3c2fdf0ed96f5d1049257688000ec27a/$FILE/20091210_6sankou4_1.pdf%23search='%25E
http://www.wam.go.jp/wamappl/bb11gs20.nsf/0/3c2fdf0ed96f5d1049257688000ec27a/$FILE/20091210_6sankou4_1.pdf%23search='%25E
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/eiyou/04111101/007.htm
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培うことを主たる目的とする課程の修業年限は６年とする） 

【資料 1-2-3】薬学教育モデル・コアカリキュラム（平成 25（2013）年度改訂版） 

http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldf

ile/2014/01/27/1343643_01_1.pdf 

【資料 1-2-4】文部科学省「地域医療等社会的ニーズに対応した質の高い医療人養成推 

進プログラム」（平成 18（2006）年度）申請関係書類、選定結果通知 

【資料 1-2-5】大学設置基準「薬学部における教員（実務家教員を含む）に関する基 

準」 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/023/siryo/06060109/004.htm 

【資料 1-2-6】北海道薬科大学規程集 10 協定（連携に関する協定書）【資料 1-1-1】 

【資料 1-2-7】平成 26（2014）年度授業計画（シラバス）学部・大学院 別冊 

web 版：http://www.hokuyakudai.ac.jp/syllabus/syllabus_6nentop.html 

【資料 1-2-8】大学院薬学研究科臨床薬学専攻博士課程設置届出書【資料 1-1-8】 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/promotion/img/rinsyoyakugaku_report4.pdf 

 

 

（3）1－2の改善・向上方策（将来計画） 

・ 「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に準拠しつつ、本学の「建学の精神」「教育

理念・教育目標」に基づき、地域に根ざした薬剤師を育成するための教育課程を編

成している。薬剤師を取り巻く環境は大きく変化しており、調剤中心の業務から、

服薬指導、薬剤情報提供、薬歴管理、処方設計、リスクマネージメント、他職種と

の連携などが求められている。さらに、後発医薬品の使用促進、在宅医療の推進な

ど日本の医療を支える職能として薬剤師への期待が高まっている。求められる職能

の高度化に対応できる薬剤師を輩出する教育を展開していく。 

 

 

1－3 使命・目的及び教育目的の有効性 

≪1－3の視点≫ 

1-3-① 

1-3-② 

1-3-③ 

1-3-④ 

役員、教職員の理解と支持 

学内外への周知 

中長期的な計画及び 3 つの方針等への使命・目的及び教育目的の反映 

使命・目的及び教育目的と教育研究組織の構成との整合性 

 

（1）1－3 の自己判定 

・ 基準項目 1－3を満たしている。 

 

（2）1－3の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 本学の設置母体である「学校法人北海道科学大学」では、法人本部及び各設置校の

運営について議論する「運営協議会」を月に一度開催している。管理部門と教学部

門は独立しており、「運営協議会」が両部門の連携を図る場となっている。「運営協

http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2014/01/27/1343643_01_1.pdf
http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2014/01/27/1343643_01_1.pdf
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/023/siryo/06060109/004.htm
http://www.hokuyakudai.ac.jp/syllabus/syllabus_6nentop.html
http://www.hokuyakudai.ac.jp/promotion/img/rinsyoyakugaku_report4.pdf
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議会」には学長、副学長、事務局

長が出席し、理事長の諮問事項、

法人全体の管理運営・教学上の問

題点などを協議している。学長は、

「運営協議会」で議題となり討議

された内容について直近の「教授

会（拡大）」において議案として報

告している。【資料 1-3-1】【資料

1-3-2】 

・ 「運営協議会」終了後には、「常任

理事会」を開催して、法人全体 

の業務に関する重要事項を除き審

議・決定している。「常任理事会」

での審議結果は、年に３回開催される「理事会」において理事長より報告され、運

営の透明化を図っている。【資料 1-3-2】 

・ 「学校法人北海道科学大学」は各設置校とは独立したホームページにより、法人全

体の運営、将来構想、沿革、組織、発行パンフレットなどを広く社会に発信してい

る。【資料 1-3-3】 

・ 本学では、学長の諮問機関

として「評議会」を設置し

ている。「評議会」の正規構

成員は、学長、副学長、学

科長、系主任、事務局長で

ある。人事以外の案件は、

附属機関、附属施設の長を

加えた「評議会（拡大）」を

月１回定例開催し、諮問し

ている。【資料 1-3-4】【資

料 1-3-5】 

・ 教育制度の変更に対応

し、大学の意思決定を迅

速に行動に移すために、

平成 16（2004）年に教員

組織を「講座・研究室体

制」から「系・分野体制」

に移行した。系は教員組

織の大きな括りであり、

現在は「基礎薬学系」「応

用薬学系」「臨床薬学系」

図 1-3-1 学校法人北海道科学大学と北海道

薬科大学の連携体制 

図 1-3-3 教員組織（大学院） 

図 1-3-2 教員組織（学部） 
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「社会薬学系」「薬学教育系」

「基礎教育系」の６系として

いる。さらに、各系には関連

領域の「分野」を配置してい

る。【資料1-3-5】【資料1-3-6】 

・ 全教員が出席する「教授会

（拡大）」は月１回定例開催

している。「教授会（拡大）」

では学籍、学則をはじめとし

た学内諸規程、教育研究に関

する議案が審議され、その他

の諸活動については学長、附属機関長、附属施設長が報告している。人事案件は、

教授のみが出席する「教授会」で審議され、その結果は「教授会（拡大）」に報告

している。定例開催以外に教授会審議が必要な場合は、学長の判断により、「教授

会」「教授会（拡大）」を臨時開催している。【資料 1-3-5】【資料 1-3-7】 

・ 全大学院担当教員が出席する「大学院研究科委員会（拡大）」は「教授会（拡大）」

開催日に定例で開催している。議案の多くは附属機関である「大学院運営部」が立

案している。大学院担当教員の資格審査を行う場合には、大学院担当教員のうち教

授のみによる「大学院研究科委員会」を開催し、「大学院担当教員選考要領」に基

づき審議し決定している。大学院の学位授与は審査資格を有する「大学院研究科委

員会」構成員による投票により決定している。【資料 1-3-5】【資料 1-3-8】【資料

1-3-9】 

・ 大学の運営を直接担当する附属機関として「大学院運営部」「教務部」「学生部」「就

職部」「入試部」「広報部」があり、それぞれの部局の組織規程に基づいて教員と関

連する事務局課長が構成員となっている。部会は原則として月１回開催され、部局

が必要と判断した議案は「教授会（拡大）」あるいは「大学院研究科委員会（拡大）」

で審議あるいは報告している。附属機関は、各部の規程に基づき運営している。【資

料 1-3-5】【資料 1-3-6】【資料 1-3-10】 

・ 附属施設として、「図書館・医薬情報センター」「薬用植物園」「実験動物センター」

「RI センター」「中央機器センター」「情報システムセンター」「薬学教育センター」

「生涯学習センター」を有している。各センターには、原則としてセンター長と主

任を配するとともに、施設の管理規程及び運営委員会規程に基づき、各センターは

関連する事務局職員を加えた「運営委員会」により運営している。附属施設は、各

施設の管理規程及び運営委員会規程に基づき運営している。【資料 1-3-5】【資料

1-3-11】 

・ 附属機関・附属施設とは別に、個別の重要事項を扱う常設委員会を設置している。

常設委員会の中には附属機関の活動と密接に関連するものがあるため、各委員会規

程により関連性を定め、相互の連携を明確にしている。【資料 1-3-5】【資料 1-3-12】 

図 1-3-4 附属機関・附属施設 
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・ 附属機関、常設委員会には下部組織

として、業務を特定した「小委員会」

を設置している場合がある。例とし

て、「入試部」の下部組織としての

「AO 室」、「教務部」の「基礎学力テ

スト小委員会」、「点検・評価委員会」

の「FD 小委員会」がある。さらに、

期限を限定する事業を行うために

「臨時委員会」を設置することがあ

る。「機関別評価実施小委員会」「カ

リキュラム検討委員会」などがこれ

にあたる。【資料 1-3-12】 

・ 「北海道薬科大学学則」に基づき「事務組織規程」が定められている。事務業務は

「総務課」「管理課」「教務課」「学生課」「入試広報課」「図書課」で分担している。

事務局長は全体を統括し、各課に課長、係長を配置して業務を掌握している。「学生

課」は学生支援とともに就職支援を分掌し、就職担当の係長と主事を配置している。

また、「教務課」には、実務実習担当と学術情報担当の係長と主事を配置している。

実務実習担当の専任職員は、実務実習の施設配属・連携、トラブルに対応するため、

平成25（2013）年度から配置した。【資料1-3-13】 

 

表 1-3-1 事務組織 

課・係 主な業務 

総務課 学長庶務、勤怠管理、出張手続き、予算編成・執行、生涯学習 等 

管理課 施設・設備管理、危険物・毒劇物管理 等 

教務課 

教務係 授業・試験管理、学籍管理、成績管理、講義室・実習室管理 等 

実務実習係 実務実習学生配属、北海道地区調整機構との調整 等 

学術情報係 学内 LAN 管理、修学支援総合システム管理 等 

学生課 
学生係 学生生活支援、奨学金、課外活動、健康診断、健康管理 等 

就職係 就職相談、求人受付 等 

入試広報課 募集広報、入学試験、一般広報、ホームページ管理 等 

図書課 図書・図書館管理、文献収集、図書の貸出・返却 等 

 

・ 「学校法人北海道科学大学」は、創立 100 周年（平成 36（2024）年）に向けたブラ

ンドビジョンを策定した。法人の大きな目標として、キャンパス統合・再整備計画

があり、そのもとで本学は基盤能力と薬剤師としての専門性を合わせもつ人材を育

成する。【資料 1-3-14】 

・ 平成 25（2013）年に文部科学省と日本薬学会は、６年卒業時に必要とされる薬剤師

としての基本的資質を達成するための「薬学教育モデル・コアカリキュラム」を改

訂した。本学においては、この「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に対応した

図 1-3-5 常設委員会 
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教育を推進するため、「カリキュラム・ポリシー」「ディプロマ・ポリシー」を改訂

し、平成 27（2015）年 4 月からのカリキュラム改訂作業を進めている。一方、「カ

リキュラム・ポリシー」「ディプロマ・ポリシー」とは別に、「アドミッション・ポ

リシー」を平成 25（2013）年３月に一部変更し、薬学を修得するために必要な基礎

学力を入学者に求める修正を加えた。【資料 1-3-15】 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入方針） 

北海道薬科大学の教育理念、教育目標に沿った教育をおこなうために次のような人を学生として求め

ています。 

1. 薬剤師になることを強く希望する人  

2. 人々の健康を大切にし、地域医療への貢献を志す人  

3. 薬学を学ぶために必要な基礎学力を有し、高い勉学意欲のある人  

4. 協調性と思いやりをもって他人と接することができる人  

5. 良好な人間関係を築くために必要なコミュニケーション能力のある人 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成方針） 

 ヒューマニティ、コミュニケーション能力、問題発見・解決能力、マネジメント能力などの基盤能力

を基に、プロフェッショナルとしての薬剤師に相応しい人材となるための学習を支援する教育課程を編

成しています。 

1. 「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に準拠し、これに本学の独自科目を配置する。 

2. 基盤能力と医療人育成に関連する科目を体系的、効率的に理解できるよう配置する。 

3. 適切な薬物療法を実践するために、最新かつ高度な知識および技能を学ぶ科目を配置する。 

4. 医療現場における課題をチームとして対応する能力を身につけるために、統合型学習やグループ学習

を導入する。 

5. 多職種と連携し、地域医療に貢献する薬剤師を育成するため、地域での体験型学習に取り組む。 

 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

 本学の卒業生として以下の資質・能力を身につけた学生に「学士（薬学）」を授与します。 

1. 基盤能力とともに薬剤師に必要な知識・技能・態度を修得している。 

2. 患者・生活者や多職種と適切なコミュニケーションを取れる態度・能力を有している。 

3. 適切な薬物療法や薬学的管理を実践できる能力を有している。 

4. 多職種と連携・協力して地域住民の健康増進、公衆衛生に貢献できる能力を修得している。 

5. 生涯にわたって研究研修・研鑽を継続するとともに、医療を担う次世代の人材を育成する意欲と態度

を有している。 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 1-3-1】学校法人北海道科学大学ホームページ 法人の組織 運営協議会 

http://www.ed.hus.ac.jp/pdf/school_guide.pdf 

http://www.ed.hus.ac.jp/pdf/school_guide.pdf
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【資料 1-3-2】 平成 26（2014）年度運営協議会・常任理事会開催日程（学校法人北海 

道科学大学） 

【資料 1-3-3】学校法人北海道科学大学ホームページ http://www.ed.hus.ac.jp/ 

【資料 1-3-4】北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-5 評議会規程【資料 1-1-1】 

【資料 1-3-5】北海道薬科大学組織系統表（平成 26（2014）年 4月 1 日現在） 

【資料 1-3-6】北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-1 教育組織規程【資料 1-1-1】 

【資料 1-3-7】北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-2 教授会規程【資料 1-1-1】 

【資料 1-3-8】北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-4 教授会、研究科委員会組織 

に関する申し合わせ【資料 1-1-1】 

【資料 1-3-9】北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-3 大学院研究科委員会規程 

【資料 1-1-1】 

【資料 1-3-10】北海道薬科大学規程集 2 組織・運営（各附属機関の規程等） 

【資料 1-1-1】 

【資料 1-3-11】北海道薬科大学規程集 2 組織・運営（各附属施設の規程等） 

【資料 1-1-1】 

【資料 1-3-12】北海道薬科大学規程集 2 組織・運営（各常設委員会の規程等） 

【資料 1-1-1】 

【資料 1-3-13】北海道薬科大学規程集 2 組織・運営 2-75 事務組織規程【資料 1-1-1】 

【資料 1-3-14】学校法人北海道科学大学ブランドビジョン【資料 1-1-10】 

【資料 1-3-15】「2014 大学概要」P3【資料 1-1-5】 

 

（3）1－3 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 平成 18（2006）年度から薬剤師を養成する薬学部の教育課程は６年制へと移行した。

６年制薬学教育では、旧４年制教育の中心であった基礎薬学教育に加え、臨床薬学

教育、社会薬学教育、実務実習が必須となり、「講座・研究室」中心である従来の教

員組織での新しい教育課程の構築は困難と判断した。そこで、教育課程移行前の平

成 16（2004）年に「講座・研究室体制」を解体し、教育研究活動を個々の教員単位

で実行できる「系・分野体制」とした。「系・分野体制」によって６年制教育へはス

ムーズに移行できたが、一方で教員間の連携の低下、研究指導体制の脆弱化などの

新たな問題が生じている。また、「講座・研究室体制」を前提として設計された現在

の教員研究室では関連する教員間の連携は困難である。大学移転後は「系・分野」

を単位にした教員室、教員研究室を配置し、「系・分野」の機能を強めることにより、

教員連携を促進したい。 

 

［基準 1 の自己評価］ 

・ 「教育理念・教育目標」はホームページ、入学案内、大学概要などの広報媒体を通

して社会に周知し、学内においては玄関ホールなどの共用スペース・教員研究室に

掲示するとともに、学生便覧等において周知を図っている。６年制薬学教育は、「薬

学教育モデル・コアカリキュラム」によって習得すべき知識、技能、態度が明確に

されているが、本学では「教育目標」で謳った４つの目標を達成するための独自教

http://www.ed.hus.ac.jp/
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育も重要と考えている。 

・ 本学を設置する「学校法人北海道科学大学」は、各設置校のキャンパス整備の一環

として、平成 27（2015）年４月に本学を現在の桂岡キャンパス（小樽市桂岡町）か

ら前田キャンパス（札幌市手稲区前田）に移転する。「講義棟」は平成 26（2014）

年５月に竣工し、教員室・研究室等を有する「薬大棟」は平成 26（2014）年 10 月

に工事が完了する予定である。教員研究室は、「系・分野」単位に配置されることか

ら、「系・分野」機能を強化することができると考えている。 
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基準 2．学修と教授 

2－1 学生の受入れ 

≪2－1の視点≫ 

2-1-① 

2-1-② 

2-1-③ 

入学者受入れの方針の明確化と周知 

入学者受入れの方針に沿った学生受入れ方法の工夫 

入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持 

 

（1）2－1 の自己判定 

・ 基準項目 2－1 を満たしている。 

 

（2）2－1の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

学部 

・ 平成 18（2006）年度の６年制薬学教育の施行にあたり、「教育理念・教育目標」に

基づき、「アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）」を策定した。入学者の条

件として、「薬剤師になるという進学の目的が明確であること」「地域医療を通じて

社会への貢献を志していること」「医療人として人々の健康を大切にする意思を持っ

ていること」を明示した。また常に最新のファーマシューティカル・ケアを提供す

るためには、薬学の知識とともに、「協調性とコミュニケーション能力」が求められ、

さらに薬学教育においては、一定レベルの基礎学力があることが修学に必須である。

以上の観点から下記の「アドミッション・ポリシー」を掲げ、「教育理念・教育目標」

を達成できる人材の発掘に努めている。【資料 2-1-1】【資料 2-1-2】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「アドミッション・ポリシー」に基づいて入学者を受け入れることを広く社会に周

知するために、ホームページ、「入学案内」「大学概要」などに「アドミッション・

ポリシー」を記し広報活動を行っている。具体的な広報活動の一部を以下に示す。【資

料 2-1-3】〜【資料 2-1-5】 

１）「入学案内」を北海道・東北地区の高校に配布し周知している。 

２）教員が推薦入試指定校を訪問し説明している。 

３）北海道、東北地区で開催される各種の｢入試相談会｣に参加し、高校生、高校教員、

父母と面談し説明している。 

アドミッション・ポリシー（学部） 

 北海道薬科大学の教育理念、教育目標に沿った教育を行うために次のような人を学生として求

めています。 

1. 薬剤師になることを強く希望する人 

2. 人々の健康を大切にし、地域医療への貢献を志す人 

3. 薬学を学ぶために必要な基礎学力を有し、高い勉学意欲のある人 

4. 協調性と思いやりをもって他人と接することができる人 

5. 良好な人間関係を築くために必要なコミュニケーション能力のある人 
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４）オープンキャンパス（年３回）及び薬剤師体験セミナー（札幌、函館）の開催、

高校への出張による模擬講義、薬剤師体験実習を通じて、中高生や父母に教育体制

や教育内容を説明している。【資料 2-1-6】【資料 2-1-7】 

５）大学見学希望者を随時受け入れ、教育の特徴等を説明している。 

６）「北海道札幌手稲高等学校」と高大連携協定を結び、模擬講義、薬剤師体験実習

を通じて教育体制や教育内容を説明している。【資料 2-1-8】 

７）ホームページで、本学に対する質問や意見を常時受付けている。 

８）「募集要項」に示している「出願資格」に「入学後、たばこを吸わないことを確

約できる者」を明記し、医療人を目指した教育を実施していることを入学志願者に

周知している。【資料 2-1-9】 

・ 平成23（2011）年度～平成25（2013）年度の学部募集広報活動の実施状況を下表に

示す。 

表 2-1-1 募集広報活動状況 

 平成 23（2011）年度 平成 24（2012）年度 平成 25（2013）年度 

オープンキャンパス・薬剤師体験セミナー 

開催回数 ６ ７ ５ 

参加者数 637 733 823 

入試相談会 

参加回数（高校単独開催） 35 38 37 

参加回数（業者企画） 65 77 78 

面談者数 856 1,045 1,107 

高校訪問 

指定校数 149 150 147 

指定校訪問回数 210 224 215 

講義・体験実習回数 11 13 13 

大学見学 

受入れ回数 ７ 13 ９ 

受入れ者数 161 317 245 

資料送付等 

請求件数 7,215 8,443 7,334 

 

・ AO入試の試験区分には、「同窓生子女」と医療関連職にある者の子女を対象とする「後

継者育成」があり、さらに平成22（2010）年度（平成23（2011）年度募集）から、「障

がい者」を対象とする区分を加えている。８人の教員からなる「AO室」を設置し、

エントリー者の目的意識、熱意・意欲をインタビュー、レポートなどにより確認し、

「アドミッション・ポリシー」に合致する人材の発掘に努めている。平成22（2010）

年度から障がい者の受入れに対応した施設のバリアフリー化（身障者トイレ、駐車
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スペース、エレベーター、リフトの設置）を進め、受け入れ態勢を整えた。また、

６年制薬学教育で行われる実務実習における障がい者への対応については、「医療法

人渓仁会手稲渓仁会病院（札幌市）」と受入れに関する覚書を締結した。一方、薬局

実習は「北海道薬科大学附属薬局（札幌市）」にて受け入れ可能である。【資料 2-1-10】

【資料2-1-11】 

・ 薬学を学ぶために必要な基礎学力は、推薦入試（指定校）では高等学校の学習成績

の評定値、推薦入試（公募制）では高等学校の学習成績の評定値及び基礎学力試験

（数学、外国語、理科）、推薦入試（系列校）では高等学校の学習成績により確認し

ている。また、AO入試ではAO面談、基礎学力確認（化学基礎）及び通信添削などに

よる「AO室」の総合判断、社会人入試では基礎学力試験（数学、外国語、理科）、一

般入試では数学、外国語、理科の試験、センター試験利用入試では大学入試センタ

ー試験の数学、外国語、理科の成績により確認している。推薦入試（公募制推薦、

指定校推薦、系列校推薦）、AO入試、社会人入試では、医療人としての適性を評価す

るために、面接試験を実施している。推薦入試、AO入試、社会人入試の合格者に対

しては、入学手続き後も継続した学習を促すために入学前教育として、薬学を学ぶ

ために必要な基礎科目に関して課題問題への解答提出を課している。【資料 2-1-12】 

・ 平成27（2015）年度の各入学試験区分における基礎学力の評価方法と面接試験の内

容を表 2-1-2に示す。【資料 2-1-9】 

 

表2-1-2 平成27（2015）年度入学試験区分と選抜方針 

入学試験区分 選抜方針 

１ 一般入試 

薬学教育の基礎として必要な数学、外国語、理科（化学また

は生物から、１科目を選択）に関する学力試験により選抜し

ている。 

２ 大学入試センター試験利用入試 
大学入試センター試験の結果を利用する入試制度で、数学、

外国語、理科の成績に基づき、選抜している。 

３ 推薦入試 

3-1 指定校推薦 

薬剤師になることを強く希望する北海道内及び東北３県（青

森、秋田、岩手）の高校生を対象とした推薦制度である。指

定校に対し推薦基準を設定し、学校長の推薦に基づき、面接

試験により選抜している。 

3-2 公募制推薦 

薬剤師になることを強く希望する高校生を対象とした推薦制

度である。学校長の推薦に基づき、高校での評定値、面接、

基礎学力試験により総合的に評価して選抜している。 

3-3 系列校推薦 

薬剤師になることを強く希望する系列校（北海道尚志学園高

等学校「北薬大コース」）の高校生を対象とした入試制度で

ある。学校長の推薦に基づき、高校での学習成績と面接試験

により総合的に評価して選抜している。本学の「高大連携推

進委員会」が精力的に学習支援を行っている。 

４ AO 入試 

同窓生子女、医療職にある者の子女、障がい者を対象とした

入試制度である。一次審査で AO 室の面談（目的意識、熱意・

意欲の確認）と基礎学力確認、通信添削を行い、総合的に評

価して二次審査対象者を決定する。二次審査では、面接試験

により合格者を決定している。 

５ 社会人入試 

社会人として２年以上の職務経験を有する者を対象としてい

る。面接試験と数学、外国語、理科の基礎学力試験により選

抜している。 
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・ いずれの入試制度においても合否判定は「入試部」が原案を作成し、「教授会（拡大）」

で審議して決定している。また、入試区分や選抜方針の改定などの入試制度に関す

る重要事項も「入試部」が提案し、「教授会（拡大）」で審議して決定している。【資

料 2-1-13】 

・ 本学の平成 26(2014)年度入学定員は 210 人、収容定員は 1,260 人である。平成

24(2012)〜平成 26(2014)年度の学部の志願状況、入学状況を表 2-1-3 に示す。【資

料 2-1-14】 

 

表 2-1-3 平成 24（2012）〜平成 26（2014）年度学部入試結果 

 平成 24（2012）年度 平成 25（2013）年度 平成 26（2014）年度 

入学定員 210 210 210 

志願者 781 1,017 1,095 

合格者 449 483 452 

入学者 228 229 232 

 

・ 過去に学部入学者が入学定員を下回ったことはなく、入学者数の管理に当たっては、

定員を大きく上回らないよう細心の注意を払っている。平成 24（2012）～平成 26

（2014）年度の入学者数と入学定員に対する割合を表 2-1-4 に示した。 

 

表 2-1-4 過去３年間の入学者数の状況 

 平成 24（2012）年度 平成 25（2013）年度 平成 26（2014）年度 

入学者／入学定員 1.09 1.09 1.10 

 

・ 入学試験日は、一般入試、推薦入試ともに文部科学省の「大学入学者選抜実施要項」

を遵守して設定している。一般入学試験は、前期日程・後期日程で実施し、さらに

前期日程をＡ日程・Ｂ日程として、受験日の選択範囲を広げている。【資料 2-1-9】 

 

大学院 

・ 薬科学専攻修士課程の入学者選抜は、志望動機、研究意欲、薬科学を担う薬学専門

家としての創造力、コミュニケーション能力などを評価項目とした面接試験として

いる。臨床薬学専攻博士課程では、志望動機、研究意欲、臨床薬学の専門家として

の将来設計、コミュニケーション能力などを評価項目とした面接試験により選抜す

る。大学院の合格者の判定は、「大学院運営部会」が原案を作成し、「研究科委員会

（拡大）」で審議して決定する。【資料 2-1-15】 

・ 大学院では、薬学の幅広い領域で活躍し得る知識と技術を修得し、薬学研究者や医

薬品の創製・開発に従事できる人材(修士課程)、臨床薬学の知識・技術を修得し、

地域の医療施設における医療チームの中核として貢献し得る人材(博士課程)を育成

することを目的とし、「アドミッション・ポリシー」を定めている。【資料 2-1-16】 
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アドミッション・ポリシー（大学院） 

修士課程 

1. 旧４年制薬学教育課程卒業の薬剤師で、研究マインド、研究能力を身に付けたい人 

2. 薬学の幅広い領域で活躍し得る知識と技術を身につけたい人 

3. 薬学研究者や医薬品の創製・開発に従事したい人 

 

博士課程 

1. 在宅薬剤師業務の普及・指導に関わる意欲ある薬剤師 

2. 専門薬剤師などを目指す高度医療に携わる意欲ある薬剤師 

3. 臨床薬学・医療薬学の研究者及び６年制薬学教育に関わる大学教員を目指す者(薬剤師) 

 

・ 平成 24（2012）年度〜平成 26（2014）年度の大学院の志願状況、入学状況を表 2-1-5

に示す。 

 

表 2-1-5 平成 24（2012）〜平成 26（2014）年度大学院入試結果 

 平成 24(2012)年度 平成 25(2013)年度 平成 26(2014)年度 

修士課程 博士課程 修士課程 博士課程 修士課程 博士課程 

募集定員 ５ ３ ５ ３ ５ ３ 

志願者 ０ ２ ０ １ １ ３ 

合格者 ０ ２ ０ 1 １ ３ 

入学者 ０ ２ ０ 1 ０ ２ 

 

大学院入学者については、募集定員を満たしていない状況にある。特に、薬科学専

攻修士課程の志願者がない状態が継続していたが、平成 26（2014）年度の 10 月に、

連携協定を締結している中国「瀋陽薬科大学」の卒業生の薬科学専攻修士課程へ

の入学が決定している。 

 

◇エビデンス集・資料編 
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【資料 2-1-2】 「2014 大学概要」P3【資料 1-1-5】別冊 
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【資料 2-1-4】 「2014 薬剤師になること 薬剤師であること」（入学案内小冊子）別冊 
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科大学との連携教育に関する協定書【資料 1-1-1】 
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海道薬科大学における障がい者の病院実習に関する覚書【資料 1-1-1】 

【資料 2-1-12】 平成 26（2014）年度入学予定者に対する入学前教育の実施案内 

【資料 2-1-13】 会議議案書「入学試験の合否判定 他」（例示：「平成 25（2013）年度  

第 22 回 教授会（拡大）：審議事項 第１、２議案」） 

【資料 2-1-14】 北海道薬科大学規程集 1 学則：1-1 学部学則（第２章 組織 入学定 

員、収容定員）【資料 F-3】【資料 1-1-1 に同じ】 

【資料 2-1-15】 会議議案書「入学試験の合否判定 他」（例示：「平成 25（2013）年度  

第 15 回 研究科委員会（拡大）：審議事項 第２議案」） 

【資料 2-1-16】 平成 26（2014）年度大学院学生募集要項(巻頭 アドミッション・ポリ 
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（3）2－1の改善・向上方策（将来計画） 

・ 本学の「教育理念・教育目標」を広く社会に周知し、医療に貢献する薬剤師を輩出

することが本学の社会的使命であることから、入試広報活動の一層の充実を図る。 

・ 入学者選抜方法の改善、現行の入試制度の検証が必要である。指定校推薦入試の出

願者に、薬学を学ぶために必要な基礎学力が十分に担保されているかを見極めるこ

とが課題であり、そのためには指定校との高大連携活動をさらに充実させていく必

要がある。また、入学後の成績や素行に問題のある学生が見受けられる指定校につ

いては、推薦基準の厳格化や指定校から外すなどの措置をとる。 

・ 薬系大学、薬学部の新設により本学の受験者数は減少していたが、平成 24（2012）

年度より再び上昇に転じている。より優秀な人材を獲得するため、志願者数の推移

を考慮しながら各入学試験区分の募集人員の配分について見直す。 

・ 平成 24（2012）年度に、本学への入学希望者・薬剤師希望者を早期に発掘できるシ

ステムとして系列校である「北海道尚志学園高等学校」に「北薬大コース」を設置

した。「北薬大コース」の生徒に対しては、高校での３年間の教育課程の中で、薬学

教育に必要な知識と態度を醸成するための支援を行っていく。 

・ 平成 18（2006）年度の薬学教育制度の変更後に、学部教育を基盤としない大学院修

士課程薬科学専攻を設置した。６年制薬学教育を基盤とした大学院は修業年限４年

間の博士課程であり、４年制大学の卒業者を対象としている修士課程については志

願者がいない状態が続いた。平成 26（2014）年 10 月に、国際交流協定を締結して

いる「瀋陽薬科大学」の卒業生１人が入学する。しかしながら、その後の入学者の

確保は難しいと考えられ、平成 27（2015）年度からは、臨床薬学専攻博士課程のみ

を募集することとした。 

 

 

2－2 教育課程及び教授方法 

≪2－2の視点≫ 
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2-2-① 

2-2-② 

教育目的を踏まえた教育課程編成方針の明確化 

教育課程編成方針に沿った教育課程の体系的編成及び教授方法の工夫・開発 

 

（1）2－2 の自己判定 

・ 基準項目 2－2を満たしている。 

 

（2）2－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

学部 

・ 本学の「建学の精神」は、「地域社会の要請に応え、質の高い薬剤師を養成・輩出す

ることによって北海道の医療の発展に貢献する」である。学部学則第１条に本学の

目的を“薬学に関する基礎的知識に加え、深く専門の学術を教授研究して、社会に

貢献する薬剤師の育成”と定め、そのために必要な知識・態度・技能を教授する教

育を行っている。【資料 2-2-1】 

・ 「カリキュラム・ポリシー」は「建学の精神」「教育理念・教育目標」をもとに定め

ており、「学生便覧」「入学案内」、ホームページなどを通して広く社会に公表すると

ともに、入学時・進級時の「教務部ガイダンス」で学生に説明している。【資料 2-2-2】

〜【資料 2-2-5】 

 

 

・ 授業計画（シラバス）とともに授業科目相互の関連を表したカリキュラム系統表を

示すことにより、学生が各学年の学習内容を体系的に理解できるようにしている。

カリキュラム系統表は、各科目を「初年次教育」「教養教育」「医薬情報」「医療・倫

理と社会薬学」「基礎と臨床」「健康と環境」「薬剤師実務」「卒業研究」「総合演習」

「自由科目」に系統分類し、カリキュラムの構成において当該科目の開講時期が他

科目との関連性の中で適切に学年配置されていることを示している。【資料 2-2-6】 

・ 「カリキュラム委員会」が授業計画（シラバス）の精査と点検を行い、シラバスに

基づいて授業を行っている。シラバスには、授業科目名、担当者（複数担当の場合

には科目責任者を明示し、各科目担当者の担当講数を記している）、単位、開講期、

概要、一般目標、行動目標（到達目標）、授業回数と内容、テキスト、参考書、成績

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成方針） 

ヒューマニティ、コミュニケーション能力、問題発見・解決能力、マネジメント能力などの基盤能力を

基に、プロフェッショナルとしての薬剤師に相応しい人材となるための学習を支援する教育課程を編成し

ています。 

1. 「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に準拠し、これに本学の独自科目を配置する。 

2. 基盤能力と医療人育成に関連する科目を体系的、効率的に理解できるよう配置する。 

3. 適切な薬物療法を実践するために、最新かつ高度な知識及び技能を学ぶ科目を配置する。 

4. 医療現場における課題をチームとして対応する能力を身につけるために、統合型学習やグループ学 

習を導入する。 

5. 多職種と連携し、地域医療に貢献する薬剤師を育成するため、地域での体験型学習に取り組む。 
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評価法を記載している。科目担当教員は、当該科目の始講日にシラバスを配付し、

一般目標、行動目標（到達目標）を明確にし、授業内容、他科目との関連、成績評

価法などを説明してから授業を開始している。シラバスはホームページに公開し、

学生、教職員のみならず広く社会に公表している。【資料 2-2-6】 

・ 「カリキュラム・ポリシー」に基づき、学生の修得すべき能力を「ディプロマ・ポ

リシー」に定めている。「ディプロマ・ポリシー」も「学生便覧」「入学案内」、ホー

ムページなどを通して社会に公表するとともに、入学時・進級時の「教務部ガイダ

ンス」で学生に説明している。【資料 2-2-2】〜【資料 2-2-5】 

 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本学の卒業生として以下の資質・能力を身につけた学生に「学士（薬学）」を授与します。 

1. 基盤能力とともに薬剤師に必要な知識・技能・態度を修得している。 

2. 患者・生活者や多職種と適切なコミュニケーションを取れる態度・能力を有している。 

3. 適切な薬物療法や薬学的管理を実践できる能力を有している。 

4. 多職種と連携・協力して地域住民の健康増進、公衆衛生に貢献できる能力を修得している。 

5. 生涯にわたって研究研修・研鑽を継続するとともに、医療を担う次世代の人材を育成する意欲と 

態度を有している。 

 

・ カリキュラムは、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」（「実務実習モデル・コアカ

リキュラム」「薬学準備教育ガイドライン」及び「薬学アドバンスト教育ガイドライ

ン」を含む）に準拠して編成している。【資料 2-2-7】 

・ 推薦入試、AO 入試、社会人入試での入学予定者に対しては、入学前に化学、生物、

物理、数学、英語、表現力基礎に関する演習課題の提出を義務化し、添削指導を行っ

ている。入学後は、全員に「基礎学力テスト（プレイスメントテスト）」を課し、入

学直後の基礎学力を把握することで修学指導に利用している。また、入学直後の前期

前半には、初年次教育（科目名：「ラーニングスキル」）、薬学基礎教育（化学、物理、

生物、数学）によって、大学生としての学び、薬学を学ぶために必要な基礎的学力を

身につけるための教育を行っている。また、「基礎学力テスト」の成績下位者に対し

ては、基礎学力の補完を目指した自由科目セミナー「薬学を学ぶための基礎学力養成

講座」の受講を指導している。【資料 2-2-6】【資料 2-2-8】【資料 2-2-9】 

・ 語学（英語）教育を重視し、TOEIC 試験の導入、E-ラーニング（１年次〜３年次前期

まで実施、Newton 社）による自主学習を実施している。入学時、２年次中間期に「TOEIC 

Bridge Test」、３年次終了時に「TOEIC Test」を一斉に実施している。TOEIC 及び E-

ラーニングの成果は英語担当教員によってまとめられ、以後の英語教育の基礎データ

として活用している。４年次の「英語Ⅶ」は薬学専門教員が担当し、薬剤師実務に関

連した英文を読解している。【資料 2-2-6】 

・ 医療人育成教育を重視し、「ヒューマニズム論 I」〜「ヒューマニズム論Ⅴ」と「薬

学概論」「医学概論」「看護学概論」「医療福祉学概論」を１年次〜５年次前期に配置

し、これらの授業を通して“医療人となるための心構え”“薬と薬剤師の社会への関

わり”“生命倫理”“薬害”“医療倫理”“医療職の仕事”などを学ぶことができる仕
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組みを作っている。４年次後期「ヒューマニズム論Ⅳ（薬害とその防止）」は、“薬

害エイズを考える会”代表の井上昌和氏が非常勤教員として担当している。【資料 

2-2-6】 

・ ２年次前期「実習Ⅱ」、３年次前期「実習Ⅳ」の中で、問題発掘・解決能力、コミュ

ニケーション能力を育むことを目的に、PBL（Problem-Based Learning）や TBL

（Team-Based Learning）の学習方略を取り入れた実習を展開している。【資料 

2-2-6】 

・ 薬剤師の将来業務は「日本薬剤師会」が策定した「薬剤師の将来ビジョン」にまと

められているが、とりわけ、薬剤師による（1）在宅医療の推進、（2）地域住民の健

康づくりに向けた取組みが重要である。こうした薬剤師職能・職域の変化に対応し

た人材を育成するために、人体シミュレーターを用いた５年次前期「フィジカルア

セスメント」（科目名：「実務実習事前学習Ⅲ」）、６年次後期「フィジカルアセスメ

ント（アドバンスト）」（科目名：「演習Ⅸ」区分５）などでの技能修得とともに、４

年次前期「地域医療学」、４年次前期「セルフメディケーション学」などの講義科目

を開講している。「地域医療学」の教科書として用いる「地域医療薬学」（京都廣川

書店）は、本学の社会薬学系教員が執筆した書籍であり、地域医療における薬剤師

の役割、薬剤師の資質と能力を示している。【資料 2-2-6】【資料 2-2-10】【資料 

2-2-11】 

・ 「薬物療法の専門家」「ファーマシューティカル・ケアの実践」を「教育理念・教育

目標」に謳い、病態・薬物治療に関わる教育を重視している。関連する教科目とし

て、３年次前期「病態生理学」、３年次前期「病態生化学Ⅰ」、３年次後期「病態生

化学Ⅱ」「薬物治療学Ⅰ」、４年次前期「薬物治療学Ⅱ」、４年次後期「薬物治療学Ⅲ」

「感染制御学」、５年次前期「緩和薬物療法学」「悪性腫瘍学」を開講している。ま

た、５年次前期に開講する「臨床薬学総論」では、基礎薬学から臨床薬学にいたる

知識を活用し、代表疾患のファーマシューティカル・ケアプランを立案する問題解

決能力を養う授業を実施している。「臨床薬学総論」の教科書として用いる「多面的

症例解析演習」（京都廣川書店）は、本学の「基礎薬学系」「応用薬学系」「臨床薬学

系」「社会薬学系」教員が執筆している。【資料 2-2-6】【資料 2-2-12】 

・ １年次「アーリーエクスポージャー（早期体験学習）」、２年次「実習Ⅲ（介護福祉

体験学習）」及び３年次「実習Ⅴ（薬剤師業務体験学習）」で、医療現場・医療関連

施設での体験型実習を行っている。これらの体験型学習と５年次～６年次の実務実

習（「病院実習」「薬局実習」）を行うに当たり、北海道内出身学生は原則として出身

地で実習を実施し、地域医療を学ぶ機会を提供している。また、各体験型学習の事

前学習では、心肺蘇生法、AED による救急救命、手話講習（１年次）、車イスの取扱

い、食事・着替え介助、バイタルサイン測定（２年次）、傷、ケガ応急手当のファー

ストエイド（３年次）を取り入れ、外部施設での学習に役立てるとともに、医療職

を目指す自覚を促している。【資料 2-2-6】【資料 2-2-13】 

・ 実務実習を行う前の４年次末には、“薬剤師資格を持たない薬学生が実務実習を行う

ため、学生の知識や技能・態度が一定のレベルに到達していることを保証”する「薬

学共用試験センター」が実施する「薬学共用試験」がある。「薬学共用試験」には知
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識を評価する CBT(Computer-Based Testing)と、実技を通して主に技能・態度を評

価する OSCE(Objective Structured Clinical Examination)があり、CBT の実施に対

しては、電源コンセントと情報コンセントを備えた机を配備した教室を、OSCE の実

施に対しては公正性を担保できる機密性の高い多目的実習室を設置している。試験

の実施にあたっては、「共用試験実施委員会」を組織し、試験結果は「薬学共用試験

センター」の基準に従って合否判定し、適正に成績を管理している。【資料 2-2-14】

〜【資料 2-2-16】 

・ ６年制薬学教育では、実務実習を実施する前に学内において実務実習事前学習を行

い、病院や薬局で実習するために必要な知識・態度・技能を学ぶ。４年次〜５年次

に１ヶ月程度の実務実習事前学習を行うのが一般的であるが、本学では、５年次４

月〜８月までを実務実習事前学習の期間とし、特に薬物治療を中心とした講義・演

習により知識と技能を深めている。実務実習直前の 10 日間は薬剤師業務に直結し

た知識・態度・技能を総合的にシミュレートする「実務実習事前学習Ⅲ」を行い、

併せて「白衣授与式」を挙行してから実務実習に進むカリキュラムとしている。【資

料 2-2-6】【資料 2-2-17】【資料 2-2-18】 

・ 実務実習は「薬学教育協議会」によって、11 週間、年３サイクル（第Ⅰ期：５月中

旬〜７月下旬、第Ⅱ期：９月上旬〜11 月中旬、第Ⅲ期：１月上旬〜３月中旬）行う

ことが決められている。本学は、５年次第Ⅰ期を「実務実習事前学習」として位置

づけたカリキュラムとしているため、５年次第Ⅱ期〜６年次第Ⅰ期に実務実習を行

っている。この間で実務実習を行わないすべての期間で卒業研究を実施している。

なお、実務実習は、「北海道

地区調整機構」が受入れ可能

施設を調査・決定し、「実務

実習委員会」により個々の学

生の配属を決定している。

【資料 2-2-19】【資料 

2-2-20】 

・ ５年次９月から約１年間は、

実務実習の実施期間を除く

期間に卒業研究を行う教育

課程としている。５年次後

期から、６年次前期までの

実務実習と卒業研究の実施スケジュールを図 2-2-1 に示す。卒業研究担当教員と研

究内容は４年次 11 月に該当学生に開示し、学生の希望を優先して配属を決めてい

る。「基礎教育系自然科学分野」「基礎薬学系」「応用薬学系」「臨床薬学系」「社会

薬学系」の教員が卒業研究担当教員となり、教員の専門分野に基づく実験研究、調

査研究が行われている。卒業研究終了後は、全員がその成果をポスター発表すると

ともに、卒業論文にまとめている。【資料 2-2-21】 

・ 実務実習終了後の６年次後期に、実務実習事後学習に相当する「演習Ⅸ」を開講し

ている。「卒業研究のまとめ」「実務実習を振り返る-１」「特別講義（薬剤師を取り

図 2-2-1 実務実習、卒業研究スケジュール 
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巻く環境の変化と患者に信頼される薬剤師）」は全員が履修する演習課題とし、他

の演習課題は個々の学生のニーズに基づき履修できるよう選択必修としている。

【資料 2-2-6】 

・ 大学近郊の地域住民により「北海道薬科大学模擬患者の会」が組織されている。平

成26（2014）年度会員数は29人である。会員は１年次後期「実習Ⅰ」、４年次後期「実

習Ⅶ」「実務実習事前学習Ⅰ」、５年次前期「演習Ⅷ」「臨床コミュニケーション論」

の医療面接、服薬指導のロールプレイに参加している。また、「薬学共用試験」のOSCE

にも模擬患者として参加している。模擬患者は学習会や授業の事前打ち合わせを通

して、スキルアップを図っている。【資料 2-2-22】 

・ 教員が授業内容を設定できる自由科目セミナーを設けている。学生は自由科目セミ

ナーを自身のニーズに基づいて履修することができる。平成26（2014）年度の自由

科目セミナーの開講数は37であり、延べ357人の学生が履修している。【資料 2-2-23】 

・ 本学の教育体系の概略を図2-2-2に示した。 

 

    

 

 

大学院 

・ 薬科学専攻修士課程の教育課程（修業年限２年）は、講義・演習と課題研究及び修

士論文の審査を経て学位を授与する。指導教員が開講する特論講義と演習、及び初

年次教育（科学英語、研究デザインとデータ解析）の履修は必須であり、他の特論

講義・概論講義は選択としている。臨床薬学専攻博士課程（修業年限４年）は、講

義・演習、課題研究及び博士論文の審査を経て学位を授与する。博士課程では、課

題研究の中で約半年にわたる連携施設での研修が行われ、研修内容は薬剤師実務に

関連した研修・研究活動としている。課題研究指導は、大学院研究指導教員に加え

て、当該大学院生の指導を補佐する大学院研究指導補佐教員、連携施設での研修で

は常駐派遣されている臨床系教員が担当している。【資料 2-2-24】〜【資料 2-2-26】 

 

◇エビデンス集・資料編 

図 2-2-2 学部教育の概略図 
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【資料 2-2-1】北海道薬科大学規程集 1 学則：1-1 学部学則【資料 F-3】【資料 1-1-1 

に同じ】 

【資料 2-2-2】平成 26（2014）年度学生便覧 巻頭 建学の精神、教育理念、教育目標、 

カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシー【資料 F-5】別冊 

【資料 2-2-3】「2014 入学案内」P1 建学の精神、教育理念、教育目標、カリキュラ 

ム・ポリシー、ディプロマ・ポリシー【資料 2-1-3 に同じ】別冊 

【資料 2-2-4】北海道薬科大学ホームページ 建学の精神、教育理念、教育目標、 

カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシー 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/outline/idea.html 

【資料 2-2-5】平成 26（2014）年度教務部ガイダンス配付資料 

【資料 2-2-6】平成 26（2014）年度授業計画（シラバス） カリキュラム系統表 

【資料1-2-7に同じ】別冊 http://www.hokuyakudai.ac.jp/syllabus/syllabus_6nentop.html  

【資料 2-2-7】「薬学教育モデル・コアカリキュラム合本」（平成 17（2005）年 10 月） 

【資料 1-2-1 に同じ】 

【資料 2-2-8】平成 26（2014）年度「基礎学力テスト」実施要領 

【資料 2-2-9】平成 26（2014）年度自由科目セミナーシラバス「薬学を学ぶための基 

礎学力養成講座」 

【資料 2-2-10】薬剤師の将来ビジョン（公益社団法人 日本薬剤師会） 

http://www.nichiyaku.or.jp/?p=19212/2013/03/visions.pdf 

【資料 2-2-11】「地域医療薬学」（京都廣川書店）別冊 

【資料 2-2-12】「多面的症例解析演習」（京都廣川書店）別冊 

【資料 2-2-13】 平成 25（2013）年度体験学習活動報告書 「アーリーエクスポー 

ジャー」「実習Ⅲ」「実習Ⅴ」実施要領・実習書（日程、体験学習 

ノート、活動報告書） 

【資料 2-2-14】 平成 25（2013）年度薬学共用試験実施要領（CBT、OSCE） 

【資料 2-2-15】「薬学共用試験センター」ホームページ http://www.phcat.or.jp/ 

【資料 2-2-16】「薬学共用試験」（薬学共用試験センター発行） 

【資料 2-2-17】平成 25（2013）年度「実務実習事前学習Ⅲ」配付資料 

【資料 2-2-18】平成 25（2013）年度「白衣授与式」実施要領、式次第 

【資料 2-2-19】薬学教育協議会ホームページ http://www.yaku-kyou.org/ 

【資料 2-2-20】 北海道地区調整機構ホームページ https://www.hokkaido-chousei.org/ 

【資料 2-2-21】 平成 25（2013）年度卒業研究論文集（CD-ROM） 

【資料 2-2-22】 「北海道薬科大学模擬患者の会」案内書、登録票 

【資料 2-2-23】 平成 26（2014）年度自由科目セミナーシラバス【資料 2-2-9 に同じ】 

【資料 2-2-24】 北海道薬科大学規程集  1 学則：1-2 大学院学則【資料 F-3】【資料 1-1-6 

に同じ】 

【資料 2-2-25】 平成 26（2014）年度大学院学生募集要項【資料 F-4】 

【資料 2-2-26】 平成 26（2014）年度授業計画（シラバス）大学院【資料 1-2-7 に同じ】 
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（3）2－2の改善・向上方策（将来計画） 

・ 平成25（2013）年12月に日本薬学会と文部科学省において「薬学教育モデル・コア

カリキュラム」が改訂された。改訂に基づく新カリキュラムを平成27（2015）年度

より施行する。カリキュラム改訂と合わせて、科目間連携の強化、学生の学力低下

に対応した学習方略の構築が必要である。 

・ 入学者の学力格差の拡大など学習状況が大きく変化している中で、初年次教育であ

る「ラーニングスキル」の継続的な検証を行い、その内容を常に見直すとともに学

力格差に対応した新たな教育プログラムを必要に応じて「選択科目」や「自由科目」

に設定する。 

・ 本学は平成27（2015）年４月に系列の「北海道科学大学」がある札幌市手稲区前田

に移転する。「北海道科学大学」には新設の「保健医療学部」があり、学生のうちか

らチーム医療を学ぶIPE (Inter-Professional Education：多職種間連携教育)を推

進する。本学は薬系単科大学であり、薬学専門教育・臨床薬学教育・社会薬学教育

を担当する教員採用に重きを置きがちであることから、「北海道科学大学」との連携

により、教養教育の充実を図る。 

 

 

2－3 学修及び授業の支援 

≪2－3の視点≫ 

2-3-① 教員と職員の協働並びに TA(Teaching Assistant)等の活用による学修支援及

び授業支援の充実 

 

（1）2－3 の自己判定 

・ 基準項目 2－3を満たしている。 

 

（2）2－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 組織規程により、附属機関（「教務部」「学生部」「就職部」「入試部」「広報部」）、附

属施設（「図書館・医薬情報センター」「薬用植物園」「実験動物センター」「RI セン

ター」「中央機器センター」「情報システムセンター」「薬学教育センター」「生涯学

習センター」）の運営委員会、常設委員会には必ず担当する事務局職員が入るように

定めている。また、「教授会」には事務局長、またオブザーバーとして事務局各課長

が出席し、教職員が一体となって学内運営にあたる体制が整備されている。【資料 

2-3-1】【資料 2-3-2】 

・ 「北海道薬科大学大学院ティーチング・アシスタント規程」「北海道薬科大学スチュ

ーデント・アシスタント規程」を制定し、大学院学生、５年次及び６年次学生が教

育補助業務として１年次～５年次の実習・演習を支援している。ティーチング・ア

シスタント（TA：Teaching Assistant）の目的は、「大学院に在学する学業優秀な学

生に対し、教育的配慮の下に学部の教育補助業務に従事させ、将来、薬学分野にお

ける指導者となるためのトレーニングの機会を提供するとともに、学部学生に対す

る指導の向上を図ること、また、これに対する給与の支給により奨学に資すること」
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である。また、スチューデント・アシスタント（SA：Student Assistant）は、「本

学に在学する学生を、教育的配慮の下に教育補助業務に従事させ、当該補助業務を

通じて薬学に関する知識・技能の再確認の機会を提供するとともに、実習・演習で

の指導の向上を図ること、また、これに対する給与の支給により奨学に資すること」

である。これらの制度は教育の一環として位置づけている。平成 25（2013）年度の

TA は１大学院学生当たり 27.8 日、SA は１学生当たり平均 5.6 日であった。【資料 

2-3-3】【資料 2-3-4】 

・ 入学直後に「新入生一泊オリエンテーション」を実施し、クラス担任を中心にワー

クショップ形式で薬学教育、薬剤師、大学での学習等について動機付けている。入

学時の「教務部ガイダンス」では、「建学の精神」「教育理念・教育目標」、６年制薬

学教育の全体像、カリキュラム、年間教務スケジュール、履修規程を説明し、内容

はレジメとして学生に配付している。また、２年次～６年次に対しても、新年度に

「教務部ガイダンス」を行い、各学年における履修のポイントを説明している。【資

料 2-3-5】【資料 2-3-6】 

・ 多様な入試制度があることから、新入生を対象に「基礎学力テスト」を行い、入学

時の学力を客観的に把握している。クラス担任は試験結果をもとに不得意領域に関

連する選択科目や自由科目セミナーの受講を勧めるなど、早期のうちに基礎学力を

向上させるよう努めている。【資料 2-3-7】【資料 2-3-8】 

・ クラス担任が学生の授業出欠を把握し、修学アドバイスができる「修学支援総合シ

ステム」を導入しており、クラス担任が総合的に修学を支援するシステムを構築し

ている。【資料 2-3-9】 

・ 「実務実習委員会」が実習前ガイダンスを行い、学生は「地区担当教員（臨床系教

員）」「施設担当教員」と十分に打合せをした後に実務実習に臨んでいる。「施設担当

教員」は実務実習開始前と終了時に、「地区担当教員（臨床系教員）」は中間時に受

入れ施設を訪問している。実習開始前の訪問では、「実務実習指導薬剤師」に「学生

カルテ」を手渡すとともに、学生の修学状況、実習期間中の対応、「薬学実務実習 連

絡システム」などを説明し、終了時は、実習を総括し成績評価法などを説明・確認

している。中間時の施設訪問では、「実務実習指導薬剤師」とともに、前半の実務実

習を総括するとともに、後半の課題を見いだして実習生の指導にあたっている。【資

料 2-3-10】 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 2-3-1】北海道薬科大学組織系統表（平成 26（2014）年 4月 1日現在）【資料 1-3-5 

に同じ】 

【資料 2-3-2】北海道薬科大学規程集 2 組織・運営（各部委員会の規程等）【資料 1-1-1】 

【資料 2-3-3】北海道薬科大学規程集 5 学事：5-7 大学院ティーチング・アシスタント 

規程【資料 1-1-1】、TA 委嘱計画 

【資料 2-3-4】北海道薬科大学規程集 5 学事：5-8 北海道薬科大学スチューデント・ア 

シスタント規程【資料 1-1-1】、SA 配置予定表 
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【資料 2-3-5】平成 26（2014）年度新入生一泊オリエンテーション実施要領 

【資料 2-3-6】平成 26（2014）年度教務部ガイダンス配付資料【資料 2-2-5 に同じ】 

【資料 2-3-7】平成 26（2014）年度基礎学力テスト実施要領【資料 2-2-8 に同じ】 

【資料 2-3-8】平成 26（2014）年度自由科目セミナーシラバス【資料 2-2-9 に同じ】、 

「自由科目セミナー」履修状況一覧 

【資料 2-3-9】修学支援総合システム 出欠管理システム 

https://hopuspchart.hokuyakudai.ac.jp/syk/start.do 

【資料 2-3-10】薬学実務実習ポートフォリオ（病院実習、薬局実習）（学生配付資料） 

 

（3）2－3 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 入学生の基礎学力格差が拡大している。また、学業・学生生活に悩みを抱える学生

が目立ってきている。そのため、教育システム・教育方略の改善、教員—教員連携・

教員-職員連携の強化が必要な時期にあると認識している。クラス担任による修学

支援の強化が必要であり、科目担当者が学習上の疑問、質問に対応する制度をさら

に整備する必要がある。 

・ TA やSAは、教えられる側及び教える側の学生ともに高い学習効果が期待できるが、

教育スキルが不十分なままに学習支援を行う事例が認められ、その機能を発揮でき

ているとはいいがたい。資質向上を目指した FD の実施などによる TA、SA の業務改

善を行う。 

 

 

2－4 単位認定、卒業・修了認定等 

≪2－4の視点≫ 

2-4-① 単位認定、進級及び卒業・修了認定等の基準の明確化とその厳正な適用 

 

（1）2－4 の自己判定 

・ 基準項目 2－4を満たしている。 

 

（2）2－4 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 大学設置基準の定めでは、６年制薬学部薬学科の卒業要件単位は186単位以上であり、

本学は198単位（必修194、選択４）としている。【資料 2-4-1】【資料 2-4-2】 

 

表 2-4-1 卒業要件単位数 

薬学部薬学科 

必修科目 

講義 127.0単位 

演習 17.5単位 

実習 49.5単位 

選択科目（実技科目を含む） 4.0単位 

計 198.0単位 

https://hopuspchart.hokuyakudai.ac.jp/syk/start.do
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・ 授業科目は「必修科目」「選択科目」「自由科目」に分け（「自由科目」は卒業要件単

位には含まれない）、授業形態別に講義・演習・実習・実技科目に分類している。各

授業科目が有機的に連動していることをカリキュラム系統表に明示するとともに、

新入生への「教務部ガイダンス」において６年間の教育体系を説明している。【資料 

2-4-3】〜【資料 2-4-6】 

・ １授業時間を60分とし、各授業の間に15分間の休憩を設けて、学生にとり無理のな

い時間割としている。単位は学則により、「（１）講義及び演習については、15時間

から30時間の授業をもって１単位、（２）実習及び実技については、30時間から45

時間の授業をもって１単位」と規定している。１年間を前期と後期に分けたセメス

ター制度を取り入れた教育課程・学年暦を編成している。５年次、６年次には全国

薬系大学・薬学部が共通スケジュールで実施する22週間の実務実習（病院実習11週、

薬局実習11週）が行われるため、セメスター制とはならず、複雑な教育課程となっ

ている。【資料 2-4-2】【資料 2-4-7】【資料 2-4-8】 

・ 成績評価は、原則、「段階成績評価」（Ｓ（秀）、Ａ（優）、Ｂ（良）、Ｃ（可）、Ｄ（不

可））により行っているが、特に指定する教科目（授業の性格により客観評価がしに

くい教科目）については「合否成績評価」（Ｐ（合格）、Ｆ（不合格））を行っている。

「合否成績評価」とすることが妥当と考えられる教科目については、当該年度の該

当科目担当者を「教授会（拡大）」で決定のうえ、「学生便覧」に掲載するとともに、

年度初めの「教務部ガイダンス」で学生に周知している。なお、履修規程において

授業の出席基準は厳格に規定し、出席基準に満たない場合（講義・演習・実技科目

では開講数の1/3を超える欠席、実習科目においては1/5を超える欠席）は当該科目

をＥ（失格）としている。必修科目にＥ（失格）科目がある場合は、進級審査にお

いて原級留年になることを履修規程に定めている。【資料 2-4-3】【資料 2-4-8】 

 

表2-4-2 成績評価 

段階成績評価  合否成績評価 

評価区分 成績指数 
 

評価区分 成績指数 

Ｓ（秀） ４ 
 

Ｐ（合格） - 

Ａ（優） ３ 
 

Ｆ（不合格） - 

Ｂ（良） ２ 
   

Ｃ（可） １ 
   

Ｄ（不可） ０ 
   

 

「段階成績評価」における成績指数により、総合的な学習到達度である GPA（Grade 

Point Average：平均成績指数）を算出し、１年次〜３年次では GPA を進級基準の一つ

としている。 
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図 2-4-1 GPA の算出 

 

・ 履修規程により未修得単位数とGPAに基づく進級基準、仮進級基準を定めている。未

修得単位がなく、かつ１年次〜３年次までは各学年のGPAが1.30以上であることを進

級基準としている。４年次においては未修得単位がないことと「薬学共用試験」に

合格していることを進級基準としている。この進級基準を満たさない場合は、未修

得単位数が８単位以下であり、かつ１年次〜３年次においてはGPAが1.30以上であれ

ば仮進級することができる。しかし、５年次においては、後期より実務実習、卒業

研究を実施するため、前期終了時において所定の単位のすべてを修得した場合は進

級となり、未修得単位があってもその合計が８単位以下の場合は仮進級できると履

修規程に定めている。６年次終了時において、学則に規定する卒業に必要な単位数

（198単位：必修科目194単位、選択科目４単位）を修得していることが卒業基準と

なっている。卒業に必要な単位数を修得していない場合は、卒業延期となる。【資料 

2-4-3】【資料 2-4-8】 

・ １年次〜５年次において仮進級基準を満たさない場合は、上位学年へ進むことがで

きず、原級に留まると規定している。原級留年の場合は、未修得科目を再履修して

進級基準あるいは仮進級基準を満たすことによって上位学年に進むことができる。

原級留年あるいは卒業延期になった場合は、次年度に過年度の修得科目を再度履修

することもできる。再度履修科目の成績評価が、過年度の成績評価を上回った場合

は、上位の成績評価を得ることができる。仮進級によって上位学年に進んだ場合は、

未修得科目に対する再評価試験（仮進級試験）に合格することによって当該科目を

修得することができる。１年次〜４年次において同一学年に２回原級留年となった場

合は除籍とし、また、10 年を超えて在学することができないことを学則に規定してい

る。【資料 2-4-2】【資料 2-4-3】【資料 2-4-8】 

・ 他大学で既に単位を取得している科目について本学の単位認定を希望する場合は、

取得した大学での授業内容、単位数、授業時間、成績証明に関する資料をもとに、

該当する科目責任者・担当者が審査している。科目責任者・担当者が「認定」と認

めた場合は「教務部会」、次いで「教授会（拡大）」でその科目の単位認定の承認を

審議している。取得済みの科目の単位認定については、入学時の「教務部ガイダン

ス」で学生に説明している。【資料 2-4-6】 

・ 進級、仮進級、原級留年、卒業延期、休学、退学、除籍など学籍異動に関わる事項

は、「教務部」が「教授会（拡大）」に上程審議し、学長が決定している。また、定

例で行われる「教授会（拡大）」において、教務部長は「在籍調査報告書」により入

学者数、在籍者数、休学者数、退学者数、卒業者数、原級留年者数などを明らかに

している。【資料 2-4-9】【資料 2-4-10】 
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・ 「FD小委員会」は、本学の教育の現状を分析したうえで「成績評価ガイドライン」

を作成し、教員間で成績評価の大きなばらつきが生じないようにすることにより、

学生がバランスよく学習することを求めている。また、「教務部」は成績評価を集計

し適正かつ厳格な成績評価が行われていることを確認し、その結果を「教授会（拡

大）」に報告している。【資料 2-4-11】【資料 2-4-12】 

・ 教科目ごとの成績評価法は、シラバスの「成績評価」欄に記載している。科目責任

者は成績評価時に成績評価の分布、学生に対するコメントを記載した「成績評価分

布表」を作成している。「成績評価分布表」は掲示により学生に周知している。科目

責任者は成績評価時に、シラバスに記された成績評価項目と各項目に対する点数配

分を記載した「点数分布表」を作成し提出している。「点数分布表」は「薬学教育評

価機構」の定めにより「成績評価の根拠の分かる項目別配点表」として保管してい

る。学年暦に成績通知日を定め、クラス担任を通じ「成績通知書」を学生に配付し

ている。クラス担任は個々の学生の成績に基づき修学指導を行っている。また、前

期・後期の成績確定後に、父母宛にクラス担任のコメントを添えた「成績通知書」

を郵送している。【資料 2-4-4】【資料 2-4-13】〜【資料 2-4-16】 

・ 教育の管理・運営・支援組織を目的・役割に対応して設置している。「教務部」は学

部教育全体を管理・運営する組織として機能している。「カリキュラム委員会」は、

カリキュラムの検証、シラバスの点検・調整を行う組織として機能している。また、

カリキュラム改訂に対応して、臨時委員会として「カリキュラム検討委員会」を設

置している。「薬学教育モデル・コアカリキュラム」が改訂されたことから、「カリ

キュラム検討委員会」がカリキュラム改訂作業を行い、平成27（2015）年度より改

訂カリキュラムを施行する予定である。「薬学教育センター」は、入学者の学力状況

の把握、学力が不足する学生への学習支援、「薬学共用試験」のCBTや「薬剤師国家

試験」に対する学習支援などの業務を行う組織として機能している。「共用試験実施

委員会」は、「薬学共用試験」の実施、実施計画の策定、モニターの派遣、OSCE評価

者の育成などを行う組織として機能している。「実務実習委員会」は、実務実習の実

施、学生の施設配属、訪問指導、「薬学教育協議会 北海道地区調整機構」との連携・

調整、実務実習中のトラブルへの対応などを行う組織として機能している。「国試対

策委員会」は、薬剤師国家試験結果の分析、不合格者への支援、求められる知識・

資質を教授する授業計画などを行う組織として機能している。【資料 2-4-17】〜【資

料 2-4-19】 

・ 大学院の修了・学位授与に関わる事項は「大学院研究科委員会」で審議している。

修士課程は、大学院学則によって２年以上在学し、30単位以上（特論・特論演習・

概論20単位以上、課題研究10単位）を修得したうえで、修士論文の審査及び最終試

験（修士論文を中心とした関連科目の試験）に合格することによって修士（薬科学）

の学位を授与するとしている。臨床薬学専攻博士課程は、４年以上在学し、30単位

以上（特論・特論演習10単位以上、課題研究20単位）を修得したうえで、博士論文

の審査及び最終試験に合格することによって博士（薬学）の学位を授与するとして

いる。論文審査は指導教員（主査）と「大学院研究科委員会」において選出された
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２人の副査によって行われ、最終審査は「大学院研究科委員会」で審議・決定して

いる。【資料 2-4-20】〜【資料 2-4-22】 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 2-4-1】 大学設置基準 第 32 条第３項（卒業の要件） 

http://www.lawdata.org/law/htmldata/S31/S31F03501000028.html 

【資料 2-4-2】 北海道薬科大学規程集 1 学則：1-1 学部学則 第 35 条第２項（卒業 

の要件）【資料 F-3】【資料 1-1-1 に同じ】 

【資料 2-4-3】 北海道薬科大学規程集 5 学事：5-1 学部履修規程 第３条（授業科目 

及び履修方法）【資料 F-5】【資料 1-1-1】 

【資料 2-4-4】 平成 26（2014）年度授業計画（シラバス）学部【資料 1-2-7 に同じ】 

 別冊 

【資料 2-4-5】 平成 26（2014）年度授業計画（シラバス）カリキュラム系統表 

【資料 1-2-7 に同じ】 

【資料 2-4-6】 平成 26（2014）年度教務部ガイダンス配付資料【資料 2-2-5 に同じ】 

【資料 2-4-7】 平成 26（2014）年度前期・後期授業時間割 

【資料 2-4-8】 平成 26（2014）年度学生便覧 P12～ 学年暦【資料 F-5】別冊 

【資料 2-4-9】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-2 教授会規程 第３条（審議 

事項）【資料 1-3-7 に同じ】【資料 1-1-1】 

【資料 2-4-10】 教授会（拡大）議案書（例示） 

【資料 2-4-11】 成績評価ガイドライン 

【資料 2-4-12】 成績一覧表（例示） 

【資料 2-4-13】 成績評価分布表（例示） 

【資料 2-4-14】 点数分布表（例示） 

【資料 2-4-15】 平成 26（2014）年度試験・成績評価・成績資料配付等日程表 

【資料 2-4-16】 成績通知書（例示） 

【資料 2-4-17】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営（各種委員会の規程等） 

【資料 1-1-1】 

【資料 2-4-18】 薬学教育モデル・コアカリキュラム（平成 25（2013）年度改訂版） 

【資料 1-2-3 に同じ】 

【資料 2-4-19】 平成 25（2013）年度薬学共用試験 CBT・OSCE 実施要領【資料 2-2-14 

に同じ】 

【資料 2-4-20】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-3 大学院研究科委員会規程【資 

料 1-3-9 に同じ】【資料 1-1-1】 

【資料 2-4-21】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-4 教授会、研究科委員会組 

織に関する申し合わせ【資料 1-3-8 に同じ】【資料 1-1-1】 

【資料 2-4-22】 平成 27（2015）年度大学院学生募集要項【資料 2-1-16 に同じ】 

【資料 F-4】 

 

http://www.lawdata.org/law/htmldata/S31/S31F03501000028.html
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（3）2－4の改善・向上方策（将来計画） 

・ 学部履修規程によって未修得単位とGPAを進級基準に用いている。本学が提供する授

業科目はすべて薬剤師養成に必要であり、バランスのよい学習を促すことを目的と

した措置である。一方で、２つの基準を進級審査に用いることが煩雑になること、

また近年は必ずしも初期目標を達成するための手段として有効となっていない事例

が散見される。そのため、GPAの利用方法をカリキュラム改訂に合わせて見直す。 

・ 入学者の学力格差が拡大していることから、教育課程、教育方略の見直しが迫られ

ている。平成27（2015）年度に改訂「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に基づ

く新カリキュラムを施行するが、同時に学習効果の高い教育方略を構築する必要が

ある。 

 

 

（1）2－5の自己判定 

・ 基準項目 2－5を満たしている。 

 

（2）2－5 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 就職を支援する組織として教員３人と事務職員（学生課長）１人で構成される「就

職部」があり、さらに学生課就職係の職員２人を加えた計６人で学生の就職活動支

援を実施している。「就職部」の活動をきめ細かく実践するため、５年次及び６年

次学生のクラス担任と緊密に連携した業務を遂行している。「就職部」の業務は、

就職指導、就職(求人)情報の収集と公開、就職ガイダンスや就職相談会の実施、求

人開拓及び就職対策、就職活動全般における個別相談などである。生涯を通じた持

続的な就業力の育成を目指し、学生の個性・特色に応じた取組みを実施している。

その一環として、学生間に不公平が生じることなく、適切な職業を選択できるよう

に自由応募制としている。また、学生側及び求人側の双方に公平な機会が迅速かつ

平等に確保されるように、就職（求人）情報や資料等を専用掲示板、「就職資料室」

及び「進路支援システム」へ公開している。学生は「進路支援システム」へ登録す

ることにより、求人票及び就職情報の検索や印刷が可能である。【資料 2-5-1】〜【資

料 2-5-4】 

・ 学生の進路・就職指導はキャリアガイダンスの一環として位置付け、教育課程内外

を通じて実施している。１年次「アーリーエクスポージャー（早期体験学習）」、２

年次「実習Ⅲ（介護福祉体験学習）」及び３年次「実習Ⅴ（薬剤師業務体験学習）」

は地域における医療・医療関連施設での体験型実習であり、低学年次における社会

経験としても機能している。また、３年次及び４年次学生を対象に自由科目セミナ

ー「医療関連施設におけるインターンシップ」を開講し、医療専門職業人としての

2－5 キャリアガイダンス 

≪2－5の視点≫ 

2-5-① 教育課程内外を通じての社会的・職業的自立に関する指導のための体制の

整備 
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意識の向上を支援するため、企業等において薬剤師職能に関連した職業を体験する。

平成 23（2011）年度 10 人、平成 24（2012）年度 14 人、平成 25（2013）年度３人

が履修し、平成 26（2014）年度は９人が履修予定である。４年次以降は、職業意識

を啓発するため継続的なガイダンスや講演会、就職対策講座を実施し、また、「就

職相談会」や「病院・薬系企業によるランチョンセミナー」「個別就職相談会」「薬

系企業セミナー」を開催している。「就職相談会」は年１、２回開催し、病院、薬

局、製薬企業、行政機関等の採用担当者がブースを設け、学生との面談により情報・

意見交換をしている。平成 25（2013）年度の「就職相談会」は２回開催し、４月は

病院（80 施設）、薬局（80 施設）、製薬企業・医薬品卸・行政機関など（10 施設）

計 170 施設が、12 月は病院（102 施設）、薬局（108 施設）、製薬企業・医薬品卸・

行政機関など（21 施設）計 231 施設が、平成 26（2014）年度は４月の１回開催と

し、病院（101 施設）、薬局（107 施設）、製薬企業・医薬品卸・行政機関など（21

施設）計 229 施設が参加した。「病院・薬系企業によるランチョンセミナー」は病

院や薬系企業の業務内容や経営方針などを学ぶもので、定員 20 人として実施して

いる。さらに少人数を対象とした「個別就職相談会」及び「薬系企業セミナー」を

それぞれカフェ形式及びブース形式で適宜実施している。ランチョンセミナーには

平成 24（2012）年度 16 施設、平成 25（2013）年度には 25 施設が参加し、学生に

業界情報等を提供した。平成 26（2014）年度は４～５月に９施設が実施し、７〜12

月に 11 施設が実施予定である。【資料 2-5-5】～【資料 2-5-8】 

・ 就職活動全般に必要な事柄を記載した「就職の手引」を配付している。「就職部」

の活動及び就職活動年間スケジュールに関してはホームページへ公開している。

【資料 2-5-9】【資料 2-5-10】 

・ 薬剤師としてのつながり、社会とのつながりを意識させることを目的に、５年次を

対象とした「OG・OB による講演会」を開催している。これまでの主な講演内容は、

医薬業界のしくみや薬剤師としての社会貢献、薬剤師としてのやりがいについてな

どである。【資料 2-5-11】 

・ 昭和 56（1981）年に始まった同窓会(「北薬会」)主催の「就職説明会」は、昭和

62（1987）年に「OB による就職懇話会」、平成３（1991）年に「卒業生・在学生合

同懇話会」へ名称が変更になり現在に至る。社会で活躍している同窓生のアドバイ

スを参考に多種多様な薬剤師の役割を学び、より適切な就職先を考慮する機会とし

て機能している。「卒業生・在学生合同懇話会」には「就職部」及びクラス担任も

参加し、卒業生と在学生の懇談の橋渡しをするとともに、就職状況及び医療現場の

情報収集をしている。【資料 2-5-12】 

・ 薬剤師・社会人として必要な教養を身に付けるため、平成 25（2013）年度から５年

次を対象に就職基礎講座（一般常識対策参加者 97 人、面接対策セミナー参加者 92

人）を３日間実施し、平成 26（2014）年度４月には６年次を対象に、グループディ

スカッション体験講座(参加者16人)及びグループ面接体験講座(参加者14人)をそ

れぞれ１日間実施した。【資料 2-5-13】【資料 2-5-14】 

・ 平成 25（2013）年度及び平成 26（2014）年度６月までに就職関連行事を 23 件開催

した。【資料 2-5-15】 
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◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 2-5-1】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-9 就職部規程【資料 1-1-1】 

【資料 2-5-2】 北海道薬科大学組織系統表（平成 26（2014）年 4月 1 日現在） 

【資料 1-3-5 に同じ】 

【資料 2-5-3】 平成 25（2013）年度就職部ガイダンス資料（４年次～６年次） 

【資料 2-5-4】 進路支援システム（就職活動支援の web サイト：外部委託） 

https://yakkei.jp/common/login.asp?No=21 

【資料 2-5-5】 平成 26（2014）年度授業計画（シラバス）学部【資料 1-2-7 に同じ】 

別冊 

【資料 2-5-6】 平成 26（2014）年度自由科目セミナーシラバス【資料 2-2-9 に同じ】 

【資料 2-5-7】 平成 25（2013）年度就職相談会資料 

【資料 2-5-8】 平成 25（2013）年度ランチョンセミナー（薬系企業研究会）申込・参 

加状況 

【資料 2-5-9】 平成 26（2014）年度就職の手引 

【資料 2-5-10】北海道薬科大学ホームページ 就職部の活動、人事採用ご担当者様へ 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/employment/activity.html 

【資料 2-5-11】平成 25（2013）年度 OG・OB による講演会資料 

【資料 2-5-12】平成 26（2014）年度卒業生・在学生合同懇話会資料 

【資料 2-5-13】平成 25（2013）年度就職基礎講座資料 

【資料 2-5-14】平成 26（2014）年度グループディスカッション体験講座及びグループ 

面接体験講座資料 

【資料 2-5-15】平成 25（2013）年度及び 26（2014）年度就職支援に関する行事資料 

 

（3）2－5の改善・向上方策（将来計画） 

・ 本学は「地域社会に役立つ医療人の育成」を教育目標のひとつとしているが、学生

の就職希望地域は北海道内では札幌圏に集中しており、現在は地域社会に対して広

く貢献している状況になってはいない。学生が地域医療の現状と問題点を把握する

ように、また、それぞれの地域社会で活躍できるように企業情報を収集するととも

に、ガイダンスや講演会などを通して指導、周知する。医療人としての理念を認識

し、広範囲の地域社会に目を向け、活躍、貢献する人材を育成する。 

・ 現在の薬剤師の就職状況は良好であるが、今後の医療政策により、厳しくなること

も想定される。学生が薬剤師としての職能を低学年次から理解し、病院や薬局のみ

ならず、製薬企業や血液事業、医薬品卸、行政機関など広く医療関連施設で活躍す

るように指導し、地域社会及び地域医療に貢献できる薬剤師を育成する。 

 

 

2－6 教育目的の達成状況の評価とフィードバック 

≪2－6の視点≫ 

2-6-① 教育目的の達成状況の点検・評価方法の工夫・開発 

https://yakkei.jp/common/login.asp?No=21
http://www.hokuyakudai.ac.jp/employment/activity.html
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2-6-② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての評価結果のフィードバック 

 

（1）2－6 の自己判定 

・ 基準項目 2－6を満たしている。 

 

（2）2－6 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 常設委員会である「点検・評価委員会」の下部機関に「FD 小委員会」を設置してい

る。「FD 小委員会」は、授業改善を推進するための組織として、「授業アンケート」

の実施、「Good Lecturer 賞」の選考、FD ワークショップの開催、新人教員に対する

教育研修などを実施している。「授業アンケート」は「修学支援総合システム」を用

いて実施し、平成 25（2013）年度までは各授業に対し中間アンケートと最終アンケ

ートを行った。「授業アンケート」には、授業の「良かったと思われる点」「改善す

べきであると思う点」の自由記載欄を設けている。各授業に対するアンケート結果

は集計し、科目担当教員にフィードバックし、教員は授業改善計画を記入している。

集計結果と授業改善計画は、教科目別にホームページの学内専用ページにアップロ

ードし、教職員と学生が閲覧できる。また、毎年作成する「教育・研究活動の現況」

には、「授業アンケート」集計結果をまとめ公表している。「Good Lecturer 賞」は、

授業の終了時に、年間を通して最も良い授業を提供した教員を学生が推薦するもの

で、学生は推薦にあたってその事由も記載している。受賞教員は広報誌「桂」、ホー

ムページで公表し、また推薦事由をまとめ教員に公表している。【資料 2-6-1】〜【資

料 2-6-5】 

 

表 2-6-1 授業アンケートの設問項目 

中間アンケート 

問１ 教員に熱意は感じられますか。 

問２ 教員の教え方はわかりやすいですか。 

問３ 教員の話し方は聞き取りやすいですか。 

問４ 資料はわかりやすいですか。 

問５ 授業の内容をわかりやすくする工夫が感じられましたか。 

問６ 教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮していましたか。 

自由記述１ この授業でよいと思われる点を書いてください。 

自由記述２ この授業で改善すべき点を書いてください。 

最終アンケート 

問１ 私はこの授業内容を理解できた。 

問２ 私はこの授業に積極的にまじめに取り組んだ。 

問３ 私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。 

問４ この授業を総合的に判断して満足できた。 

自由記述１ この授業でよいと思われる点を書いてください。 

自由記述２ この授業で改善すべき点を書いてください。 
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・ 「FD 小委員会」は、時宜にあった教育上のテーマに基づき FD 講演会・ワークショ

ップを企画し、上部組織である「点検評価委員会」の委員長である学長の承認を得

た上で実施している。過去５年間に開催した FD 講演会・ワークショップを表 2-6-2

にまとめた。【資料 2-6-6】 

 

表 2-6-2 過去４年間に開催した FD 講演会・ワークショップ 

・ 教員の教育研究に対する資質向上のために「教育研究奨励費」制度を設けており、

競争的研究費として配分している。「教育研究奨励費」は、申請内容、前年度の教育

研究上の業績を参考にして学長が決定している。「教育研究奨励費」を授与された教

員は、翌年度の「北薬特別講演会」で成果を発表している。【資料 2-6-7】【資料 2-6-8】 

 

表 2-6-3 過去３年間の「北薬特別講演会」での教育研究奨励費授賞報告 

開催日 演者 演題 

平成23(2011)年 

７月25日（月） 

丁野 純男 PEG 化リポソームは肺胞表面に薬物を滞留させる 

伊藤 慎二 
エストラジオール 17‐サルフェートの水酸化に関わるヒト CYP の

特定 

大野 裕昭 Moodle を用いた授業改善の試み  

平成23(2011)年 

９月９日（金） 

野村 憲和 正常血圧者において血糖の上昇は腎機能に影響を及ぼすか 

立浪 良介 4-Hydroxy-2-nonenal 誘導細胞死に対する glutathione の影響 

江川 祥子 関節リウマチにおける S100 タンパク質 

平成23(2011)年 

11月７日（月） 
黒澤菜穂子 

国際社会に通用する薬剤師養成をめざした医薬品情報提供教育の

あり方に関する研究 

平成23(2011)年 

12月 19日（月） 

岡﨑 光洋 薬歴活用及び患者 QOL を向上させる調剤手順に関する調査研究 

野呂瀬崇彦 本学コミュニケーション教育の現状分析と新しい授業デザイン 

平成24(2012)年 

７月30日（月） 

丹保 好子 エパルレスタットの細胞保護作用に関する研究 

遠藤菊太郎 MLSB 耐性黄色ブドウ球菌に対する非誘導能マクロライド系薬剤の開発 

平成 22(2010)年 

２月 13 日（土） 

PBL シナリオ作成ワークショップ 

講師・ファシリテーター：木内祐二（昭和大学薬学部）、片岡竜太（昭和大学歯

学部） 

平成 22(2010)年 

６月 19 日（土） 

実務実習訪問担当者ワークショップ 

平成 23(2011)年 

２月 15 日（火） 

多肢選択式問題作成のポイント 

講師・ファシリテーター：小佐野博史（帝京大学薬学部） 

平成24(2012)年 

10月 22日（月） 

FD 講演会「医療人教育への新しい教育資源の導入とその可能性」 

講師：石川和信（福島県立医科大学） 

平成 25(2013)年 

３月３日(日) 

カリキュラム作成 FD ワークショップ 

講師・ファシリテーター：木内祐二（昭和大学薬学部） 

平成 25(2013)年 

８月 24 日（土） 

高大連携ワークショップ 

北海道尚志学園高校・北海道薬科大学の合同ワークショップ 

平成 25(2013)年 

９月 28 日（土） 

TBL ワークショップ（Team-Based Learning の考え方と進め方） 

講師・ファシリテーター：安原智久（摂南大学薬学部） 
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平成24(2012)年 

11月 21日（水） 

 

佐藤 久美 インスリン抵抗性発現機序の解明 

板倉 宏予 北海道薬科大学医療用語オリジナルコンテンツ作成の試み 

高梨 香織 学習トラブルをかかえる学生に対する学習支援の試み 

守屋 寛之 イリノテカンの副作用発現の個人差と遺伝子変異との関連 

戸田 貴大 
アンジオテンシンⅡ受容体拮抗薬（ARBs）による CYP2C9 活性阻害

の比較 〜アラキドン酸（AA）を基質として〜 

平成25(2013)年 

１月22日（火） 

早勢 伸正 酸化ストレス細胞障害に及ぼす低濃度マクロライド系薬物の影響 

坂東  勉 特別養護老人ホーム入所者における医薬品適正使用推進の試み 

櫻井 秀彦 
プロフェッショナル・サービス提供主体としての薬剤師の評価に

関する研究 

平成25(2013)年 

７月29日（月） 
渡辺 一弘 機能性食品素材の開発と食－薬間相互作用に関する研究 

平成25(2013)年 

９月５日（木） 
今田 愛也 LC-MS/MS 法による血清中リトドリン濃度の測定 

平成25(2013)年 

11月 13日（水） 
高栗  郷 

ドキソルビシン誘発性心筋毒性を軽減する薬物の探索と作用機序

の解明 

平成25(2013)年 

12月 11日（水） 
櫻井 秀彦 

なぜ患者は薬を飲まないのか：服薬アドヒアランス尺度への影響

因子からの考究 

平成26(2014)年 

１月22日（水） 

三浦 俊明 
ブレオマイシン鉄（bleo-Fe3+）のペルオキシダーゼ活性:毒性へ

の関与 

高橋  淳 
介護福祉体験学習における学生の気づきの視覚化による指導内

容改善の試み 

板倉 宏予 
E-learning 北薬大オリジナルコンテンツ作成における教員側の

役割 

丁野 純男 Targeted nanoparticle の各種疾患治療への応用 

 

・ 「薬学共用試験」の運営は、「薬学共用試験センター」の遵守事項に則り、学内組織・

施設を整備している。試験の合否は「薬学共用試験センター」による“本試験･再試

験ともに、CBT は正答率 60％以上を合格とし、OSCE は課題ごとに、細目評価で評価

者２人の平均点が 70％以上、かつ概略評価で評価者２人の合計点が５以上を合格と

する”を遵守している。「薬学共用試験」結果は、「薬学共用試験センター」の基準

に従って本学ホームページを通じて公表している。過去３年間の試験結果を表

2-6-4 にまとめた。【資料 2-6-9】【資料 2-6-10】 

 

 

表 2-6-4 薬学共用試験結果 

平成 23（2011）年度 

 

 実施日程 合格者数 合格基準 

CBT 本試験  平成23(2011)年 12月 15日、16日 

追再試験 平成24(2012)年２月22日 
194 人 

正答率 60％以上 

OSCE 本試験  平成24(2012)年１月21日、22日 

追再試験 平成24(2012)年２月25日 
195 人 

細目評価 70％以上 

概略評価５以上 

共用試験  194 人  
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平成 24（2012）年度 

 

平成 25（2013）年度 

 

・ ６年制薬学教育に対応した薬剤師国家試験は平成 23（2011）年度から実施されてい

る。本学卒業生の試験結果を表 2-6-5 にまとめた。【資料 2-6-11】 

 

表 2-6-5 薬剤師国家試験結果 

 

 

 

 

 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 2-6-1】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-53 点検・評価委員会規程 

【資料 1-1-1】、北海道薬科大学組織系統表（平成 26（2014）年 

4 月 1 日現在）【資料 1-3-5 に同じ】 

【資料 2-6-2】 北海道薬科大学ホームページ 授業アンケート集計結果 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/only/gakunaisenyou.html 

【資料 2-6-3】 広報誌「桂」（例示） 

【資料 2-6-4】 北海道薬科大学ホームページ 最新のお知らせ「Good Lecturer 賞」 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/news/2014/04/25good-lecturer.html 

【資料 2-6-5】 「2012 教育・研究活動の現況」 

【資料 2-6-6】 FD 講演会・FD ワークショップ資料  TBL ワークショップ資料（例示） 

【資料 2-6-7】 平成 26（2014）年度「教育研究奨励費」審査資料 

【資料 2-6-8】 平成 25（2013）年度「北薬特別講演会」演題 

【資料 2-6-9】 「薬学共用試験センター」ホームページ CBT の概要 

CBT 本試験  平成24(2012)年 12月 13日、14日 

追再試験 平成25(2013)年２月20日 
210 人 

正答率 60％以上 

OSCE 本試験  平成25(2013)年１月19日、20日 

追再試験 平成25(2013)年２月23日 
217 人 

細目評価 70％以上 

概略評価５以上 

共用試験  210 人  

CBT 本試験  平成25(2013)年 12月 12日、13日 

追再試験 平成26(2014)年２月19日 
190 人 

正答率 60％以上 

OSCE 本試験  平成26(2014)年 1月 25日、26日 

追再試験 平成26(2014)年２月22日 
196 人 

細目評価 70％以上 

概略評価５以上 

共用試験  190 人  

 受験者数 合格者 

平成 23（2011）年度（第 97 回） 165 人 150 人 

平成 24（2012）年度（第 98 回） 206 人 140 人 

平成 25（2013）年度（第 99 回） 239 人 125 人 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/only/gakunaisenyou.html
http://www.hokuyakudai.ac.jp/news/2014/04/25good-lecturer.html
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http://www.phcat.or.jp/ 

【資料 2-6-10】 薬学共用試験（薬学共用試験センター発行）【資料 2-2-16 に同じ】 

【資料 2-6-11】 薬剤師国家試験結果（厚生労働省）第 99 回薬剤師国家試験の結果 

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11120000-Iyakushokuhinkyoku/000

0043551.pdf 

 

（3）2－6の改善・向上方策（将来計画） 

・ 平成５（1993）年度から学生による「授業アンケート」を実施している。この間、

マークシート形式から「修学支援総合システム」の利用に実施法を変更し、また設

問内容を変更してきた。インターネットを用いることにより簡便に「修学支援総合

システム」を利用できるが、前期・後期にそれぞれ中間アンケート、最終アンケー

トがあり、回答することが煩わしいと感じる学生が多く回答率が低下している。ア

ンケートの設問項目の見直し、回答の義務化などを検討している。 

・ 入学者の学力低下が顕在化しているとともに、「薬剤師国家試験」「薬学共用試験」

のCBTの不合格者が増加傾向にある。教育力を高めるとともに、教育方略を見直す時

期に来ている。改訂「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に基づくカリキュラム

改訂を迎えており、学習力を高める方策を「FD小委員会」を軸に検討する。 

 

 

2—7 学生サービス 

≪2－7の視点≫ 

2-7-① 

2-7-② 

学生生活の安定のための支援 

学生生活全般に関する学生の意見・要望の把握と分析・検討結果の活用 

 

（1）2－7 の自己判定 

・ 基準項目 2－7を満たしている。 

 

（2）2－7 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価）  

・ 学生支援（生活指導・支援、課外活動支援）は「学生部」が担い、有意義な学生生

活を送るために種々の活動を行っている。【資料 2-7-1】 

・ 「学生部」の方針を実践するためクラス担任制度を取り入れ、クラス担任と「学生

部」の連携の下に業務を遂行している。クラス担任の一学年担当学生数を５人程度

とし、教員と学生とのコミュニケーションを図りやすくしている。また、修学支援

を継続的に行い、個々の学生の状況をより把握するため、４年次まで同一学生を担

当する、いわゆる「持ち上がり制度」を採用している。さらに５年次及び６年次で

は、卒業研究の指導教員がクラス担任となり、学生生活だけでなく、実務実習、就

職活動、薬剤師国家試験に向けた学習を含め、総合的な指導を行っている。クラス

担任が担う業務は「クラス担任の手引き」としてまとめている。【資料 2-7-2】【資

料 2-7-3】 

http://www.phcat.or.jp/
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11120000-Iyakushokuhinkyoku/0000043551.pdf
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11120000-Iyakushokuhinkyoku/0000043551.pdf
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・ 在学生の45.1％が自宅外通学の学生であることから、成績通知や「父母懇談会」（本

学を含め全国11か所で開催）を通して、父母との連携を図っている。「入学宣誓式（入

学式）」に父母が多数参加することから、式後に父母とクラス担任との懇談の場を設

け、入学直後から学生を支援できる態勢を整えている。本学で行われる「父母懇談

会」ではクラス担任が面談し、地方会場ではクラス担任と事前打ち合わせをした教

員が面談に臨んでいる。【資料 2-7-4】【資料 2-7-5】 

・ 「国民の健康と福祉の向上に寄与する薬剤師の養成を図る」という本学の「教育理

念」に基づき、「入学後、たばこを吸わないこと」を確約できることを入学試験への

出願条件としている。入学後も、「学生部」とクラス担任が連携し、喫煙防止啓発活

動を行っている。【資料 2-7-6】【資料 2-7-7】 

・ 本学は郊外に立地しているため、車両による通学・通勤者が多く、開学以来、交通

事故の防止に力を注いできた。車両による通学を許可制とし、さらに学生・教職員

による「安全運転者の会（SDA: Safety-Minded Drivers' Association）」を結成し、

年２回の交通安全講習会などを実施し、事故防止の啓発に努めている。平成15（2003）

年１月以来、大きな事故は起こっていない。【資料 2-7-8】 

・ 「学生部」が所掌する学生の心身の健康保持のための施設として、「学生相談室」及

び「医務室」を設置している。「学生相談室」は、原則として水、金曜日に相談日を

設け、非常勤の専門相談員が相談に応じている。「医務室」には、保健師が常駐し外

部委嘱している学校医と連携しながら日常の業務を遂行している。また、学校医に

よる健康相談を月に一度実施している。「医務室」は「禁煙支援室」としての役割も

担っている。平成25（2013）年度の利用件数は「医務室」利用が1,256件、健康相談

が172件であった。学生の「心の病」については、本人からの申し出がない限り、個々

の状態を把握することが困難なため、日常の様子から配慮が必要と思われる学生に

対し、「学生部」「学生課」、クラス担任、教科目担当者、保健師、相談員が相互に連

携し、状況の把握と対処に努めている。【資料 2-7-9】【資料 2-7-10】 

・ 本学では、身体障がい者に対する入試制度を設けており、身体障がいのある学生の

要望に応え、可能な支援を行っている。入学前には入学後の学生生活を想定し、「教

務部」と「学生部」が父母を交えて打ち合わせを行っている。また、教職員と学生

で組織する「桂青会」に「障がい者支援局」を設置し、障がいをもつ学生の支援に

努めている。さらに、６年制薬学教育において必須の病院実習・薬局実習は、「手稲

渓仁会病院（札幌市手稲区）」と覚書（「医療法人渓仁会手稲渓仁会病院と北海道薬

科大学における障がい者の病院実習に関する覚書」）を締結し病院実習を実施可能と

している。また、薬局実習は「北海道薬科大学附属薬局」で実施することにしてい

る。【資料 2-7-11】〜【資料 2-7-13】 

・ 各種のハラスメントを防止するため、「ハラスメント防止委員会」を設置し、また

「北海道薬科大学ハラスメント対策に関する規程」「北海道薬科大学ハラスメント

に関する苦情相談への対応要領」「北海道薬科大学ハラスメント防止等のためのガ

イドライン」を整備している。「ハラスメント防止委員会」は、ハラスメント防止

のためのパンフレットの配布、ホームページを用いての啓発をするとともに、学生

（学年別）、教職員別に、他大学で発生した実例を紹介して防止のためのガイダン
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スを実施している。【資料 2-7-14】〜【資料 2-7-17】 

・ 奨学金を必要とする学生には、「日本学生支援機構奨学金」、地方自治体奨学金など

の利用を奨めている。学生に対する経済的支援は、「日本学生支援機構奨学金」のほ

か、本学の外郭団体である「父母後援会」「同窓会」による奨学金の給付システムが

構築されている。奨学金に関する情報の伝達は、主として掲示で行っている。また、

４月中旬に「日本学生支援機構奨学金」の募集説明会を開催するとともに、窓口で

の個別対応も実施し、学生に周知している。【資料 2-7-18】【資料 2-7-19】 

・ 大学独自の奨学・奨励制度として、学部学生に対して「学校法人北海道科学大学奨

学基金規程」「北海道薬科大学奨学金規程」を設け、成績優秀者に対して奨学金を授

与している。一方、大学院学生に対して「北海道薬科大学大学院研究奨励金規程」

を設け、修学・研究を支援している。平成25（2013）年度は学部学生80人と大学院

学生５人に授与した。【資料 2-7-20】 

・ アルバイトの紹介は、学外からの申し込みに対し、修学上の影響が少ないものを「学

生部」で精査し、その情報を掲示している。 

・ 学内においては給与の支給により奨学に資する場として、「図書館」運営補助、「就

職相談会」やオープンキャンパスなどの大学行事運営補助やSA、TAなどの教育補助

を提供している。【資料 2-7-21】【資料 2-7-22】 

・ 課外活動は、学生と教職員で組織する「桂青会」が中心となって行っている。その

主な活動は、大学祭、体育大会、新入生歓迎会などの全体行事、献血や大学周辺で

の清掃活動、除雪等のボランティア活動、及びクラブ活動である。【資料 2-7-23】 

・ 「桂青会」活動に対する支援としては、大学祭、体育大会などの全体行事に対する

助成金の支出や、「桂青会」学生役員と「学生部」「学生課」との懇談会を開催し、

課外活動の活性化を図っている。クラブ活動は「桂青会」にクラブ局を設け、その

傘下に24の部・同好会が活動している。学生団体及び一般学生が学内の施設を使用

する際の安全対策として｢施設、設備、備品等管理及び使用規程｣を制定し、安全対

策の強化を図っている。【資料 2-7-24】【資料 2-7-25】 

・ 学業や学術、課外活動等において優れた成果を収めた学生や学生団体を対象とする

「表彰制度」を制定している。平成25（2013）年度は成績優秀な学部学生３人、大

学院学生２人に、学位記授与式の席で学長表彰を授与した。また、自己研鑽及び他

の学生の指導など、本学学生の規範となる学生生活を送った学部学生１人に学長表

彰を授与した。前学長の寄付により、平成24（2012）年度から６年間に渡る「大和

田賞」を設けた。「大和田賞」は前学長の意向により卒業時の成績優秀者に対して表

彰・報償する制度であり、平成25（2013）年度は卒業生２人に授与した。【資料 2-7-26】 

・ クラス担任は日常的に担任学生の意見をくみ上げ、修学を支援している。「学生部」

はクラス懇談費を予算化し、懇談を通じてクラス内の融和を図っている。また、ク

ラス担任は必要に応じて父母と連絡をとり問題の解決を図っている。 

・ 平成19（2007）年12月から「提案箱 わたしのひとこと」を設置し、学生からの意

見や提案をくみ上げている。平成25（2013）年度に「提案箱」に寄せられた提案・

要望は12件で、その内訳は「授業、実習、試験」に関するもの９件、「施設、設備」

に関するもの３件であった。これらの提案・要望に対しては、必要なものは関係部
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局での検討を経て改善するとともに、回答を「教授会（拡大）」に報告したうえで学

内に掲示している。【資料 2-7-27】 

・ 平成27（2015）年度に行うキャンパス移転においては、学生に経済的な不利益が生

じないよう、引っ越し費用、通学定期代の補填による通学支援策を講じている。【資

料 2-7-28】 

 

◇エビデンス集・資料編 
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【資料 2-7-9】 学生相談室資料、学生便覧P86 健康管理【資料F-5】別冊 

【資料 2-7-10】医務室資料、学生便覧P86 健康管理【資料F-5】別冊 

【資料 2-7-11】北海道薬科大学規程集 11その他：桂青会会則【資料1-1-1】 

【資料 2-7-12】障がい者に対する支援設備と対応 

【資料 2-7-13】北海道薬科大学規程集 10協定：医療法人渓仁会手稲渓仁会病院と 北海 

道薬科大学における障がい者の病院実習に関する覚書 

【資料2-1-11に同じ】【資料1-1-1】 

【資料 2-7-14】北海道薬科大学規程集 2組織・運営（ハラスメント防止委員会の規程等） 

【資料1-1-1】 

【資料 2-7-15】ハラスメント防止パンフレット・ポスター「No! ハラスメント」 

【資料 2-7-16】北海道薬科大学ホームページ 「ハラスメント防止ガイドライン」 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/harassment-guidelines/ 

【資料 2-7-17】ハラスメント防止ガイダンス資料 

【資料 2-7-18】学生便覧P77 奨学金（日本学生支援機構奨学金、地方自治体奨学金） 

【資料F-5】別冊 

【資料 2-7-19】父母後援会奨学金奨学生募集案内、北海道薬科大学父母後援会奨学金 

規程、北海道薬科大学同窓会奨学生募集案内、北海道薬科大学同窓会 

奨学金規程 

【資料 2-7-20】北海道薬科大学規程集 6 学生生活：6-3 奨学金規程、6-5 研究奨励金 

規程【資料 1-1-1】、奨学生決定通知の掲示 

学校法人北海道科学大学規程集 6-10 奨学基金規程【資料 2-9-17】 

【資料 2-7-21】北海道薬科大学規程集 5 学事：5-8 スチューデント・アシスタント 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/harassment-guidelines/


北海道薬科大学 

49 

 

規程【資料 1-1-1】 

【資料 2-7-22】北海道薬科大学規程集 5 学事：5-7 大学院ティーチング・アシスタン 

ト規程【資料 1-1-1】 

【資料 2-7-23】桂青会主催行事の実施要領等資料 

【資料 2-7-24】クラブ活動関係資料 

【資料 2-7-25】北海道薬科大学規程集 9 施設管理：9-1 施設、設備、備品等管理及び 

使用規程【資料 1-1-1】 

【資料 2-7-26】北海道薬科大学規程集 6 学生生活：6-17 学生表彰規程、 

6-18 学生の表彰に関する申し合わせ、6-19 大学院学生表彰規程、 

6-20 大学院学生の表彰に関する申し合わせ【資料 1-1-1】 

【資料 2-7-27】北海道薬科大学規程集 6 学生生活：6-21 学生提案制度規程 

【資料 1-1-1】、学生提案制度「わたしのひとこと」資料（例示） 

【資料 2-7-28】「移転に伴う通学配慮について」（学生へのお知らせ） 

 

（3）2－7 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 「学生部」「学生課」、クラス担任の連携による学生の生活指導・支援、心的支援、

学生サービス、課外活動支援は概ね適切に機能している。福利厚生施設は十分とは

いえないが、改修・拡充を重ねて、概ね整備されている。大学移転時にはスケール

メリットを活かした学生支援ができるよう「北海道科学大学」と連携し学生のニー

ズに対応する。 

・ ハラスメントに関する対応及び学生からの意見・要望に対しては、概ね適切に対応

しているが、複雑化する社会を反映して対応が難しい事例が増す傾向にある。こう

した事例に対しては、経験を蓄積して対応する。 

・ 身体障がいのある学生に対して、入学前から卒業までの総合的な学生生活の支援体

制を整備する。 

 

 

2－8 教員の配置・職能開発等 

≪2－8の視点≫ 

2-8-① 

2-8-② 

 

2-8-③ 

教育目的及び教育課程に即した教員の確保と配置 

教員の採用・昇任等、教員評価、研修、FD(Faculty Development)をはじ

めとする教員の資質・能力向上への取組み 

教養教育実施のための体制の整備 

 

（1）2－8 の自己判定 

・ 基準項目 2－8を満たしている。 

 

（2）2－8 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

平成 26（2014）年度の教員数は 68 人であり、大学設置基準で必要とされる教員数

（51 人）を満たしている。また、「臨床系教員（旧 実務家教員）」数は 17 人であり、
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大学設置基準で必要とされる教員数（６人）を満たしている。本学の教授数は 28

人（学長、副学長を含める）であり、設置基準である 18 人を満たしている。17 人

の「臨床系教員」のうち、８人は実務経験の維持、臨床研究推進のために医療施設

に派遣している。派遣施設は、「旭川医科大学病院」「夕張医療センター」「アインフ

ァーマシーズ（株）アイン薬局 夕張店」「社会医療法人 母恋 天使病院（札幌市）」

「医療法人 北海道家庭医療学センター 栄町クリニック（札幌市）」「北海道薬科大

学附属薬局（札幌市）」「手稲渓仁会病院（札幌市）」及び「札幌南三条病院」である。

派遣教員の派遣日はそれぞれの教員の業務に対応して個別に設定している。【資料 

2-8-1】〜【資料 2-8-3】 

 

表 2-8-1 系・分野別の教員数 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-8-2 職階別教員数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 本学は薬学部薬学科のみを設置する単科薬系大学であり、薬学科に「基礎薬学系」

教授 29 人 
・学長を除く 

・臨床系教員７人を含む 

准教授 19 人 ・臨床系教員６人を含む 

講師 14 人 ・臨床系教員３人を含む 

助教 ５人 ・臨床系教員１人を含む 

系 分野 教授 准教授 講師 助教 

基礎薬学系 
生命科学分野 ２ ２ 2 - 

医薬化学分野 ２ ２ ２ １ 

応用薬学系 

薬理学分野 ２ ２ - - 

薬剤学分野 ２ - ３ - 

公衆衛生学分野 １ １ - １ 

臨床薬学系 

薬物治療学分野 ３ ２ - １ 

臨床薬剤学分野 １ １ - １ 

臨床薬理学分野 ２ １ - １ 

社会薬学系 

薬事管理学分野 ２ ２ １ - 

地域医療薬学分野 １ １ ２ - 

医薬情報解析学分野 １ - １ - 

薬学教育系 薬学教育分野 ２ ３ １ - 

基礎教育系 
人文社会・体育学分野 ３ ２ １ - 

自然科学分野 ５ - １ - 

計 29 19 14 5 
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「応用薬学系」「臨床薬学系」「社会薬学系」「薬学教育系」「基礎教育系」を配し、

各系に分野を設置している。系に系主任を、分野には分野責任者を置いている。系

主任は「評議会」の構成員であり、学長は採用人事・昇格人事について意見を求め

ている。【資料 2-8-4】 

・ 開学（昭和 49（1974）年）当時に採用された教員が 50〜60 歳代となっているため、

教員の年齢構成は 50 歳代が最多となっている。一方で、若手教員の採用も進めてお

り、20 歳〜30 歳代の教員も 22.0％存在する。女性教員は 20 人で全体に占める比率

は 29.4％である。また、女性教授は６人であり、教授の 20.0％である。 

 

表 2-8-3 年齢別教員数 

 
教授 准教授 講師 助教 計 比率（％） 

20 歳代 0 0 0 3 3 4.4％ 

30 歳代 0 2 8 2 12 17.6％ 

40 歳代 2 11 2 0 15 22.1％ 

50 歳代 17 6 4 0 27 39.7％ 

60 歳代 11 0 0 0 11 16.2％ 

計 30 19 14 5 68 100％ 

 

・ 学部授業を担当する非常勤教員は 22 人である。薬学教育に必須な教科目は専任教員

が担当することを原則としている。３年次前期「看護学概論（必修）」は系列校の「北

海道科学大学（札幌市）」、４年次前期「社会保障論（選択）」は連携協定に基づいて

「小樽商科大学」に非常勤の派遣を依頼している。非常勤教員は、学長が推薦し、

「教授会（拡大）」の承認により任用している。また、科目責任者が各科目で必要と

判断した場合は、学長の承認のもとで特別講義を実施している。平成 25（2013）年

度の特別講義は 33 コマであった。【資料 2-8-5】 

・ ６年制薬学教育では、22 週間の実務実習（病院 11 週、薬局 11 週）が必修となって

いるが、本学を含めた北海道内３薬系大学・薬学部は「北海道地区調整機構」のも

とで実務実習を行う体制が整備されている。施設が実務実習を行うためには「認定

実務実習指導薬剤師」が必要であり、そのためには５年以上の実務経験を有する薬

剤師が「薬学教育協議会」が主催する「認定実務実習指導薬剤師養成ワークショッ

プ」と「認定実務実習指導薬剤師養成講習会」を受講することが必要である。北海

道地区では、計 1,225 人（平成 25（2013）年 6 月 30 日現在）の「認定実務実習指

導薬剤師」（病院 448 人、薬局 777 人）を養成している。本学では実務実習生が配属

された際には、「認定実務実習指導薬剤師」に対して「臨床講師」を発令している。

平成 25（2013）年度の臨床講師は 570 人（病院 348 人、薬局 222 人）であった。【資

料 2-8-6】【資料 2-8-7】 

・ ６年制薬学教育では、実務実習とともに「実務実習事前学習」が重要視されている。

学内において臨床現場の臨場感を作り出し、薬剤師業務を体験的に学んだ後に、実

務実習を行うことがより高い教育効果を生むとの考えに基づいている。事前学習で
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の病棟・薬局における患者応対・服薬説明には模擬患者（SP：Simulated Patients）

が必要であり、本学では地域住民の協力を得て「北海道薬科大学模擬患者の会」を

組織化している。平成 26（2014）年度の模擬患者の会のメンバーは 29 人となって

いる。【資料 2-8-8】 

・ 大学院は、制度変更の過渡期にある。６年制薬学教育導入前は、旧４年制学部をも

とにして生物薬学専攻・臨床薬学専攻修士課程、生物薬学専攻博士後期課程が設置

されていたが、平成 18（2006）年に学部教育は６年制となり、学部完成の過程で薬

科学専攻修士課程を、６年制学部完成後は臨床薬学専攻博士課程を設置した。大学

院は「基礎薬学系」「応用薬学系」「臨床薬学系」「社会薬学系」を担当する教員が兼

担している。大学院研究指導教員の審査は、教授教員のみで構成される「大学院研

究科委員会」において、「大学院担当教員選考要領・資格基準(申し合わせ)」に基づ

き行っている。【資料 2-8-9】 

・ 採用人事は学長が「評議会」に諮問・調整して計画案を立てている。採用計画を立

てる上で考慮すべき点は、採用した際の教員の研究活動を支援する体制を構築でき

るかどうかである。「講座・研究室体制」から「系・分野体制」に移行したことによ

り、特に研究において孤立した教員が現れたことから、研究活動をどのように展開

していくかについては十分に吟味することが必要である。「教員の採用及び昇格の選

考に関する規程」に従い、所属する系主任が「履歴書」「業績書」「教育及び研究上

に関する抱負書」をもとに面接によって候補者を推薦している。候補者の募集は公

募あるいは教授教員の推薦を原則としている。系主任の推薦に基づいて、「評議会」

で意見を聴取した後、「教授会」で審議している。６年制薬学教育を担当することか

ら、原則として、博士学位を取得している者を採用する方針である。【資料 2-8-10】 

・ 昇格人事は、研究業績を基本としている。教育上、学内状況の必要性を考慮して、

昇格人事案を作成し、「評議会」の意見を聞いた上で系主任に審査を付託する。系主

任が昇格の妥当性を学長に報告したのち、「評議会」で意見を聴取し、「教授会」で

審議している。昇格・採用人事ともに「教授会」の決定を理事長に上申し、最終的

に理事会の承認を得ている。【資料 2-8-10】 

・ 採用教職員に対しては、FD・SD 活動の一環として「新人教職員等初回研修」を行っ

ている。研修の中で学長は、私立大学・薬学教育の現状、教育研究、生涯学習、外

部評価、大学が抱える課題などを説明し、新人教職員と問題意識を共有している。

【資料 2-8-11】 

・ 各教員の教育、研究、校務、社会活動の概要は「教員ポートフォリオ」に記録され

ている。「教員ポートフォリオ」は教員としての活動の記録であり、自らの活動を

振り返り、課題を見つけ改善を促すことを目的としている。【資料 2-8-12】 

・ 「学校法人北海道科学大学」の「人事制度検討委員会」は、人事考課制度導入に向

けての検討を行い、平成 25（2013）年度をトライアル期間として法人全体で実施す

ることとした。人事考課制度導入は、各設置校をとりまく環境が厳しい中で、現状

に甘んじることなく教職員のモチベーションを高め、教職員の資質向上及び組織の

活性化を図ることを目的としている。北海道薬科大学においては、貢献度評価を

70％、目標設定・目標管理を 30％で総合評価し、評価対象項目は教育、研究、社会
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貢献活動、校務とした。しかしながら、トライアルによる結果の検証を行う中で、

業績に対する評価基準が多岐にわたり適正な評価が難しいことがあり、目標設定・

目標達成を中心とした制度へ変更することが望ましいと考えられ、平成 26（2014）

年度は再度トライアルを実施することとした。【資料 2-8-13】 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 2-8-1】 大学設置基準 薬学部における教員（実務家教員を含む）に関する基準 

【資料 1-2-5 に同じ】 

【資料 2-8-2】 「2014 大学概要」P17 学術交流・地域連携【資料 1-1-5 に同じ】別冊 

【資料 2-8-3】 北海道薬科大学規程集 10 協定（連携に関する各種協定） 

【資料 1-1-1】 

【資料 2-8-4】 北海道薬科大学組織系統表（平成 26（2014）年 4 月 1 日現在） 

【資料 1-3-5 に同じ】 

【資料 2-8-5】 平成 25（2013）年度非常勤教員担当科目一覧、平成 25（2013）年度学 

部・大学院特別講義実施申請状況表 

【資料 2-8-6】 北海道地区調整機構ホームページ【資料 2-2-20 に同じ】 

【資料 2-8-7】 日本薬剤師研修センターホームページ「認定実務実習指導薬剤師名 

簿」（北海道） http://www.jpec.or.jp/download/jitsumumeibo_hokkaidou.pdf 

【資料 2-8-8】 「北海道薬科大学模擬患者の会」案内書、登録票【資料 2-2-22 に同じ】 

【資料 2-8-9】 北海道薬科大学規程集 3 人事：3-2 大学院担当教員選考要領・資格基 

準(申し合わせ)【資料 1-1-1】 

【資料 2-8-10】 北海道薬科大学規程集 3 人事：3-1 教員の採用及び昇格の選考に関す 

る規程【資料 1-1-1】 

【資料 2-8-11】 平成 26（2014）年度「新任教職員等初回研修」配付資料 

【資料 2-8-12】 教員ポートフォリオ（例示） https://teach.hokuyakudai.ac.jp/?mc=1 

【資料 2-8-13】 人事考課再トライアル実施要領 

 

（3）2－8 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 「講座・研究室体制」の教員組織では、大学の意思決定よりも講座の意思決定が優

先される弊害があり、このことが教育課程の変更に大きな障害となっていた。大学

の意思決定に迅速に対応できる教員組織として「系・分野体制」へ移行したが、そ

のことによって教員間の教育研究連携が希薄になってきている。系主任を中心とし

た教員組織の構築が必要である。 

・ 開学以来約 40 年を経過し、開学当時に採用した若手教員は 50 歳代、60 歳代となっ

ている。今後しばらくの間、定年退職となる教員が多くなる予測である。年齢バラ

ンスに配慮しながら教員の採用を目指すことが必要である。また、50 歳代以上の准

教授、講師については、昇格するための業績成果を上げることが強く望まれる。 

・ 大学院においては、学部６年制教育課程の移行期に薬科学専攻修士課程を設置した

が、６年制課程の完成により学部卒業生は臨床薬学専攻博士課程に入学できるため、

http://www.jpec.or.jp/download/jitsumumeibo_hokkaidou.pdf
https://teach.hokuyakudai.ac.jp/?mc=1
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存続の意義を失っている。平成 27（2015）年度からは、募集を停止する。 

 

 

2－9 教育環境の整備 

≪2－9の視点≫ 

2-9-① 

 

2-9-② 

校地、校舎、設備、実習施設、図書館等の教育環境の整備と適切な運営・

管理 

授業を行う学生数の適切な管理 

 

（1）2－9 の自己判定 

・ 基準項目 2－9を満たしている。 

 

（2）2－9 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

【校舎】 

・ 本学の現キャンパスは小樽市中心部と札幌市中心部のほぼ中間に位置した高台に立

地し、教員研究室、講義室、学生実習室、事務局などがある「第１校舎」「実験動物

センター」「RI センター」がある「第２校舎」、講義室、研修室、教員室、臨床系実

習室がある「臨床講義棟（Ｃ棟）」「図書館・医薬情報センター」「桂青館（体育館）」

「食堂」「薬用植物園（標本館を含む）」「グラウンド」が主な施設である。校舎配置

図・案内図は「学生便覧」「大学概要」「ホームページ」に掲載している。【資料 2-9-1】

〜【資料 2-9-3】 

・ 「第１校舎」は昭和 49（1974）年の開学時に建設した５階建ての建物で、１階、２

階には実験研究を行う教員研究室、「中央機器センター」、３階には「学生ホール」

「学生ラウンジ」「情報システムセンター」「事務局」「学生実習室」「医務室」など、

４階には非実験系教員研究室、「非常勤教員室」「学生相談室」「講義室」「学生実習

室」など、５階には講義室を配置している。平成 18（2006）年の薬学教育制度変更

に合わせ、３階、４階の学生実習室の一部を「薬学共用試験」のOSCE実施やSGD（Small 

Group Discussion）学習などに対応した多目的研修室に改修した。また、３階にあ

った「情報処理演習室」は、人体シミュレーターを用いた学生実習を行う「シミュ

レーター演習室」に用途変更している。【資料 2-9-1】〜【資料 2-9-3】 

・ 「臨床講義棟（Ｃ棟）」は、平成 18（2006）年度の薬学教育制度変更に伴う６年制

薬学教育に対応した施設として建築した。６年制薬学教育においては、長期実務実

習（病院実習・薬局実習）が必修となったが、学内での「事前学習」も必須となっ

ている。「臨床講義棟（Ｃ棟）」には、講義室、教員室とともに「模擬薬局実習室」

「製剤・TDM（Therapeutic Drug Monitoring）室」「無菌室」「注射薬調剤室」「DI

（Drug Information）室」「OTC（Over the Counter）室」「カンファレンス室」など

を配置している。また、学生の学習支援活動を主な業務とする「薬学教育センター」

を配置している。【資料 2-9-1】〜【資料 2-9-3】 
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【図書館】 

・ 「図書館」の１階は研究用図書の閲覧、２階は教育用図書の閲覧及び学習スペース

としている。ホームページに図書館専用サイトを設け、図書館情報の提供、蔵書検

索（OPAC：Online Public Access Catalog）、様々な学術文献検索サイト、電子ジャ

ーナルの閲覧、電子書籍などが利用できるようになっている。近年、研究用ジャー

ナルは紙媒体の利用が大幅に減少し、インターネットからのダウンロードによる利

用が主流となっている。学習スペースには、薬学関連図書・雑誌を配架し、OPAC 専

用 PC、コピー機などを設備している。また、館内には情報コンセントが多数設置さ

れ、インターネットによる情報収集が可能になっている。【資料 2-9-1】【資料 2-9-2】

【資料 2-9-4】【資料 2-9-5】 

・ インターネットによる文献検索・ダウンロードが可能な時代となり、研究関連施設

としての図書館の役割は低下し、相対的に学習室・情報提供施設としての機能が高

まっている。図書館を学習機能中心の施設と考え、夜間開館時間の延長、試験期間

中の休日開館、アルバイト学生による図書館施設の管理などにより、学生の図書館

利用を促進している。【資料 2-9-2】【資料 2-9-5】 

・ 平成 19（2007）年度に、卒業生を中心とした薬剤師への医薬情報の提供を目的とし

て、「医薬情報室」を設置し、｢図書館・医薬情報センター｣を開設した。【資料 2-9-6】 

 

【体育施設】 

・ 体育施設として、「桂青館（体育館）」「グラウンド」「テニスコート」「弓道場」を有

している。体育館は１年次前期選択科目「体育実技Ⅰ」で用いるほか、バレーボー

ル部、バスケットボール部、羽球部などが課外活動に利用している。グラウンドは、

準硬式野球部、サッカー部が利用し、「テニスコート」は１年次後期選択科目「体育

実技Ⅱ」、硬式テニス部が利用している。また、「テニスコート」に隣接する「弓道

場」は、課外活動の場として利用している。クラブ部室は、体育館内、「グラウンド」

「テニスコート」にあり、学生が自主的に管理している。【資料 2-9-1】【資料 2-9-2】 

 

【食堂】 

・ 「食堂」は６年制薬学教育の進行により、旧食堂が手狭になったため、平成23（2011）

年に竣工した。総座席数は309席であり、営業時間は11時30分〜17時30分としている。

旧食堂は校舎から屋外に出なければならない立地であったが、新食堂はその必要は

なく、特に冬場の利便性は大きく向上した。また、新食堂には電源コンセント、無

線及び有線を多数配備し、食堂閉店後も学習施設として学生に開放している。なお、

旧食堂は「薬用植物園」に付属する「標本館」として使用している。【資料 2-9-2】 

 

【研究関連施設】 

・ 「中央機器センター」は、教員研究室がある第１校舎１階、２階に配置し、教員、

大学院生、卒業研究生が利用している。平成 25（2013）年度には、「私立大学等研

究設備整備費等補助金」の交付を受け、LC-MS（液体クロマトグラフ質量分析装置）、

FACS（全自動細胞解析装置）を購入した。常設の「中央機器センター運営委員会」
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が運営し、機器の新規購入時には実験研究系教員の希望を調査し、ニーズに基づい

た機種選定を行い整備している。【資料 2-9-1】【資料 2-9-7】 

・ 「実験動物センター」では、マウス、ラット、ウサギなどを種別ごとに飼育できる

飼育室、実験室、ケージ洗浄室を備えている。センター内は温度・湿度・照明がオ

ートコントロールされ、実験動物の取り扱いに必要とされる設備と環境が整ってい

る。常設の「実験動物センター運営委員会」が運営し、維持・管理している。動物

実験については、「動物の愛護及び管理に関する法律の一部を改正する法律（平成

17（2005）年法律第 68 号）」に基づいて「北海道薬科大学動物実験規程」を定め、

科学的かつ倫理的な実験を行う体制を整備している。また、規定に基づき、「動物

実験に関する自己点検・評価報告書」を本学ホームページで公表している。【資料 

2-9-1】【資料 2-9-8】【資料 2-9-9】 

・ 「RI（Radioisotope）センター」は、放射性標識化合物を扱う施設で、主に微量成

分のトレーサー実験に用いられている。近年では、化学発光・蛍光、質量分析など

高感度分析法が開発され、放射性標識化合物を用いる実験研究の意義は薄れている。

RI 施設は「RI センター運営委員会」が運営し、文部科学省の「放射線障害防止法」

の基準を満たすとともに、施設の利用者は教育訓練、血液検査、問診、皮膚診断等

の健康診断が適正に行われている。【資料 2-9-1】 

・ 「薬用植物園」は、北方圏薬用植物資源の保存及び教育研究用施設として利用して

いる。トウキ、センキュウ、ハッカ、コウボク、シャクヤク、チョウセンゴミシ、

ダイオウ、ジギタリス、ハシリドコロ等の薬用植物、またホッカイキッソウ、エゾ

ノレンリソウ、エゾムラサキツツジ、エゾエンゴサク等の北海道特有の植物を収集

し栽培している。「薬用植物園運営委員会」は薬用植物の栽培、施設の維持・管理、

附属する標本館の維持・管理を担っている。なお、本学の「薬用植物園」は「日本

薬剤師研修センター」と「日本生薬学会」が認定する「漢方薬・生薬認定薬剤師」

の実習施設となっている。【資料 2-9-1】【資料 2-9-10】【資料 2-9-11】 

 

表 2-9-1 薬用植物園の面積と栽培数 

区分    面積（m2） 植物数 

植物園 3,290  約 300 種 

温 室 87.3  約 40 種 

標本館 118.2  生薬 約 200 点 

 

【情報設備】 

・ 医薬情報の収集と活用が必須との考えから、全学生は入学時にノートパソコンを所

有し、初年次教育（科目名：ラーニングスキル）の「情報リテラシー」で学内LANの

利用、インターネットのルールとマナー、基本ソフトウエアの使い方、図書館情報

の検索などを学んでいる。【資料 2-9-12】 

・ 「図書館」「臨床講義棟（Ｃ棟）」「食堂」「セミナー室」には、無線及び有線LAN

があり、学生は常時「修学支援総合システム」「薬学教育支援システム」などを利
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用できる環境にある。【資料 2-9-13】【資料 2-9-14】 

・ 「出席管理システム」によって授業出欠席を管理している。授業での出席は「学生

証」のICチップを読み取り、「修学支援総合システム」で科目ごとに確認できる仕

組みになっている。学生と保護者がIDとパスワードを共有することで、保護者も子

女の授業への出席状況が確認できる。【資料 2-9-15】 

・ 「修学支援総合システム」は、携帯メールアドレスを登録することで、携帯電話や

スマートフォンからも利用することができ、システムの機能の一つである「メッセ

ージ転送機能」を利用することにより、学生への緊急連絡、実務実習等によって学

外にいる学生へ連絡ができるようになっている。【資料 2-9-13】 

・ ６年制薬学教育では、22週にわたる実務実習（病院実習11週、薬局実習11週）が行

われている。実務実習の進捗状況は、「薬学実務実習連絡システム」の日誌と週報

に記載することが義務づけられ、学生、施設担当教員、地区担当教員、指導薬剤師

が共有できるシステムから確認できるようになっている。「薬学実務実習連絡シス

テム」は北海道内の病院・薬局で共

通のシステムになっており、実務実

習施設にとっても利便性が高いもの

になっている。【資料 2-9-16】  

 

【北海道薬科大学附属薬局】 

・ 「北海道薬科大学附属薬局（札幌

市）」は、「学校法人北海道科学大学」

の収益事業として平成 24（2012）年

４月に「JR 札幌病院」に隣接する介

護サービス付き高齢者向け賃貸マン

ション「ブランジェイアール札幌」

の 1階に開局した（札幌市中央区北３条東１丁目１-１）。薬局は薬剤師６人（薬局

長１人、パート薬剤師２人を含む）、事務３人のスタッフで運営され、開局２年目

の平成 25（2013）年度は処方せん調剤による営業収支は黒字となった。「薬局実習」

の実習施設となり、年６人（各期２人）の実務実習生を受入れている。【資料 2-9-1】

【資料 2-9-17】【資料 2-9-18】 

 

【北海道薬科大学サテライトキャンパス】 

・ 「北海道薬科大学サテライトキャンパ

ス」は、「北海道薬科大学附属薬局」に

隣接して、平成 24（2012）年４月に竣

工した。床面積は 269.54m2で、120 席

の座席を有している。また、教室内は

可動間仕切り壁によって機密性の高い

３室の小部屋に分割でき、少人数での

グループワークにも対応している。講

図 2-9-1 北海道薬科大学附属薬局 

図 2-9-2 サテライトキャンパス 
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演会、生涯研修の実施が主な用途であるが、本学及び系列校の教員は申請によって

利用できるため、学会・ワークショップの開催、会議、卒業研究、中高生向け薬剤

師体験セミナーなど幅広い目的で利用されている。【資料 2-9-1】【資料 2-9-19】 

 

【キャンパス移転後の施設概要】 

・ 「第１校舎」は昭和 49（1974）年、「第２校舎」は昭和 50（1975）年に竣工し、築

後約 40 年を経過し老朽化が進んでいる。また、耐震基準上の問題もあり、新校舎の

建築が必要な時期を迎えている。しかしながら、現校舎は傾斜地に立地することか

ら、教育研究を進めながら建て替えを行うことが困難であり、本学を設置する法人

は系列校である「北海道科学大学（平成 26（2014）年４月に北海道工業大学より校

名変更）」のある札幌市手稲区前田にキャンパス移転することを決定した。 

・ キャンパス移転後の新棟として講義室を配置した「講義棟」と研究室・実験室を配

置した「薬大棟」の２棟を建築している。「講義棟」の１階には、食堂、売店、書店、

学生対応事務組織を配置する。「講義棟」は「北海道科学大学」の「保健医療学部」

と共用するが、本学専用の大講義室(250 席)４室、中講義室（130 席）８室、小講義

室（72 席）11 室、演習室（32 席）２室があり、必要な講義室は確保されている。 

・ 「薬大棟」は「教員室」「教員実験研究室」「中央機器センター」「実験動物センター」

「臨床系実習室」「図書館分室」「学生実習室」「多目的演習室」「セミナー室」等を

備えた建物である。教員室、教員実験研究室は、原則として教員組織である「系・

分野」に基づく階層配置とし、教育研究の連携を促進する。図書館は、「北海道科学

大学」の図書館の一部を「北海道薬科大学」専用図書館に改修して研究に特化した

機能を付与し、「薬大棟」内の図書館分室は、学生の日常学習に利用する。「中央機

器センター」には、化学系・生物系・薬理薬剤系・臨床薬学系機器室及び組織培養

室などを配置する。「実験動物センター」は、コンベンショナル飼育室とクリーン飼

育室を備える施設とし、将来的にはクリーン飼育室を SPF（Specific Pathogen Free）

動物を飼育できる施設とする。臨床系実習室は、６年制薬学教育に必要な「模擬薬

局実習室」「無菌注射剤調製室」「OTC 室」「カンファレンス室」「TDM 室」「シミュレ

ーター演習室」などをコンパクトに集約し、実務実習事前学習、アドバンスト実習

に活用する。学生実習室には、実験実習室と多目的研修室があり、化学系、生物系、

薬理学系、薬剤学系の実験実習、コミュニケーション実習、SGD などに利用する。

セミナー室は、教員室の近くに配置され、教員の支援を必要とする卒業研究生のゼ

ミ・学習に利用する。 

・ これまで「臨床講義棟（Ｃ棟）」の最上階に位置し、学生のアクセスに時間を要し

た「薬学教育センター」は、新校舎「薬大棟」の図書館分室及び講義棟との連絡通

路がある２階に設置する。学習支援を必要とする学生が増える傾向にあるため、利

便性に配慮した配置とした。【資料 2-9-20】【資料 2-9-21】 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 2-9-1】 「2014 大学概要」P24 校舎配置図、案内図【資料 1-1-5 に同じ】 
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【資料 2-9-2】 平成 26（2014）年度 「学生便覧」P6 校舎配置図、学内案内図 

【資料 F-5】 

【資料 2-9-3】 北海道薬科大学ホームページ 施設案内 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/campus/ 

【資料 2-9-4】 「Library Guide」 

【資料 2-9-5】 北海道薬科大学ホームページ 図書館・医薬情報センター 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/library/ 

【資料 2-9-6】 北海道薬科大学ホームページ 医薬情報室利用ガイド 

 http://www.hokuyakudai.ac.jp/library/medicineguide/index.html 

【資料 2-9-7】 中央機器センター教育研究用機器備品の選定要領、推薦機器選定手順 

【資料 2-9-8】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-64 動物実験規程 

【資料 1-1-1】 

【資料 2-9-9】 北海道薬科大学ホームページ 実験動物センター 

 http://www.hokuyakudai.ac.jp/campus/animalcenter.html 

【資料 2-9-10】 薬用植物園パンフレット 

【資料 2-9-11】 北海道薬科大学ホームページ 薬用植物園 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/campus/plant.html 

【資料 2-9-12】  平成 26（2014）年度授業計画（シラバス）学部【資料 1-2-7 に同じ】 

【資料 2-9-13】 修学支援総合システム 

https://hopuspportal.hokuyakudai.ac.jp/portal/top.do 

【資料 2-9-14】 薬学教育支援システム 

https://psss.hokuyakudai.ac.jp/cbt_h/www/login.cfm 

【資料 2-9-15】 修学支援総合システム 出席管理システム【資料 2-3-9 に同じ】 

【資料 2-9-16】 北海道薬科大学ホームページ 薬学実務実習 連絡システム 

http://ppts.hokuyakudai.ac.jp/renraku/index.asp 

【資料 2-9-17】 学校法人北海道科学大学規程集（別冊） 2-14 北海道薬科大学附属 

薬局運営委員会規程 

【資料 2-9-18】北海道薬科大学附属薬局処方せん受入れ状況 

【資料 2-9-19】北海道薬科大学サテライトキャンパス利用状況 

【資料 2-9-20】前田キャンパス完成予想図 

【資料 2-9-21】前田キャンパス講義棟、薬大棟配置図 

 

（3）2－9の改善・向上方策（将来計画） 

・ 北海道薬科大学本学は、平成27（2015）年４月に札幌市手稲区前田に主要機能を移

転する。移転理由の一つに施設の老朽化があり、現在の敷地では教育を継続しなが

ら新校舎を建築することが困難であると判断した。教育研究施設のうち、「薬用植物

園」「標本館」「RIセンター」は現キャンパスに存続する。現「食堂」を「標本館」

及び「薬用植物園」の管理棟として利用する。授業等で「薬用植物園」「標本館」「RI

センター」を利用する際には、バスにより移動する。体育施設は、「北海道科学大

学」のグラウンド、体育館を共有する計画である。「薬用植物園」「標本館」「RIセ

http://www.hokuyakudai.ac.jp/campus/
http://www.hokuyakudai.ac.jp/library/
http://www.hokuyakudai.ac.jp/library/medicineguide/index.html
http://www.hokuyakudai.ac.jp/campus/animalcenter.html
http://www.hokuyakudai.ac.jp/campus/plant.html
https://hopuspportal.hokuyakudai.ac.jp/portal/top.do
https://psss.hokuyakudai.ac.jp/cbt_h/www/login.cfm
http://ppts.hokuyakudai.ac.jp/renraku/index.asp
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ンター」以外の施設機能は、手稲区前田へ移転もしくは移転先である「北海道科学

大学」の施設を共有する予定である。 

・ 図書館が所有する電子ジャーナル、紙媒体の学術雑誌は利用度の少ないものについ

ては、教員、学生のニーズに沿った見直しが必要である。また、同様に学術書籍も

常に最新のものを配架しておくことが望ましい。「図書館・医薬情報センター」を組

織化して７年経過したが、平成24（2012）年度の外部からの医薬情報の提供依頼件

数は５件であり、改善あるいは機能の見直しが必要である。 

・ 「北海道薬科大学附属薬局（札幌市）」は「学校法人北海道科学大学」の収益事業と

して設置され、開局２年目から経営収支は黒字化している。今後の課題は、附属薬

局としての機能向上及び薬局スタッフの資質向上を図ることにある。 

 

［基準 2 の自己評価］ 

・ 「教育理念・教育目標」に基づいて「アドミッション・ポリシー」を策定し、様々

な広報媒体を用いて社会に周知している。18 歳人口が減少する中で、多様な入試制

度を導入することにより、募集定員を確保している。 

・ ６年制薬学教育への移行に伴う過程で設置した薬科学専攻修士課程は志願者がなく、

その後、６年制教育を基盤とした臨床薬学専攻博士課程を設置したことから、その

存在意義を失っている。将来的には廃止することが妥当である。 

・ 「カリキュラム・ポリシー」に基づく教育課程を編成している。「薬学教育モデル・

コアカリキュラム」に準拠しつつ、薬剤師の最も重要な役割である薬物療法に特に

力をいれ、また北海道の地域特性を考慮した地域医療に力を入れている。 

・ 平成 27（2015）年４月に本学を「札幌市手稲区前田」に移転する。移転先に既にあ

る「北海道科学大学」では医療系学部である「保健医療学部」に「看護学科」「診療

放射線学科」「理学療法学科」「義肢装具学科」「臨床工学科」が設置され、薬剤師以

外の医療サポート従事者とのチーム医療を学ぶことができる環境が整う。 
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基準 3．経営・管理と財務 

3－1 経営の規律と誠実性 

≪3－1の視点≫ 

3-1-① 

3-1-② 

3-1-③ 

 

3-1-④ 

3-1-⑤ 

経営の規律と誠実性の維持の表明 

使命・目的の実現への継続的努力 

学校教育法、私立学校法、大学設置基準をはじめとする大学の設置、運営に

関連する法令の遵守 

環境保全、人権、安全への配慮 

教育情報・財務情報の公表 

 

（1）3－1 の自己判定 

・ 基準項目 3－1を満たしている。 

 

（2）3－1の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 本学の設置者である「学校法人北海道科学大学」は、「学校法人北海道科学大学寄

附行為」に掲げる目的を「教育基本法及び学校教育法に従い私立学校及び私立各種

学校を設置すること」としている。法人の経営は教育基本法及び学校教育法を遵守

し、同法の趣旨に沿って堅実に運営されている。また、各設置校の「建学の精神、

教育理念、教育目標」を尊重することにより、私立学校としての自主性を確立する

とともに、教育機関に求められる公共性を高めるための組織体制を構築し、諸規程

を整備して社会の要請に応え得る経営を行っている。【資料 3-1-1】【資料 3-1-2】 

・ 「学校法人北海道科学大学寄附行為」に規定する最高意思決定機関として「理事会」

及び、その諮問機関として「評議員会」を設置し、「理事会」のもとに管理運営に

必要な機関として法人本部を、教育組織として各設置校を置いて、目的達成のため

の運営体制を整えている。また、法人本部は各設置校と連携して、将来に向けた中

長期計画を策定するとともに、中長期計画に基づく具体的な単年度毎の事業計画を

策定している。【資料 3-1-1】【資料 3-1-3】【資料 3-1-4】 

・ 平成 22（2010）年９月に法人全体の将来計画を検討する「将来計画検討委員会」を

設置し、各設置校間の連携、各種機能の統合、キャンパス施設の共同利用等につい

て審議・協議を重ね、平成 24（2012）年５月の理事会において「教学体制の再構築

並びにキャンパス再整備計画」が承認された。この計画に基づき、外部機関からの

意見も取り入れ、校名変更、学部・学科の改組、キャンパス再整備、耐震対策も含

めた新校舎建築、設置校の移転等を計画した。この計画と連動して、平成 24（2012）

年６月に法人創立 100 周年(平成 36（2024）年)に向けたユニバーシティ・アイデン

ティティ（UI:University Identity）策定のためのワーキング・グループを組織し、

100 周年ブランドビジョン「2024 年までに、基盤能力と専門性を併せ持つ人材を育

成し、地域と共に発展・成長する北海道 No.1 の実学系総合大学を実現します。」、

シンボルマーク、スローガン「＋Professional」の案が「将来計画検討委員会」か

ら理事長に答申され、平成 24（2012）年 12 月の理事会で承認された。また、設置

校である「北海道工業大学」「北海道自動車短期大学」の校名を平成 26（2014）年
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４月に「北海道科学大学」「北海道科学大学短期大学部」に変更し、将来的には「北

海道薬科大学」と「北海道科学大学」の統合を計画していることから、法人名称を

「学校法人北海道科学大学」に変更した。【資料 3-1-5】〜【資料 3-1-8】 

・ 法人の寄附行為、諸規程及び本学の諸規程は学校教育法、私立学校法、大学設置基

準等に則して作成され、教職員はこれらの法律や規程を遵守している。各法令が定

める届出事項も所定の手続きに沿って行われ、大学の設置、運営は法令を遵守し円

滑に行われている。理事長直轄の組織として「内部監査室」を設け、「学校法人北

海道科学大学内部監査規程」を定めて法人の制度、組織、業務活動全般に及ぶ監査

を行い、コンプライアンスと業務監査の充実を図っている。「内部監査室」の設置

による内部監査機能の充実により、監事監査、監査法人（会計）監査と併せて学校

法人に関わる三様監査体制が整い、法人のガバナンス強化につながっている。【資

料 3-1-9】 

・ 本学内には管理人が常駐し、夜間、休日の見回りを行うとともに、警備会社が深夜

に巡回（１回）してキャンパスの安全を確保している。また、防火・防災対策とし

て、火災予防、災害による人命の安全、被害の軽減、二次的災害発生の防止等を目

的に、「防火・防災管理委員会」を設置している。平成 19（2007）年度から計画的

な校舎のアスベスト除去工事を行い、平成 21（2009）年度に完了している。節電に

対しては、法人が各設置校に対して目標達成（夏・冬）のための計画案の提出を求

めるとともに、その成果を「運営協議会」で共有している。その他、クールビズの

実施、夏型・冬型事故防止の啓発などについても「運営協議会」で提起され、「教

授会（拡大）」で報告している。各種ハラスメントに対しては、「ハラスメント防止

委員会」を設置し、「北海道薬科大学ハラスメント防止委員会規程」「北海道薬科大

学ハラスメント対策に関する規程」「北海道薬科大学ハラスメントに関する苦情相

談への対応要領」「北海道薬科大学ハラスメント防止等のためのガイドライン」を

整備している。ハラスメント防止委員長は、年度当初の「教授会（拡大）」の終了

後に、事例を示して啓発している。個人情報の保護に対しては、「個人情報保護委

員会」を設置し、「北海道薬科大学個人情報保護規程」「北海道薬科大学個人情報保

護委員会規程」「北海道薬科大学における個人情報保護に関する基本方針」を整備

している。人を対象とした臨床研究・疫学研究を遂行するための倫理については、

「臨床・疫学研究倫理委員会」を設置し、「ヘルシンキ宣言（1964 年世界医師会で

採択、その後の修正を含む）」「臨床研究に関する倫理指針(平成 20（2008）年 厚

生労働省告示)」「疫学研究に関する倫理指針（平成 20（2008）年 文部科学省・厚

生労働省告示）」に基づき「北海道薬科大学臨床・疫学研究倫理委員会規程」「北海

道薬科大学臨床・疫学研究倫理審査等に関する手順書」を定めて外部委員を含めた

審査を行っている。なお、ハラスメント防止、臨床・疫学研究倫理に関する規程、

手順書等はホームページを用いて広く社会に周知している。公益通報制度について

は、法令及び法人諸規則等に違反またはその恐れがある行為の防止のため「学校法

人北海道科学大学における公益通報者の保護等に関する規程」を整備している。校

舎の耐震対策に対しては、校舎の老朽化問題を含めて解決するため、「教学体制の

再構築並びにキャンパス再整備計画」の中で新校舎建築、キャンパス移転を決定し
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た。【資料 3-1-10】〜【資料 3-1-14】 

・ 教育・財務情報は学校法人としての公共性に鑑み、学校教育法施行規則等の一部を

改正する省令（平成 22（2010）年 文部科学省令第 15 号）に基づき、ホームページ

上で公表している。本学ホームページで公表している教育関連情報を以下に示した。 

 

Ⅰ 教育研究上の基礎的な情報 

 1) 学部、学科、課程、研究科、専攻ごとの名称及び教育研究上の目的 

 2) 専任教員数 

 3) 校地・校舎等の施設その他の学生の教育環境 

 4) 授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用 

Ⅱ 修学上の情報 

 1) 教員組織、各教員が有する学位及び業績 

 2) 入学者に関する受入方針、入学者数、入学者数推移 

 3) 収容定員、在学者数、留年者数、退学・除籍者数、社会人学生数、留学生数及び海外派遣 

学生数 

 4) 卒業（修了）者数、進学者数、就職者数、学位授与者数 

 5) 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業計画（シラバス又は年間授業計画の概要） 

 6) 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準（必修・選択・自由科目 

別の必要単位修得数及び取得可能学位） 

 7) 学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援 

 8) 教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報 

Ⅲ 国際交流、社会貢献等の概要 

 

・ 財務情報は、平成 13（2001）年の法人内教職員向け広報誌への掲載、平成 17 （2005）

年の利害関係者への計算書類等の公開（閲覧）、平成 18（2006）年の一般公開を前

提とした情報提供用冊子の発行という経緯を経て、平成 20（2008）年から法人ホー

ムページに事業報告とともに公表しており、大学ホームページの情報公表のリンク

からも閲覧できるようになっている。なお、財務情報の公表に関して「財務書類等

閲覧規程」を整備している。【資料 3-1-15】〜【資料 3-1-17】 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 3-1-1】学校法人北海道科学大学規程集 1-01 寄附行為【資料 F-1】  

【資料 3-1-2】北海道薬科大学規程集 0 総則：0-1 建学の精神、教育理念、教育目 

標【資料 1-1-1 に同じ】 

【資料 3-1-3】学校法人北海道科学大学規程集 2-06 組織図【資料 2-9-17】 

【資料 3-1-4】学校法人北海道科学大学（北海道尚志学園）中期事業計画（平成 23 

（2011）年度～27（2015）年度） 

【資料 3-1-5】学校法人北海道科学大学規程集 2-18 将来計画検討委員会開催要領 

【資料 2-9-17】 
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【資料 3-1-6】学校法人北海道科学大学「教学体制の再構築並びにキャンパス再整備 

計画」【資料 1-1-9 に同じ】 

【資料 3-1-7】ブランドブック 2013【資料 1-1-10 に同じ】 別冊 

【資料 3-1-8】尚志学園報（平成 25（2013）年第 5号）／法人だより（平成 26（2014） 

年第 2号） 

【資料 3-1-9】 学校法人北海道科学大学規程集 2-27 内部監査規程【資料 2-9-17】 

【資料 3-1-10】アスベスト除去工事関連資料 

【資料 3-1-11】 クールビズ、節電関連資料 

【資料 3-1-12】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：各種委員会規程【資料 1-1-1】 

【資料 3-1-13】 北海道薬科大学ホームページ 「ハラスメント防止ガイドライン」 

「臨床・疫学研究倫理委員会」http://www.hokuyakudai.ac.jp/ 

【資料 3-1-14】 学校法人北海道科学大学規程集 2-30 公益通報者の保護等に関する規 

程【資料 2-9-17】 

【資料 3-1-15】 北海道薬科大学ホームページ 教育情報の公表  

http://www.hokuyakudai.ac.jp/information/ 

【資料 3-1-16】 学校法人北海道科学大学ホームページ 財務情報の公表   

http://www.ed.hus.ac.jp/ 

【資料 3-1-17】 学校法人北海道科学大学規程集 3-05 財務書類等閲覧規程【資料 

2-9-17】 

 

（3）3－1の改善・向上方策（将来計画） 

・ 経営の規律と誠実性は、問題なく維持されているが、急激な社会情勢の変化や要請

に適応するため、現行の各組織の不断の点検を継続し、ガバナンスに基づく大学及

び法人の管理運営体制の整備・充実に向けて、適宜に組織体制や諸規程等の見直し

を行い、大学の目的を達成するための機能的な体制づくりを推進していく。 

・ 現校舎の耐震基準、老朽化問題はキャンパス整備計画の中で改善する。 

・ 情報公開は、積極的に実施してきているが、社会からの信頼を維持し、確保してい

くためにも一層の情報の公開を進めていく。 

 

 

3－2 理事会の機能 

≪3－2の視点≫ 

3-2-① 使命・目的の達成に向けて戦略的意思決定ができる体制の整備とその機能性 

 

（1）3－2 の自己判定 

・ 基準項目 3－2を満たしている。 

 

（2）3－2の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 理事会は「学校法人北海道科学大学理事会会議規則」に則り、毎年３月、５月、12

月に開催し、法人の業務を決し、理事の職務執行を監督している。評議員会は「学

http://www.hokuyakudai.ac.jp/
http://www.hokuyakudai.ac.jp/information/
http://www.ed.hus.ac.jp/
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校法人北海道科学大学評議員会会議規則」及び「寄附行為」第 19 条に基づいて毎年

３月、５月に開催している。「寄附行為」第 21 条に基づく諮問事項は、あらかじめ

評議員会の意見を聞き、理事会において決定することとしている。「理事会」「評議

員会」は前述の開催以外に審議すべき事案が生じた場合には、理事長の招集により

速やかに開催している。平成 25 年（2013）年度中に開催された理事会の出席率は、

90％以上（書面による表決を含む）であり、良好な出席状況のもと適切に運営され

ている。【資料 3-2-1】〜【資料 3-2-3】 

・ 法人の議決機関である「理事会」や諮問機関である「評議員会」の運営を円滑に行

うため、「寄附行為」第 16 条に基づき「常任理事会」を設置し、重要事項を除き審

議・決定し、その結果を「理事会」に報告している。また、法人の管理運営及び将

来計画、その他重要事項の策定に関し、理事長の諮問機関として「運営協議会」を

設置し、理事長の諮問事項のほか、「理事会」「評議員会」に諮る重要案件を事前に

協議し、提案内容を調整するとともに、全体の意見調整を行っている。「常任理事会」

は、理事長、専務理事、常務理事、常勤の理事で構成され、「学校法人北海道科学大

学常任理事会会議規則」に則り開催している。また、理事会から委任される業務決

定の権限は「学校法人北海道科学大学理事会業務委任規程」に規定している。【資料

3-2-4】【資料 3-2-5】 

・ 「寄附行為」第７条の２に「理事長の命を受けた特定部門の業務を担当し、理事長

及び専務理事不在のときは、その業務を代理する者」を定め、常務理事３人が配置

されている。その担当業務は「学校法人北海道科学大学常務理事の担当業務に関す

る内規」に規定している。【資料 3-2-6】 

・ 法人の管理運営に関わる役員（理事・監事）と評議員の選任に関しては、「寄附行為」

の定めにより、理事 15 人（定数９人以上 17 人以内）、監事２人（定数２人）、評議

員 37 人（定数 24 人以上 64 人以内）を選任し、理事の中から理事長、常務理事を選

任するとともに、あらかじめ理事長の職務の代理または代行する理事を指名してい

る。また、理事の構成員の中には、法人の職員以外に学外からの理事が複数含まれ

ており、監事２人もそれぞれ学外有識者から選任している。 

・ 「寄附行為」第６条で理事長、第７条で専務理事、第７条の２で常務理事の選任に

ついて定めている。また、第 11 条で理事、第 13 条で監事、第 17 条で評議員の選

任方法等を表 3-2-1 のとおり定めている。 

 

 

表 3-2-1 理事、監事、評議員の選任方法 

理事（９人以上 17 人以内） 

 １号理事 北海道科学大学学長・北海道薬科大学学長（２人） 

２号理事 寄附行為第17条第１号、第２号及び第４号評議員のうちから評議員会において選任さ

れた者（１人以上３人以内） 

３号理事 法人に縁故ある学識経験者又は功労者の中から１号・２号理事の過半数により選任さ

れた者（６人以上12人以内） 
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監事（２人） 

 法人の理事、職員又は評議員以外の者であって、理事会において選出した候補者のう

ちから評議員会の同意を得て理事長が選任する。 

評議員（24 人以上 64 人以内） 

 １号評議員 法人の職員のうちから選任される者（１人以上９人以内） 

２号評議員 法人の設置する学校を卒業した者で年齢25年以上のうちから選任される者（１人以上

９人以内） 

３号評議員 １号及び３号の理事のうちから選任される者（２人以上16人以内） 

４号評議員 法人に関係のある学識経験者（20人以上30人以内） 

 

・ 学長の選考については、「学長選考規程」で規定している。【資料 3-2-7】 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 3-2-1】学校法人北海道科学大学規程集 2-01 理事会会議規則【資料 2-9-17】 

【資料 3-2-2】学校法人北海道科学大学規程集 2-02 評議員会会議規則【資料 

2-9-17】 

【資料 3-2-3】理事会、評議員会、常任理事会の開催状況 

【資料 3-2-4】学校法人北海道科学大学規程集 2-03 常任理事会会議規則【資料 

2-9-17】 

【資料 3-2-5】学校法人北海道科学大学規程集 2-04 理事会業務委任規程【資料 

2-9-17】 

【資料 3-2-6】学校法人北海道科学大学規程集 2-05 常務理事の担当業務に関する 

内規【資料 2-9-17】 

【資料 3-2-7】学校法人北海道科学大学規程集 4-24 学長選考規程【資料 2-9-17】 

 

（3）3－2の改善・向上方策（将来計画） 

・ 法人の役員、理事等の役割も明確に定められており、大学の使命・目的を達成する

ための管理運営体制は適切に機能している。本学の教育目的達成のために、学長の

強いリーダーシップのもと「理事会」と連携しながら、地域密着型大学としてさら

なる教育研究の水準向上を目指している。 

 

 

3－3 大学の意思決定の仕組み及び学長のリーダーシップ 

≪3－3の視点≫ 

3-3-① 

3-3-② 

大学の意思決定組織の整備、権限と責任の明確性及びその機能性 

大学の意思決定と業務執行における学長の適切なリーダーシップの発揮 

 

（1）3－3の自己判定 
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・ 基準項目 3－3を満たしている。 

 

（2）3－3の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 学長を中心とした大学運営を補佐する副学長を置いている。２人の副学長は教務・

学生支援と研究支援に役割を分担しているが、全学的案件に対しては２人の副学長

が学長を補佐している。学長が適任者を副学長として推薦し、学長の申出に基づい

て理事長が任命している。学長、副学長、系主任、事務局長からなる「評議会」は

学長の諮問機関であり、人事案件を諮問している。人事を除く案件は、附属機関長

（教務部長、学生部長、入試部長、広報部長、就職部長、大学院運営部長）、附属施設

長（図書館・医薬情報センター長、中央機器センター長、実験動物センター長、RI セン

ター長、薬用植物園長、薬学教育センター長、生涯学習センター長）を加え拡大した評

議会（「評議会（拡大）」）に諮問している。「評議会（拡大）」は毎月定例で開催している。

「教授会」は教授、事務局長が構成員となり、主に人事案件を審議している。全教員が

出席する拡大した教授会（「教授会（拡大）」）は毎月の最終週に定例開催し、学籍異動、

学内規程、入試判定などを審議するほか、附属機関、附属施設、常設委員会の長が全教

員で共有すべき事項を報告している。「大学院研究科委員会」は大学院担当教授、事務局

長が構成員となり、大学院担当教員の人事を審議している。拡大した大学院研究科委員

会（「大学院研究科委員会（拡大）」）は全大学院担当教員が構成員となり、「教授会（拡

大）」の開催日に合わせて開催し、大学院に関係する人事以外の案件を議案としている。

なお、事務局課長はオブザーバーとして、「教授会」「教授会（拡大）」「大学院研究科委

員会」「大学院研究科委員会（拡大）」に出席している。いずれの会議も学長が議長とな

り議事を進行している。会議議事録は、総務課長が作成し、事務局長が確認後、学長の

承認を受けて各会議の構成員が確認している。【資料 3-3-1】〜【資料 3-3-6】 

・ 附属機関は部長及び主任が構成員となり、組織規程に基づく事項について協議して

いる。附属施設はセンター長（「薬用植物園」の場合は園長）と主任（「生涯学習セ

ンター」）を除く）によって管理され、施設を運営するために運営委員会を設置して

いる。運営委員会は、センター長が議長となり施設運営、業務計画などを審議して

いる。常設委員会は組織・運営規程に基づく事項について協議し実行している。附

属機関、附属施設、常設委員会には関連担当事務局職員が構成員として入り、教員

と事務とが連携できる組織としている。また、会議における審議内容は議事録に残

し、学長に報告するとともに、重要事項は「教授会（拡大）」で審議あるいは報告し

ている。【資料 3-3-7】〜【資料 3-3-9】 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 3-3-1】北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-1 教育組織規程【資料 1-1-1】 

【資料 3-3-2】 北海道薬科大学組織系統表（平成 26（2014）年 4月 1日現在）【資料 1-3-5 

に同じ】 

【資料 3-3-3】北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-5 評議会規程【資料 1-3-4 に同

じ】 
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【資料 3-3-4】北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-2 教授会規程【資料 1-3-7 に 

同じ】 

【資料 3-3-5】北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-3 大学院研究科委員会規程 

【資料 1-3-9 に同じ】 

【資料 3-3-6】北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-4 教授会、研究科委員会組織に 

関する申し合わせ【資料 1-3-8 に同じ】 

【資料 3-3-7】北海道薬科大学規程集 2 組織・運営（各附属機関の規程等） 

【資料 1-1-1】 

【資料 3-3-8】北海道薬科大学規程集 2 組織・運営（各附属施設の規程等） 

【資料 1-1-1】 

【資料 3-3-9】北海道薬科大学規程集 2 組織・運営（各常設委員会の規程等） 

【資料 1-1-1】 

 

（3）3－3 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 大学運営に関わる附属機関、附属施設、常設委員会は学長のもとに組織され、各規

程のもとで運営されている。各組織で審議された内容は、会議議事録を通して学長

に報告しているが、緊急性の高い事項については、組織長が直接学長に面談して方

針を確認している。今後も、意思決定に関わる組織と学長のリーダーシップの適切

なバランスは保っていく。 

 

 

3－4 コミュニケーションとガバナンス 

≪3－4の視点≫ 

3-4-① 

 

3-4-② 

3-4-③ 

法人及び大学の各管理運営機関並びに各部門の間のコミュニケーションによる意

思決定の円滑化 

法人及び大学の各管理運営機関の相互チェックによるガバナンスの機能性 

リーダーシップとボトムアップのバランスのとれた運営 

 

（1）3－4の自己判定 

・ 基準項目3－4を満たしている。 

 

（2）3－4の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 法人の議決機関である「理事会」や諮問機関である「評議員会」の運営を円滑に行

うため、「寄附行為」第16条に基づき「常任理事会」を設置し、法人の業務に関する

重要事項を除き審議・決定し、その審議結果を「理事会」に報告している。また、

法人の管理運営、将来計画、その他重要事項の策定に関し、理事長の諮問機関とし

て「運営協議会」を設置し、理事長の諮問事項のほか、「理事会」「評議員会」に諮

る事業の重要案件を事前に協議し、提案内容を調整するとともに、全体の意見調整

を行っている。「運営協議会」は、理事長、専務理事、常務理事、法人本部の各部長

（経営企画部、総務部、人事部、財務部、収益事業部）、各設置校の学長、副学長、
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事務局長、校長、副校長、教頭、事務長で構成され、「学校法人北海道科学大学運営

協議会規程」に基づき、月に１回開催を原則としている。【資料3-4-1】 

・ 法人全体の事務を統括するための管理部門として法人本部を組織し、法人全体の事

務について統括し、調整している。また理事長、専務理事、常務理事と法人本部各

部長、室長、各課長による「本部会議」（毎週開催）が設置され、定期的に設置校の

教育活動状況等について情報の共有化を図っている。【資料3-4-2】 

・ 法人は、本学のほかに「北海道科学大学（平成26（2014）年４月 北海道工業大学か

ら校名変更）」「北海道科学大学短期大学部（平成26（2014）年４月 北海道自動車短

期大学から校名変更）」「北海道尚志学園高等学校」「北海道自動車学校」を設置して

いる。各設置校の連携を密にするため、「常任理事会」「運営協議会」を設置し、十

分な意思疎通のもとに管理部門と教学部門間の連携を図っている。 

・ 大学の管理運営は私立学校法、学校教育法に基づいており、責任者として法人側に

理事長、大学側に学長を置いている。法人の管理運営は、「学校法人北海道科学大学

寄附行為」「学校法人北海道科学大学組織規程」、及びこれら規程に基づき定められ

た関連規程等に則って行っている。 

・ 北海道薬科大学の管理運営は、「北海道薬科大学学則」「北海道薬科大学大学院学則」、

及びこれら規程に基づき定められた関連規程等に則って行っている。事務部門の管

理運営は、「学校法人北海道科学大学法人本部事務組織・分掌規程」「北海道薬科大

学事務組織規程」に則って行っている。【資料3-4-2】〜【資料3-4-6】 

・ 学長のほか、理事である副学長も「理事会」「常任理事会」に出席しており、大学の

情報や課題等は「理事会」「常任理事会」に逐次報告され、学外理事を含めた全ての

理事が確認している。また、「理事会」「常任理事会」の情報や決定事項等は、学長、

副学長を通して学内の「評議会（拡大）」「教授会（拡大）」等に報告されており、法

人及び大学の管理運営機関が相互チェックする体制は整備され、適切に機能してい

る。 

・ 「学校法人北海道科学大学監事監査規程」を定め、監事の監査機能について規定し

ている。寄附行為の監事定数は２人であり、「監事は、この法人の理事、職員（学長

（校長）、教員、その他の職員を含む。）又は評議員以外の者であって、評議員会の

同意を得て、理事長が選任する。」と定めている。平成26（2014）年５月現在、２人

の外部有識者が非常勤の監事として就任している。監事の任期は４年となっている。

監事は「常任理事会」「評議員会」に出席し、法人の業務の監査等を行っている。ま

た、寄附行為に「この法人の業務又は財産の状況について、毎会計年度、監査報告

書を作成し、当該会計年度終了後２ヶ月以内に「理事会」及び「評議員会」に提出

すること、「理事会」に出席して意見を述べること」が定められている。【資料3-4-7】

〜【資料3-4-9】 

・ 評議員の定数は24人から64人であり、選任区分は、寄附行為により規定している〔（基

準3-2 表3-2-1 理事、監事、評議員の選任方法）参照〕。「評議員会」の議長は、会

議のつど評議員の互選で選任され、会の進行等を行っている。平成26（2014）年５

月現在の現員は、第１号評議員９人、第２号評議員３人、第３号評議員４人、第４

号評議員21人の合計37人であり、任期は４年である。平成25（2013）年度中に開催



北海道薬科大学 

70 

 

された評議員会の出席率は85％以上（書面による表決を含む）であり、良好な出席

状況のもと適切に運営されている。【資料3-4-10】 

・ 理事長は「理事会」をまとめ、理事長の諮問機関として「運営協議会」を主宰して

法人の経営に適切なリーダーシップを発揮している。理事長は年頭（１月）の新年

交礼会式辞等において、全教職員に向けて進むべき指針を定期的に示しており、理

事長の経営方針や重要な意思決定については、これらを文書として全教職員に発信

し、浸透させている。理事長の基本方針をうけて、本学においては、各部会・委員

会が諸施策を審議・提案し、「教授会（拡大）」で確認した上で実行している。【資料

3-4-11】 

・ 法人は平成22（2010）年９月に「将来計画検討委員会」を設置した。一方で、法人

及び各設置校の教職員から構成されるワーキング・グループを設置し、UI策定、設

置校の移転、法人創立100周年記念事業について検討している。ワーキング・グルー

プでの検討結果は「将来計画検討委員会」に報告され、さらに理事長に答申後、「理

事会」に提案している。【資料3-4-12】〜【資料3-4-15】 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 3-4-1】 学校法人北海道科学大学規程集 2-09運営協議会規程【資料2-9-17】 

【資料 3-4-2】 学校法人北海道科学大学規程集 2-06組織規程【資料2-9-17】 

【資料 3-4-3】 北海道薬科大学規程集 1学則：1-1学部学則【資料F-3】【資料1-1-1に 

同じ】 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/information/pdf/department-regulations_h25.pdf 

【資料 3-4-4】 北海道薬科大学規程集 1学則：1-2大学院学則【資料F-3】【資料1-1-6 

に同じ】 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/information/pdf/graduate-regulations.pdf 

【資料 3-4-5】  学校法人北海道科学大学規程集 2-07法人本部事務組織・分掌規程【資 

料2-9-17】 

【資料 3-4-6】  北海道薬科大学規程集 2組織・運営：2-75事務組織規程【資料1-1-1】 

【資料 3-4-7】 学校法人北海道科学大学規程集 2-26監事監査規程【資料2-9-17】 

【資料 3-4-8】 監事による監査報告書 http://www.ed.hus.ac.jp/11.html 

【資料 3-4-9】 監事の職務執行状況 

【資料 3-4-10】理事会、評議員会、常任理事会の開催状況【資料3-2-3に同じ】 

【資料 3-4-11】「尚志学園報」（平成26(2014)年第1号） 

【資料 3-4-12】学校法人北海道科学大学規程集 2-18将来計画検討委員会開催要領 

【資料3-1-5に同じ】 

【資料 3-4-13】ブランドブック2013【資料1-1-10に同じ】別冊 

【資料 3-4-14】工大・薬大連携ワーキング・グループ開催要領 

【資料 3-4-15】学校法人北海道科学大学規程集 2-20記念事業検討委員会開催要領 

【資料2-9-17】 

 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/information/pdf/department-regulations_h25.pdf
http://www.hokuyakudai.ac.jp/information/pdf/graduate-regulations.pdf
http://www.ed.hus.ac.jp/11.html
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（3）3－4の改善・向上方策（将来計画） 

・ 管理部門と教学部門との管理運営体制とその連携は適切に図られているが、さらに

学生の要望や社会的ニーズを踏まえて、常に自己点検・評価を行いながら教育研究

を推進する。 

・ 理事長は、法人の永続性を保ち、未来に向けた発展のため指針を示し、これらの指

針のもと全教職員が一致団結して新たな教育体制を構築していく。 

3－5 業務執行体制の機能性 

≪3－5の視点≫ 

3-5-① 

 

3-5-② 

3-5-③ 

権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した組織編制及び職員の配置による

業務の効果的な執行体制の確保 

業務執行の管理体制の構築とその機能性 

職員の資質・能力向上の機会の用意 

 

（1）3－5 の自己判定 

・ 基準項目 3－5を満たしている。 

 

（2）3－5の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 「学校法人北海道科学大学理事会業務委任規程」「学校法人北海道科学大学法人本部

業務委任規程」に基づき、「常任理事会」、理事長、学長、校長及び法人本部の各部

署へ権限を適切に委任している。【資料 3-5-1】【資料 3-5-2】 

・ 「学校法人北海道科学大学組織規程」において、学校教育法及び学校教育法施行規

則に基づく必要な組織、理事長に委任された業務を円滑に執行するにあたり必要な

組織・職員の編成について定めている。また、理事長の業務を補佐するための専務

理事と特定部門の業務を担当するための常務理事を「学校法人北海道科学大学寄附

行為」「学校法人北海道科学大学常務理事の担当業務に関する内規」に基づき任命す

ることにより、権限の適切な分散と理事長業務の負担軽減を図っている。【資料

3-5-3】〜【資料3-5-5】 

・ 「学校法人北海道科学大学組織規程」に定められた組織では、「学校法人北海道科学

大学法人本部事務組織・分掌規程」「北海道薬科大学事務組織規程」に基づき、事務

業務を処理するための事務組織を編成し、業務分掌により適切な業務の分担と必要

な職員を配置している。【資料3-5-6】【資料3-5-7】 

・ 職員の採用、異動及び昇格は、法人本部に設置した人事担当の常務理事を中心に構

成される「人事制度検討委員会」において、法人及び大学の業務内容や将来の事業

計画、職員の年齢構成、各職員の適正・勤務実績及び各設置校の事務局長（あるい

は事務長）の意見を総合的に勘案し、適切かつ計画的に実施している。職員は専任

のみでなく、各部署の業務内容や目的に応じて、契約職員、派遣職員、学生アルバ

イト等（短時間の期間雇用）を配置して業務の効率化を図っている。【資料3-5-8】 

・ 異動によって職員を適正に配置する基本的な考え方と基準を「学校法人北海道科学

大学人事異動の指針」に定め、異動の原則、基準、時期等を明確にしている。各職

員の適性・勤務実績等を勘案した適材適所の職員配置を行うことで、円滑な業務運
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営の推進を図るとともに、職務遂行能力の育成・向上を図り中長期にわたる人事計

画を想定し、有能な後継者の育成を図っている。【資料3-5-9】 

・ 業務の効率的な執行体制の確立のためには、組織体制のみならず、職員の資質の向

上が必須である。職員も専門的知識が要求される場面が多くなってきている現状を

鑑みると、人材育成はもちろんであるが、採用時点において優秀な職員を確保する

ことが重要となる。職員の採用は、従前の法人設置校卒業生を対象とした面接中心

の採用試験を改め、平成23（2011）年度より法人のホームページや新聞への求人情

報の掲載など広く公募を行い、書類選考、適性検査を加えた筆記試験、複数回の面

接といった採用試験を実施し、優秀な職員の確保に努めている。【資料3-5-10】 

・ 法人内の教職員の平均年齢は47.6歳と高く、51歳以上の職員が44.3％を占めている

ことから、平成22（2010）年度に導入した選択定年制度により早期退職者に対する

退職金の優遇制度を設け、若返りを図っている。【資料3-5-11】 

 

表 3-5-1 学校法人北海道科学大学専任教職員年齢構成表 

（平成 26（2014）年 4月 1 日現在） 

職種 
年齢 

～25 歳 ～30 歳 ～35 歳 ～40 歳 ～45 歳 ～50 歳 ～55 歳 ～60 歳 60 歳超 計 

教育職員 1 10 26 38 42 52 49 50 46 314 

事務技術職員 11 12 16 8 19 13 21 24 7 131 

計 12 22 42 46 61 65 70 74 53 445 

 

・ 法人の業務は、「学校法人北海道科学大学寄附行為」「学校法人北海道科学大学理事

会会議規則」「学校法人北海道科学大学評議員会会議規則」に基づき設置される「理

事会」「評議員会」において決定している。しかし、重要事項を除いては「学校法人

北海道科学大学寄附行為」「学校法人北海道科学大学常任理事会会議規則」に基づき

設置した、常勤の理事で構成する「常任理事会」において審議・決定している。「常

任理事会」は毎月１回開催され、法人の日常の管理・運営に必要な事項について速

やかに意思決定している。【資料 3-5-12】〜【資料 3-5-14】 

・ 「常任理事会」とは別に「学校法人北海道科学大学運営協議会規程」に基づき、理

事長の諮問機関として、理事長、専務理事、常務理事、学長、副学長、校長、副校

長、教頭、法人本部の部長、事務局長、事務長で構成する「運営協議会」を設置し、

法人の管理運営・将来計画、その他重要事項の策定について協議している。「運営協

議会」を毎月１回開催し、理事長の諮問事項のほか、「理事会」「評議員会」に諮る

事業の重要案件を事前に協議し、提案内容を精査するとともに、法人全体の意見調

整を行っている。【資料 3-5-15】 

・ 「学校法人北海道科学大学組織規程」に、理事長の諮問機関として、委員会等を設

置することができるよう定めている。諮問案件に応じて専門知識を有する教職員等

を構成員とする委員会等を適宜設置し、諮問事項について集中的に検討・協議する

ことにより、意思決定を速やかに行える体制を整えている。【資料 3-5-3】 
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・ 特定部門の業務を担当するための常務理事を「学校法人北海道科学大学寄附行為」、

「学校法人北海道科学大学常務理事の担当業務に関する内規」に基づき任命してお

り、特定部門の責任者としての管理体制を整えている。【資料 3-5-16】 

・ 法人業務の執行状況と財産状況は、「学校法人北海道科学大学監事監査規程」に基づ

き、監事が適切に監査を実施している。また、「学校法人北海道科学大学内部監査規

程」「学校法人北海道科学大学内部監査実施細則」に基づき、法人本部に「内部監査

室」を設置し、法人の運営諸活動の遂行状況を適法性・妥当性の観点から公正かつ

客観的な立場で検討・評価し、その助言・提言を行っている。また、「内部監査室」

は監事及び公認会計士との連携を図ることで、有効かつ効率的な監査を実施するこ

とが可能となっている。【資料 3-5-17】〜【資料 3-5-19】 

・ 職員の資質向上を目的に、平成 23（2011）年度以降の採用者から、法人全体の職員

採用時に外部講師による集合研修を実施し、その後毎月１回計５回のフォローアッ

プ研修を法人内の職員を講師として実施している。また、直属の上司と新人職員が

面談して育成計画を立て、新人職員に明確な目標を持たせることとした。さらに、

採用から６ヶ月の間、新人職員からの業務報告、上司からの勤務状況報告を毎月提

出させ、育成状況を把握し、新人職員と直属の上司に対し助言を行える体制を整え

た。【資料 3-5-20】 

・ 法人全体の管理職の資質向上を目的に、平成 24（2012）年度には係長職に対して、

平成 25（2013）年度には課長職に対して、外部講師による集合研修を実施し、講義

やグループディスカッションを通じて、管理職としての役割や部下育成などについ

て再認識する機会を設けた。【資料 3-5-21】 

・ 事務職員は、「文部科学省」「日本私立学校振興・共済事業団」「私学研修福祉会」「日

本私立大学協会」「日本私立大学協会北海道支部」「日本私立短期大学協会」が実施

する各種の研修会に積極的に参加し、資質の向上を図っている。 

・ 平成 22（2010）年度からは SD 活動の一環として、「学校法人北海道科学大学自己

研鑽助成に関する取扱要領」を制定し、自己研鑽に係る経費を補助することにより、

職員の意識改革と資質向上に寄与している。【資料 3-5-22】【資料 3-5-23】 

・ 平成 23（2011）年度に、日常業務において行った事務の効率化や教育環境の向上を

実現できた具体的事例を表彰する「業務改善表彰」を実施した。21 件の応募があり、

そのうち優れた提案として評価された 10 件を理事長から表彰した。表彰を行うこと

により業務の改善・効率化はもちろん、職員の問題意識の向上を図れるものと期待

し、平成 24（2012）年度に「学校法人北海道科学大学業務改善表彰制度実施要領」

を新たに制定し、継続的に実施することで、職員のモチベーションの向上や職場の

活性化を目指している。【資料 3-5-24】【資料 3-5-25】 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 3-5-1】 学校法人北海道科学大学規程集 2-04 理事会業務委任規程 

【資料 3-2-5 に同じ】 

【資料 3-5-2】 学校法人北海道科学大学規程集 2-08 法人本部業務委任規程 
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【資料 2-9-17】 

【資料 3-5-3】 学校法人北海道科学大学規程集 2-06 組織規程【資料 3-4-2 に同じ】 

【資料 3-5-4】 学校法人北海道科学大学規程集 1-01 寄附行為【資料 F-1】 

【資料 3-5-5】 学校法人北海道科学大学規程集 2-05 常務理事の担当業務に関する内 

規【資料 3-2-6 に同じ】 

【資料 3-5-6】  学校法人北海道科学大学規程集 2-07 法人本部事務組織・分掌規程【資 

料 3-4-5 に同じ】 

【資料 3-5-7】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-75 事務組織規程【資料 3-4-6 

に同じ】 

【資料 3-5-8】 学校法人北海道科学大学規程集 4-14 職員の勤務調査に関する規程 

【資料 2-9-17】 

【資料 3-5-9】 学校法人北海道科学大学人事異動の指針 

【資料 3-5-10】学校法人北海道科学大学ホームページ 求人案内 

http://www.ed.hus.ac.jp/pdf/saiyou_20140423.pdf 

【資料 3-5-11】学校法人北海道科学大学規程集 4-23 選択定年規程【資料 2-9-17】 

【資料 3-5-12】 学校法人北海道科学大学規程集 2-01 理事会会議規則【資料 3-2-1 に 

同じ】 

【資料 3-5-13】 学校法人北海道科学大学規程集 2-02 評議員会会議規則【資料 3-2-2 

に同じ】 

【資料 3-5-14】 学校法人北海道科学大学規程集 2-03 常任理事会会議規則【資料 

3-2-4 に同じ】 

【資料 3-5-15】 学校法人北海道科学大学規程集 2-09 運営協議会規程【資料 3-4-1 に 

同じ】 

【資料 3-5-16】 学校法人北海道科学大学規程集 2-05 常務理事の担当業務に関する内 

規【資料 3-2-6 に同じ】 

【資料 3-5-17】 学校法人北海道科学大学規程集 2-26 監事監査規程【資料 3-4-7 に同 

じ】 

【資料 3-5-18】 学校法人北海道科学大学規程集 2-27 内部監査規程【資料 3-1-9 に同 

じ】 

【資料 3-5-19】 学校法人北海道科学大学規程集 2-28内部監査実施細則【資料2-9-17】 

【資料 3-5-20】 平成 26（2014）年度新人職員（事務職員）研修 

【資料 3-5-21】集合研修実施案内・日程（平成 24（2012）年度中堅管理職研修会、 

平成 25（2013）年度管理職研修会） 

【資料 3-5-22】 学校法人北海道科学大学規程集 5-10 自己研鑽費助成に関する取扱要 

領【資料 2-9-17】 

【資料 3-5-23】 平成 25（2013）年度自己研鑽費使用実績集計表 

【資料 3-5-24】 学校法人北海道科学大学規程集 4-18 業務改善表彰制度実施要領 

【資料 2-9-17】 

【資料 3-5-25】 平成 25（2013）年度業務改善表彰制度選考結果 

 

http://www.ed.hus.ac.jp/pdf/saiyou_20140423.pdf
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（3）3－5の改善・向上方策（将来計画） 

・ 職員の異動、配置、昇格、昇給などの適正化を図るとともに、能力・資質の向上、

勤労意欲の促進、組織の活性化を図ることを目的とした「人事考課制度」を導入す

べく、平成 25（2013）年度に実施したトライアル人事考課結果を検証し、早期に本

格導入を目指す。 

・ 法人本部を含めた設置校間の一層の連携強化を図るため、職員の積極的な人事異動

を進める。 

・ 適正な職員の配置を行うために、年齢構成に配慮した中長期的な採用計画に基づき、

質の高い優秀な人材の確保に努める。また、定年後の再雇用者を後継者育成に有効

活用する方法を検討する。 

・ 平成 27（2015）年４月に、「北海道薬科大学」「北海道科学大学」「北海道科学大

学短期大学部」及び「学校法人北海道科学大学」が、前田キャンパスに集約される

ことに伴い、より効果的な業務執行体制を築くべく、事務組織の見直しを図る。 

・ 職員に対する法人全体の学内研修として、平成 23（2011）年度以降の新規採用者か

ら採用時における研修会、平成 24（2012）年度には係長職を対象とした「中堅管理

職研修会」、平成 25（2013）年度には課長職に対する「管理職研修会」を実施し、

今後も継続的に研修会を開催することにより職員の資質向上に努める。 

 

 

3－6 財務基盤と収支 

≪3－6の視点≫ 

3-6-① 

3-6-② 

中長期的な計画に基づく適切な財務運営の確立 

安定した財務基盤の確立と収支バランスの確保 

 

（1）3－6 の自己判定 

・ 基準項目 3－6を満たしている。 

 

（2）3－6の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 年々悪化傾向にある財務状況であるが、将来の収入見通しや新たな事業の実施等を

見据え、計画的に改善しながら、次年度の予算編成方針を示している。具体的には、

法人全体の帰属収支差額は常に黒字を維持することを前提に、設置校ごとに目標数

値として消費支出比率の数値目標を設定するとともに、施設設備関係支出について

は、法人全体で帰属収入の６％以内を目安とする基本事項を打ち出している。【資料

3-6-1】 

・ 施設設備を含めた将来計画については、平成 22（2010）年９月に法人全体の計画を

大局的に検討する委員会として「将来計画検討委員会」を設置した。当初、「将来計

画検討委員会」の下に３つの専門部会を設置して特定の事項を審議または協議する

とともに、外部機関からの意見も取り入れ、平成 24（2012）年 11 月には「教学体

制の再構築計画」と連動した「キャンパス再整備計画マスタープラン」として理事

長に答申した。現在、当面の中期事業計画として「教学体制の再構築並びにキャン
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パス再整備計画」が進行中である。【資料 3-6-2】 

・ 帰属収入の大部分を占める学生生徒等納付金収入の比率は、全国平均値※1（85.0％）

を上回る 86.7％になっており、過去５年間の入学者数を見ても入学定員は確保され

安定した状態となっている。【表 3-6】 

・ 大学運営上の財務指標の一つである教育研究経費比率は、全国平均値※1（37.1％）

を若干下回る 34.0％となっている。人件費比率については、全国平均値※1（33.1％）

とほぼ同じ 33.6％となっている。 

・ 全体的な収入と支出のバランスを表わす帰属収入に対する消費支出の割合である消

費支出比率は、72.7％と全国平均値※1（77.6％）を下回る比率となっている。 

・ 貸借対照表上の主要な財務比率について、平成 25(2013)年度にキャンパス再整備計

画の実施に伴う市中金融機関から 25 億円の借り入れを実行したが、全国平均値※2と

の比較では、概ね健全な比率を保っている。【表 3-7】 

・ 固定資産構成比率は全国平均値※2（86.7％）よりもやや高い 92.7％であり、また流

動資産構成比率は全国平均値※2（13.3％）より低い 7.3％となっている。前者につい

ては、固定資産の中のその他の固定資産（特定資産等）の比率が高くなっているこ

とによるものであり、後者については、現金預金保有額の目安を 30 億円程度として

おり、それ以外の資金については特定資産として運用益の高い長期預金や公共債等

（その他の固定資産）で保有しているためである。 

・ 平成 24（2012）年度には、キャンパス再整備計画に伴う第２号基本金の計画的な組

入れ並びに「学校法人北海道科学大学奨学基金」の創設により第３号基本金の組入

れを実施し、財務基盤の安定化を図っている。【資料 3-6-3】 

・ 平成 24（2012）年４月に法人の収益事業として「北海道薬科大学附属薬局」を開設

した。附属薬局は収益事業として運営するとともに、６年制教育に必要な実務実習

の受入れ施設としても機能している。【資料 3-6-4】【資料 3-6-5】 

※1 私学事業団発行の「今日の私学財政」平成 25（2013）年度版における平成 24（2012）年度の消費収支

計算書（系統区分：単一学部 薬学部 大学部門）の値 

※2 私学事業団発行の「今日の私学財政」平成 25（2013）年度版における平成 24（2012）年度の貸借対照

表（医歯系法人を除く大学法人）の値 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 3-6-1】平成 26（2014）年度学校法人北海道科学大学 事業計画書【資料 F-6】 

【資料 3-6-2】学校法人北海道科学大学規程集 2-18 将来計画検討委員会開催要領【資 

料 3-1-5 に同じ】 

【資料 3-6-3】学校法人北海道科学大学規程集 6-10 奨学基金規程【資料 2-9-17】 

【資料 3-6-4】学校法人北海道科学大学規程集 2-14 北海道薬科大学附属薬局運営委員 

会規程【資料 2-9-17】 

【資料 3-6-5】北海道薬科大学ホームページ 北海道薬科大学附属薬局

http://www.hokuyakudai.ac.jp/fuzokuyakkyoku/ 

【表 3-6】  消費収支計算書関係比率（大学単独） 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/fuzokuyakkyoku/
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【表 3-7】  貸借対照表関係比率（法人全体のもの） 

 

（3）3－6 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 平成 24（2012）年 12 月に、法人創立 100 周年に向けたブランドビジョン「2024 年

までに、基盤能力と専門性を併せ持つ人材を育成し、地域と共に発展・成長する北

海道 No.1 の実学系総合大学を実現します。」を打ち出し、新しい「学校法人北海道

科学大学」像の方向性を示している。これに伴い、今後、複数年にわたる設備投資

を行うが、着実に「教学体制の再構築及びキャンパス再整備計画」を展開していく

ために、財務基盤の安定化を図っていく。 

 

 

3－7 会計 

≪3－7の視点≫ 

3-7-① 

3-7-② 

会計処理の適正な実施 

会計監査の体制整備と厳正な実施 

 

（1）3－7の自己判定 

・ 基準項目 3－7を満たしている。 

 

（2）3－7の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 会計処理は、「学校法人会計基準」に準拠して行っており、会計処理上の問題点が

生じた場合は、随時、公認会計士に確認し、適切な処理を行うよう努めている。 

Ⅰ. 予算編成関係 

  予算の決定については、次の要領により決定している。 

１) 10 月上旬に設置校ごとの次年度予算の編成基準を設定し、理事長から各設置校の

長に対して通知する。 

２) 12 月中旬までに設置校から次年度概算予算が法人本部へ提出され、必要に応じて

ヒアリングを実施する。 

３) 法人本部は、全体の状況を勘案し、２月上旬に各設置校への具体的な予算編成基

準額を通知する。 

４) 設置校において、２月下旬までの間に次年度入学者数の見通しを再度精査し、２

月末までに、次年度予算書を法人本部へ提出する。 

５) 以上の経過を経て次年度予算の最終案を策定し、３月下旬開催の「理事会」「評

議員会」に諮る。 

６) 「理事会」「評議員会」の承認を経て、その翌日には各設置校に対して予算決定

額を通知する。 

７) ３月下旬の理事会で承認された予算において、その後、入学者と就学者の確定に

より、学生生徒等納付金が大きく減少することが見込まれる場合は、基本的には支

出面でも減額の調整をする必要が生じることから、４月中に予算修正案を作成し、

５月末の「理事会」「評議員会」で再度予算案を諮ることになる。 
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  12 月に上半期の予算執行状況と事業計画の見直しにより、補正予算の編成を実施し

ている。なお、12 月の補正予算確定後、さらに補正が必要となる場合は３月に最終の

補正予算を編成することとなる。 

 

Ⅱ. 予算執行関係 

  予算執行上の決裁権に関わる取り決めとして、各設置校のうち、大学、短期大学部

において、１件の支出額が 500 万円を超えるものについては、理事長の承認を得るこ

ととしている（旅費、研究研修費等、勘定科目によっては、金額の多寡にかかわらず

各設置校の長に権限が委譲されているものも一部ある）。一方、１件の支出額が 500

万円未満のものについては、学長の決裁により執行することが可能となっているが、

必要性や価格等については厳正に精査し、原則として３者の見積り合わせをするなど

適正な手続きを経ている。また、予算外項目の執行については原則として認めていな

いが、止むを得ない事情と判断された場合のみ、手続きにより執行を認めている。 

 

Ⅲ. 経理関係規程 

  経理に関する基準や具体的な事務処理要領は、「経理規程」「予算執行規程」「固定資

産及び物品管理規程」「固定資産会計要領」「調達規程」を定めている。【資料 3-7-1】

〜【資料 3-7-5】 

 

・ 監査は、以下のとおり、公認会計士及び監事により適正に行われている。 

Ⅰ. 公認会計士による監査 

  私立学校振興助成法第 14 条第 3項の規定に基づく監査は、中間監査及び期末監査

として、法人本部において、それぞれ５日間、１日６～７人により、資産関係の取得

等に係る稟議書、「理事会」「評議員会」の議事録、収支に係る証憑等の確認、基本金

台帳、固定資産明細表、財産目録等の監査が実施されている。また、実地監査では、

先に実施された中間監査の情報を基に資産関係の現物確認、外部資金等（委託研究）

受入・執行状況、勤怠等についての監査が実施されている。さらに、期末現金・預金

監査では、会計年度終了時点（３月末日）での現金確認、預金証書等の現物確認や、

各銀行から取り寄せた残高証明との照合等の監査が実施されている。平成 25（2013）

年度会計に関する監査状況を、表 3-7-1 に示した。 

 

表 3-7-1 平成 25（2013）年度会計に関する公認会計士による監査状況 

                           （法人本部資料） 

実施日 公認会計士人数 内容 

平成 25(2013)年 12 月 16 日～20 日 延べ 19 人 中間監査 

平成 26(2014)年１月 14 日 ２人 実地監査（北海道薬科大学） 

平成 26(2014)年１月 15 日 ２人 実地監査（北海道工業大学） 

平成 26(2014)年４月 11 日 １人 期末現金・預金監査 

平成 26(2014)年６月２日～６日 延べ 28 人 期末監査 
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Ⅱ. 監事による監査 

  毎年、５月下旬に開催される決算「理事会」に先駆けて、以下のとおり、監事によ

る監査を実施している。 

１) 財産状況の監査－法人本部及び各設置校に係る各種計算書、諸証憑類全般にわた

る監査を実施している。 

２) 業務状況の監査－大学における事業計画の進捗状況について、関係書類等に基づ

き監査を実施している。 

また、監事は、５月下旬、12 月上旬、３月下旬に開催した「理事会」に出席して

いる。平成 25（2013）年度会計に関する監査状況は、表 3-7-2 のとおりである。【資

料 3-7-6】 

 

表 3-7-2 平成 25（2013）年度会計に関する監事による監査状況（法人本部資料） 

実施日 監査内容 監査の状況 

平成 26 

(2014)年５

月 16 日 

(1) 財産状況の監査

(平成 25(2013)

年度決算の監査) 

 
法人本部と各設置校における各種計算書、証憑書類全般のほか、

財産の管理状況の妥当性、資産・負債の含み損益把握の適切性、

基本金の適正性、収支・支出超過等の把握と中長期的視点に立

った財務状況の健全性及び収益事業の決算について監査を実施

した。 

（監査結果）常務理事と関係職員立会いのもとで監査を実施し

た結果、適正に処理、執行されていることが確認された。 

（公認会計士との連携の状況）公認会計士の監査状況について、

公認会計士と面談を行い、特に問題のないことが確認された。  

(2) 理事の業務執行

状況の監査 

理事会への出席及び理事との面談、関係規定等により、理事の

業務執行状況と各設置校の業務全般に関する状況が確認され

た。 

（監査結果）適正に業務が執行されていることが確認された。 

 

Ⅲ. 内部監査室による監査 

  平成 22（2010）年４月１日付で「内部監査室」を設置し、業務・会計処理等の執行

が適正かつ効率的に行われているかについて、主として内部統制の観点から業務監査、

会計監査等を実施している。監査の実施に際しては、監事及び公認会計士と情報交換

を行うなど、三様監査の連携を図るとともに、監査対象部局への事前調査の結果を踏

まえて実地監査を実施している。その結果、業務処理等における内部統制上に重大な

不備、欠陥、誤謬等はなく、業務は適正に執行されていることが確認されている。【資

料 3-7-7】 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 3-7-1】学校法人北海道科学大学規程集 6-01 経理規程【資料 2-9-17】 

【資料 3-7-2】学校法人北海道科学大学規程集 6-02 予算執行規程【資料 2-9-17】 

【資料 3-7-3】学校法人北海道科学大学規程集 6-03 固定資産及び物品管理規程【資料 

2-9-17】 
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【資料 3-7-4】学校法人北海道科学大学規程集 6-04 固定資産会計要領【資料 2-9-17】 

【資料 3-7-5】学校法人北海道科学大学規程集 6-05 調達規程【資料 2-9-17】 

【資料 3-7-6】監事による監査報告書【資料 3-4-8 に同じ】  

【資料 3-7-7】学校法人北海道科学大学規程集 2-27 内部監査規程【資料 3-1-9 に同じ】 

 

（3）3－7の改善・向上方策（将来計画） 

「学校法人会計基準」「学校法人北海道科学大学経理規程」及びその他関連する諸規

程に則り引き続き適正に会計処理を行うとともに、監事・公認会計士・内部監査室が

連携した三様監査体制のもと、より一層厳格な業務・会計処理を目指していく。 

 

［基準３の自己評価］ 

・ 経営の規律は寄附行為に基づいて保たれ、高等教育機関としての使命・目的実現の

ため、法人本部と各設置校が連携して、中長期事業計画、単年度事業計画に基づき

誠実に執行している。 

・ 学校教育法、私立学校法等の法令を遵守し、適切に管理・運営され、ガバナンス強

化として内部監査室監査、監事監査、監査法人監査による三様監査体制を整えてい

る。 

・ 「理事会」「評議員会」の決定事項は、各設置校の長への権限委譲によりスムーズに

意思決定され、理事長のリーダーシップと各委員会等のボトムアップが円滑に機能

している。 

・ ハラスメント防止、個人情報保護、公益通報制度、臨床・疫学研究に対しては学内

組織、規程を整備し適正に機能している。アスベスト除去工事は完了しているが、

耐震基準に対しては、校舎の老朽化問題もあり、キャンパス移転・新校舎建築で対

応する。 

・ 学内外の研修会への参加、業務改善表彰、自己研鑽に係る経費の補助などによって

職員の資質向上が図られているが、「人事考課制度」の導入によって、さらなる資質・

能力向上と適切な人員配置を行い、設置校間、教員と事務職員の連携を強化する。 

・ 入学者数は確保されており、今後も適正な入学者数を確保することを前提に将来を

見据えた中長期事業計画により収支のバランスを図る。 

・ 会計処理については学校法人会計基準に従い、監事、公認会計士、内部監査室の三

様監査体制のもと、適正かつ厳正に処理している。 
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基準 4．自己点検・評価 

 

4－1 自己点検・評価の適切性 

≪4－1 の視点≫ 

4-1-① 大学の使命・目的に即した自主的・自律的な自己点検・評価 

4-1-② 自己点検・評価体制の適切性 

4-1-③ 自己点検・評価の周期等の適切性 

 

（1）4－1 の自己判定 

・ 基準項目 4－1を満たしている。 

 

（2）4－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 学長を委員長とする常設委員会として「点検・評価委員会」を組織化している。平

成 20（2008）年度の「日本高等教育評価機構」による機関別評価の自己点検報告書

と評価報告書は、本学ホームページで公表している。【資料 4-1-1】〜【資料 4-1-3】 

・ 平成 25（2013）年度に自己点検評価書を作成し、本学外部評価委員より外部評価を

受けた。【資料 4-1-4】 

・ 平成 16（2004）年の「学校教育法」の改訂により薬剤師養成を目的とする教育課程

の修業年限は６年となった。その際の付帯事項に、「第三者評価体制の整備を進める

こと等により、高度化する薬剤師の職能を支える基礎教育及び実務で要求される知

識、技能、医療人としての倫理観、薬剤師としての責任感等が養えるような質の高

い教育の維持向上を図るよう留意すること」が明記され、６年制薬学教育独自の第

三者評価実施機関として「薬学教育評価機構」が設立された。「薬学教育評価機構」

による第三者評価は平成 25（2013）年度より開始したが、本学は平成 22（2010）年

に岡山大学薬学部、名城大学薬学部とともにトライアル評価を受審した。【資料 

4-1-5】【資料 4-1-6】 

・ 平成 24（2012）年度４月に６年制薬学教育を基礎とした４年制博士課程である大学

院薬学研究科臨床薬学専攻を設置した。大学院は臨床薬学分野で指導的役割を果た

す人材を育成することを目的としている。大学院の開設にあたり「薬学系人材養成

の在り方に関する検討会」の指定様式に基づき、自己点検の内容を評価報告書にま

とめ公表した。【資料 4-1-7】 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 4-1-1】北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-53 点検・評価委員会規程 

【資料 1-1-1】 

【資料 4-1-2】北海道薬科大学組織系統表（平成 26（2014）年 4 月 1 日現在） 

【資料 1-3-5 に同じ】 

【資料 4-1-3】北海道薬科大学ホームページ 平成 20（2008）年度大学機関別認証評価 

評価報告書 http://www.hokuyakudai.ac.jp/outline/evaluation.html 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/outline/evaluation.html
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【資料 4-1-4】平成 25（2013）年度自己点検報告書、外部評価報告書 

【資料 4-1-5】平成 23（2011）年度自己点検・評価書（トライアル版） 

【資料 4-1-6】学校教育法等の一部を改正する法律案に対する附帯決議（薬学教育関係 

抜粋）（平成 16（2004）年４月 27 日 衆議院文部科学委員会） 

http://www.pharm.or.jp/kyoiku/pdf/monka_1604.pdf 

【資料 4-1-7】北海道薬科大学ホームページ 大学院 4 年制博士課程における研究・教 

育などの状況に関する自己点検・評価 

 http://www.hokuyakudai.ac.jp/promotion/img/jikotenken_hyoka_h24.pdf  

 

（3）4－1 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 平成 29（2017）年度に「薬学教育評価機構」による第三者評価（本評価）を受審す

る計画である。薬学教育評価を６年ごと、機関別評価を７年ごとに受審することに

なるため、薬学教育評価を受審した後は、機関別評価と薬学教育評価を交互に受審

することになる。本評価の前年度には、本学の外部評価委員に意見を求めたい。 

 

 

4－2 自己点検・評価の誠実性 

≪4－2 の視点≫ 

4-2-① エビデンスに基づいた透明性の高い自己点検・評価 

4-2-② 現状把握のための十分な調査・データの収集と分析 

4-2-③ 自己点検・評価の結果の学内共有と社会への公表 

 

（1）4－2 の自己判定 

・ 基準項目 4－2を満たしている。 

 

（2）4－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 教員・大学の活動は、毎年発行する「教育・研究活動の現況」にまとめている。内

容は「教育・研究業績目録」「補助金」「学外研究助成受入れ状況」「北海道薬科大学

教育研究奨励賞採択状況」「海外研修・留学等状況」「学術交流状況」「語学研修」「博

士学位授受状況」「生涯研修」「社会活動状況」「特別講演会」「北薬特別講演会」「FD

活動」「授業アンケート調査集計グラフ」である。このうち、「教育・研究業績目録」

は、原文を「原著論文集」にまとめ、全教職員に配付している。また、「教員ポート

フォリオ」システムを導入し、教員の「基本情報」「学務／社会活動業績」「教育業

績」「研究業績」「自己管理」を記録している。教職員と学生は「教員ポートフォリ

オ」の情報を閲覧することができる。【資料 4-2-1】〜【資料 4-2-3】 

・ 平成 20（2008）年度の「日本高等教育評価機構」の評価報告書、平成 23（2011）年

度の「薬学教育評価機構」の自己点検評価書は全教職員に配付するとともに、ホー

ムページで公表している。また、６年制薬学教育を基盤とした大学院博士課程の教

育研究状況に関する自己点検評価書、動物実験に関する自己点検評価報告書、臨床・

疫学研究倫理審査等に関する手順書をホームページで公表している。【資料 4-2-4】

http://www.pharm.or.jp/kyoiku/pdf/monka_1604.pdf
http://www.hokuyakudai.ac.jp/promotion/img/jikotenken_hyoka_h24.pdf
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～【資料 4-2-8】 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 4-2-1】「2012 教育・研究活動の現況」【資料 2-6-5 に同じ】 

【資料 4-2-2】「2012 原著・総説論文集」 

【資料 4-2-3】教員ポートフォリオ（例示）【資料 2-8-12 に同じ】 

【資料 4-2-4】北海道薬科大学ホームページ 平成 20（2008）年度大学機関別認証評価 

評価報告書【資料 4-1-3 に同じ】 

【資料 4-2-5】北海道薬科大学ホームページ 平成 21（2009）年度自己評価報告書（自 

己評価 21） http://www.hokuyakudai.ac.jp/%BC%AB%B8%CA%C9%BE%B2%C121.pdf 

【資料 4-2-6】北海道薬科大学ホームページ 大学院 4 年制博士課程における研究・教 

育などの状況に関する自己点検・評価【資料 4-1-7 に同じ】 

【資料 4-2-7】北海道薬科大学ホームページ 動物実験に関する自己点検・評価報告書 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/campus/animalcenter.html#a1 

【資料 4-2-8】北海道薬科大学ホームページ 臨床・疫学研究倫理審査等に関する手 

順書 http://www.hokuyakudai.ac.jp/rinri/img/rinri_tejunsho.pdf 

 

（3）4－2 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 「教育・研究活動の現況」「教員ポートフォリオ」により、教員の活動を把握し、活

性化につなげる仕組みはできているが、これらを「基準 4－3」に記した人事考課制

度の評価データと連動させていくことが必要である。 

 

 

4－3 自己点検・評価の有効性 

≪4－3 の視点≫ 

4-3-① 自己点検・評価の結果の活用のための PDCA サイクルの仕組みの確立と機能性 

 

（1）4－3 の自己判定 

・ 基準項目 4－3を満たしている。 

 

（2）4－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 本学は、平成 20（2008）年に「高等教育評価機構」による機関別評価を受審したが、

その際、「評価報告書」に１件の「改善を要する点」と３件の「参考意見」が付され

ている。「改善を要する点」として理事会機能が指摘された。現在は管理部門である

「学校法人北海道科学大学」と教学部門である各設置校の関係は整備され、月１回

の定例の「運営協議会」が法人の管理運営、将来計画を策定するために開催されて、

さらに重要事項については外部評議員、外部理事を含めた「評議員会」「理事会」の

議に基づき方針を決定している。３件の参考意見は「SD 活動と人事評価制度導入」

「建物の耐震性への対応」「避難訓練の実施」に関してであった。３件の参考意見に

http://www.hokuyakudai.ac.jp/%BC%AB%B8%CA%C9%BE%B2%C121.pdf
http://www.hokuyakudai.ac.jp/campus/animalcenter.html%23a1
http://www.hokuyakudai.ac.jp/rinri/img/rinri_tejunsho.pdf
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対しては、以下のとおり対応している。【資料 4-3-1】 

１）「学校法人北海道科学大学」では、平成 25（2013）年度に教職員を対象とした人 

事考課制度トライアルを実施した。トライアル考課では業績に対する評価基準が多 

岐にわたり評価が困難なことから、問題点を整理したうえで、平成 26（2014）年度 

に再度トライアルを実施することとした。職員の育成においては、本学では採用・ 

転入時に「新任教職員等初回研修」を行い、入職早期に大学の現状を理解できるよ 

う務めている。また、法人では「新規採用事務職員研修」「中堅管理職研修会」「管 

理職研修会」を実施し、職員の資質向上を図っている。【資料 4-3-2】【資料 4-3-3】 

２）本学校舎は築 40 年を経過し、開学時に建築した校舎は耐震基準を満たしていない。 

傾斜地に立地していることから、教育研究を進めながらの校舎の建て替えは困難で 

あり、札幌市手稲区前田に新校舎を建築して移転することにより耐震基準を満たす 

こととした。【資料 4-3-4】 

３）平成 24（2012）年度、平成 25（2013）年度に、それぞれ「小樽市消防本部」の協 

力を得て「秋の火災予防運動」を実施している。【資料 4-3-5】 

・ 「薬学教育評価機構」では、平成 25（2013）年度より６年制薬学教育に対する第三

者評価を行っている。本学は平成 22（2010）年度にトライアル評価を受審している。

トライアル評価で指摘された事項について改善し、本評価を受審したい。【資料 

4-3-6】 

・ 毎年、刊行する「教育・研究活動の現況」「教員ポートフォリオ」には教員の教育研

究、社会活動、外部資金の獲得、FD 活動などの業績を整理し記載している。【資料 

4-3-7】【資料 4-3-8】 

・ 平成 26（2014）年度の教員のトライアル人事考課では、業績・成果、目標設定・目

標管理を用いて評価する。目標設定・目標管理では、各教員は年度当初に目標を立

て、「目標設定・管理評価表」に記載する。年度末にその到達度を評価するが、評価

した到達度は、学長、副学長で構成する「貢献度評価委員会」との面談で評価を確

定する。この仕組みにより、目標を立て、行動し、さらに次の目標をたてるという

サイクルが確立することを期待している。【資料 4-3-2】 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 4-3-1】北海道薬科大学ホームページ 平成 20（2008）年度大学機関別認証評価 

評価報告書【資料 4-1-3 に同じ】 

【資料 4-3-2】平成 26（2014）年度 人事考課再トライアル実施要領 

【資料 2-8-13 に同じ】 

【資料 4-3-3】新任教職員等初回研修【資料 2-8-11 に同じ】、中堅管理職研修会及び管 

理職研修会【資料 3-5-21 に同じ】、新規採用事務職員研修の関連資料 

【資料 4-3-4】前田キャンパス講義棟、薬大棟耐震性能確認資料 

【資料 4-3-5】平成 24（2012）年度、平成 25（2013）年度「秋の火災予防運動」実施 

要領 

【資料 4-3-6】平成 23（2011）年度自己点検・評価書（トライアル版） 
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【資料 4-1-5 に同じ】 

【資料 4-3-7】「2012 教育・研究活動の現況」【資料 2-6-5 に同じ】 

【資料 4-3-8】教員ポートフォリオ（例示）【資料 2-8-12 に同じ】 

 

（3）4－3 の改善・向上方策（将来計画） 

・ ６年制薬学教育には、独自の第三者評価（薬学教育評価）があり、機関別評価とは

異なる視点の基準が設定されている。今後、機関別評価と薬学教育評価を交互に受

審することになるが、これらにより教育研究の質を高めていくことで大学の改革・

改善に結びつくと考えている。 

・ 人事考課制度をトライアル実施している。目標設定と到達度を評価することにより、

教員業務の自発的な改革・改善に結びつくと考えている。 

 

［基準 4 の自己評価］ 

・ 平成 20（2008）年に受審した「高等教育評価機構」による機関別評価での意見、及

び平成 25（2013）年度に作成した自己点検評価書をもとに行った本学外部評価委員

会での意見は、いずれも組織改善に結びついている。 

・ 人事考課制度の導入により、教職員の目標管理と目標到達度が明らかとなり、業務

改善につながる PDCA サイクルの仕組みができると考えている。 
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IV. 大学が使命・目的に基づいて独自に設定した基準による自己評価 

 

基準 A．地域医療・在宅医療を担う薬剤師の育成 

A-1 地域医療・在宅医療を担う薬剤師の育成 

≪A の視点≫ 

A-1-① 地域医療を担う薬剤師の育成 

A-1-② 在宅医療を推進する薬剤師の育成 

A-1-③ 東日本大震災被災地における薬剤師活動支援と教育 

 

（1）A-1 の自己判定 

・ 基準項目 A-1 を満たしている。 

 

（2）A-1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 本学では、「教育目標」である「地域社会に役立つ医療人の育成」を達成するため、

平成 18（2006）年度に文部科学省が募集した「地域医療等社会的ニーズに対応した

質の高い医療人養成推進プログラム：臨床能力向上に向けた薬剤師の養成（医療人

GP）」に、取組み名「臨床能力を育む地域体験型学習とその支援」を申請し選定され

た。この取組みは医療施設での体験学習を通して、地域医療に対する理解を深める

とともに、患者と共感できる薬剤師を育成することを目的とした。１年次は薬剤師

になることの動機付けを目的とした病院・薬局における薬剤師業務を理解するため

の見学型の「早期体験学習」、２年次は豊かな人間性、高い倫理観、医療人としての

マナーやコミュニケーション能力を培うことを目的とした介護・養護・福祉施設で

の「介護福祉体験学習」、３年次は医療関連施設（保健所、製薬企業、医薬品卸、ド

ラッグストアなど）で活躍する薬剤師の役割について理解することを目的とした「薬

剤師業務体験学習」として実施した。「医療人 GP」終了後もカリキュラムに取り入れ

必修科目として継続実施している。 

・ 地域医療・在宅医療の教育研究、体験型学習を推進するため、連携協定を締結し教

員を派遣している「夕張医療センター」「アインファーマシーズ（株）アイン薬局

（夕張店）」「医療法人 北海道家庭医療学センター 栄町ファミリークリニック（札

幌市）」「株式会社マザアス札幌事業部（要介護者向け高齢者住宅）」及び「北海

道薬科大学附属薬局（札幌市）」が学生を受入れ、医師、歯科医師、薬剤師、看護

師、介護士などの医療職と連携した実践的な学びの場を提供している。【資料 A-1-1】

【資料 A-1-2】 

・ 「夕張医療センター」「アインファーマシーズ（株）アイン薬局（夕張店）」は地

方型在宅医療の教育研究施設として活用している。“在宅医療に貢献できる薬剤師

を養成”するためには、大学内での学習（４年次前期「地域医療学」、５年次前期

「実務実習事前学習Ⅲ（薬局実習・在宅医療）」）に加えて、現場実習が必須であ

る。３年次の「薬剤師業務体験学習」において希望者は、地域の医療関連施設の仕

組み・役割・施設間連携、地域医療の中で果たす薬剤師及び他の医療スタッフの役

割・連携について深く学ぶため、連携協定を締結している「夕張医療センター」を
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中心に、医師・歯科医師による訪

問診療、訪問薬剤管理指導、訪問

看護、特別養護老人ホーム・グル

ープホームでの介護について参

加・実践型現場実習（４泊５日の

合宿制）を実施している。過去の

参加学生数は、平成 21（2009）年

度 20 人、平成 22（2010）年度 17

人、平成 23（2011）年度 20 人、

平成 24（2012）年度 20 人、平成

25（2013）年度 20 人である。この

ような学習を通じて在宅医療にお

ける薬剤師の業務、役割、課題に

ついて理解を深めている。【資料 A-1-3】〜【資料 A-1-5】 

・ 平成 21（2009）年度に「東京理科大学」が代表校となり、本学をはじめとした薬系

大学・薬学部（計９校）が文部科学省「大学教育充実のための戦略的大学連携支援

プログラム」に、取組み名「大学連携による６年制薬学教育を事例とした標準的な

基盤教育プログラムの開発」で選定された。本学は「岐阜薬科大学」と連携し、「地

域医療に根ざした教育プログラム」の開発に取組んだ。取組みでは医療多職種連携

を意図し、「自由科目セミナー」として「看護栄養学部生と学ぶ！ 実践地域医療」

を開講した。本学学生と「天使大学（札幌市）」の看護栄養学部の学生とで訪問診療、

訪問薬剤管理指導、訪問看護等の在宅医療を合宿型実習として体験した。この体験

学習は、「夕張医療センター」「天使大学」「アインファーマシーズ（株）」と締結さ

れている教育研究に関する連携協定に基づいて実施している。体験学習実施前後の

アンケート調査では、「在宅医療の必要性」や「医療系他学部学生と一緒に学ぶこと

の意義」に対する学生の認識が向上した。過去の参加学生数は、平成 22（2010）年

度 12 人（内、「天使大学」２人）、平成 23（2011）年度 18 人（内、「天使大学」７

人）、平成 24（2012）年度 15 人（内、「天使大学」６人）、平成 25（2013）年度 16

人（内、「天使大学」５人）である。【資料 A-1-6】【資料 A-1-7】 

・ 夕張地区での体験型実習が地方型在宅医療の学習の場であるのに対し、都市型在宅

医療の体験学習は、「医療法人 北海道家庭医療学センター 栄町ファミリークリニ

ック（札幌市）」「株式会社マザアス札幌事業部」「北海道薬科大学附属薬局」と

連携して行っている。都市型在宅医療では、医療・福祉の都市インフラが存在する

ため、地方とは異なる医療連携が必要である。６年次後期の「演習Ⅸ」の区分で行

い、平成 23（2011）年度５人、平成 24（2012）年度５人、平成 25（2013）年度 18

人が履修した。実施内容は、医師や訪問看護師、ケアマネージャーなどの役割を直

接在宅医療の現場において体験する、より実践的な内容としている。【資料 A-1-8】 

・ 阪神・淡路大震災の経験から、災害時において備蓄医薬品の確保、薬剤師による医

療救護活動、避難所における被災者支援等が重要な活動になることが明らかになっ

ている。東日本大震災では、薬剤師資格をもつ本学教員２人がいち早く被災地石巻

図 A-1-1 北海道薬科大学と天使大学学生と

の地域医療連携学習 
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を訪れ、薬剤師として救援活動を行った。被災地での救援活動の経験をもとに、大

学教育のなかでは１年次後期「ヒューマニズム論Ⅰ -薬と社会-」で災害時の薬剤師

の役割について教授している。【資料 A-1-9】 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 A-1-1】 文部科学省「地域医療等社会的ニーズに対応した質の高い医療人養成推 

進プログラム：臨床能力向上に向けた薬剤師の養成」 

取組み名「臨床能力を育む地域体験型学習とその支援」 

【資料 A-1-2】 北海道薬科大学規程集 10 協定（連携に関する協定書）【資料 1-1-1】 

【資料 A-1-3】 平成 26（2014）年度授業計画（シラバス）学部【資料 1-2-7 に同じ】 

【資料 A-1-4】「臨床能力を育む地域体験型学習とその支援」活動報告書 

【資料 A-1-5】「町ぐるみアーリーエクスポージャーで保健・医療・福祉連携を体験」 

       月刊薬事（平成 20（2008）年 10 月号） 

新聞記事（例示） 

【資料 A-1-6】 文部科学省「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」 

取組み名「大学連携による６年制薬学教育を事例とした標準的な基盤教育 

プログラムの開発」 

【資料 A-1-7】「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」 

成果報告書（DVD-ROM） 

【資料 A-1-8】 平成 26（2014）年度授業計画（シラバス）学部 「演習Ⅸ」 

【資料 1-2-7 に同じ】 

【資料 A-1-9】 「そのとき薬剤師は医療チームの要になった」（日経 DI ブックス） 

    「調剤と情報：災害時の薬剤業務」（じほう） 

震災時の活動新聞記事 

東日本大震災医療支援活動報告書 

 

（3）A-1 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 北海道に立地する本学にとって「地域医療を担う薬剤師の育成」は社会的使命であ

り、カリキュラム改訂後も重要な教育研究テーマと位置づけ推進する。 

 

［基準 Aの自己評価］ 

・ 文部科学省の大学教育支援プログラム（GP）と大学独自の試みを連携し、北海道の

地域医療に貢献する薬剤師を育成する教育を行っている。 

 

 

基準 B. 薬剤師生涯学習 

B-1 薬剤師生涯学習 

≪B の視点≫ 
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B-1-① 「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム」の選定 

B-1-② 「薬剤師認定制度認証機構」プロバイダーとしての生涯学習制度 

 

（1）B-1 の自己判定 

・ 基準項目 B-1 を満たしている。 

 

（2）B-1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 平成 19（2007）年度に文部科学省が募集した「社会人の学び直しニーズ対応教育推

進プログラム」に、本学の「薬学教育６年制導入に伴う薬剤師学び直しのための教

育支援プログラム」が選定された。本プログラムは、４年制薬学教育を履修した薬

剤師に対して、新しい薬物治療や病態生理学を中心とした教育支援プログラムを提

供するものであった。【資料 B-1-1】 

・ 平成 19（2007）年に「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム」に選定さ

れたプログラムは、昭和 61（1986）年度から開催している「北海道薬科大学 薬剤

師教育研修会」に新たな学習講

座を加えて薬剤師生涯学習プロ

グラムとし、薬剤師認定制度認

証機構の「生涯研修・認定制度

認証機関」のプロバイダーとし

て認証されている。プロバイダ

ーとしての認証は、全国で 10

番目であり、大学としては７番

目である。当初、生涯研修は以

下の４講座からスタートした。 

①「薬剤師アップトゥデート講座

（薬剤師教育研修会）」：最新

の医療・薬剤師を取り巻くテー

マについて講演形式で学ぶ。 

②「病態・薬物治療フォローアッ

プ講座」：疾患ごとの病態生理と

薬物治療について専門の医師と

薬剤師から講義形式で学ぶ。 

③「薬剤師スキルアップ講座」：薬

剤師が必要とする技能の向上の

ため、テーマ毎に実習・演習形

式で学ぶ。 

④「薬剤師ステップアップ講座」：

薬剤師が必要とする重点項目に

ついて、基礎から応用にわたっ

て演習形式で知識と技能を身につける。 

図 B-1-1 平成 25（2013）年度 第２回薬剤師アッ

プトゥデート講座 

 

図 B-1-2 平成 25（2013）年度 第３回薬剤師スキ

ルアップ講座 



北海道薬科大学 

90 

 

・ 「薬剤師アップトゥデート講座」と「病態・薬物治療フォローアップ講座」はイン

ターネット受講も可能となっている。講演形式の講座は、「北海道薬科大学サテライ

トキャンパス（札幌市）」で開講し、受講者の利便性を図っている。「薬剤師アップ

トゥデート講座」は年４回の開講となっているが、うち１回は北海道内の地方都市

で開催し、地方にいる薬剤師に生涯研修の場を提供している。また、平成 25（2013）

年度からは、「薬剤師スキルアップ講座」と「薬剤師ステップアップ講座」を「薬剤

師スキルアップ講座」に統合し内容を充実させた。【資料 B-1-2】〜【資料 B-1-7】 

・ 平成 25（2013）年度に開講した生涯学習講座を表 B-1-1 にまとめた。 

 

表 B-1-1 平成 25（2013）年度 生涯学習講座一覧 

薬剤師アップトゥデート講座 

（薬剤師教育研修会） 
実施日 会場 

受講者 

計 
会

場 
ﾈｯﾄ 

第１回 

(通算106回) 

チーム医療・在宅医療が進む医療現場で起こ

る薬剤師の法的責任 

講師：中外合同法律事務所 弁護士 赤羽根

秀宜 

平成 25(2013)年 

５月 17 日(金) 

北 海 道薬 科

大学 

サ テ ライ ト

キャンパス 

63 20 43 

第２回 

(通算107回) 

チーム医療で処方設計及び提案を実践するた

めの医薬品情報の活用 

講師：合資会社どんぐり工房 代表 菅野彊 

平成 25(2013)年 

７月 12 日(金) 

北 海 道薬 科

大学 

サ テ ライ ト

キャンパス 

138 52 86 

第３回 

(通算108回) 

薬剤師を要とした地域医療連携 

～健康から介護まで～ 

講師：福井大学医学部附属病院薬剤部 中村

敏明 

平成 25(2013)年 

９月７日 (土) 

ベ ル クラ シ

ック函館 
239 40 199 

第４回 

(通算109回) 

在宅が進む医療における保険薬局の取組み 

講師：(有)メディフェニックスコーポレーシ

ョン 薬局つばめファーマシー 萩田均司 

平成 25(2013)年 

11月 22日(金) 

北 海 道薬 科

大学 

サ テ ライ ト

キャンパス 

235 23 212 

        

病態・薬物治療フォローアップ講座 実施日 会場 

受講者 

計 
会

場 
ﾈｯﾄ 

第１回 

虚血性心疾患・心不全 

医師：手稲渓仁会病院 循環器内科 廣上貢 

薬剤師：旭川医科大学病院 神山直也 

平成 25(2013)年 

10 月５日(土) 

北 海 道薬 科

大学 

サ テ ライ ト

キャンパス 

62 16 46 

第２回 

アトピー性皮膚炎 

医師：旭川医科大学 皮膚科学講座 堀 仁子 

薬剤師：旭川医科大学病院 薬剤部 安達知輝 

平成 25(2013)年 

11 月９日(土) 

北 海 道薬 科

大学 

サ テ ライ ト

68 18 50 
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キャンパス 

第３回 

てんかん 

医師：旭川医科大学 精神科神経科 藤村洋太 

薬剤師： 北海道薬科大学 薬物治療学分野 

大滝康一 

平成 25(2013)年 

12月 14日(土) 

北 海 道薬 科

大学 

サ テ ライ ト

キャンパス 

76 23 53 

第４回 

機能性胃腸障害 

医師：北海道大学病院 消化器内科 間部克裕 

薬剤師： 北海道薬科大学 地域医療薬学分野 

古田精一 

平成 26(2014)年 

１月 18 日(土) 

北 海 道薬 科

大学 

サ テ ライ ト

キャンパス 

56 11 45 

第５回 

緩和医療 

医師：KKR札幌医療センター 緩和ケア科 瀧

川千鶴子 

薬剤師： 手稲渓仁会病院 がん治療管理セン

ター 久原幸 

平成 26(2014)年 

２ 月８日(土) 

北 海 道薬 科

大学 

サ テ ライ ト

キャンパス 

65 15 50 

第６回 

ワクチンと小児の感染症 

医師：旭川医科大学 小児科 小谷野伸 

薬剤師：旭川医科大学病院 薬剤部 山田峻史 

平成 26(2014)年 

３月８日 (土) 

北 海 道薬 科

大学 

サ テ ライ ト

キャンパス 

59 14 45 

        

薬剤師スキルアップ講座 実施日 会場 受講者 

第１回 

明日から必ず役立つ輸液の基礎 

北海道薬科大学 郡修徳 

【外部講師】 

琴似腎臓内科・泌尿器科 院長 山地泉 

手稲渓仁会病院 薬剤部長 本郷文教 

札幌医科大学 外科学第一講座 講師 信岡隆幸 

札幌医科大学付属病院 薬剤部 高橋和也 

平成 25(2013)年 

５月 26 日(日) 

北 海 道薬 科

大学 

 

６ 

 

第２回 

事例検討で基礎から学ぶTDMの理論と実践 

北海道薬科大学 猪爪信夫、今田愛也 

【外部講師】 

天使病院 薬剤部 相馬まゆ子、伊藤拓 

平成 25(2013)年 

６月 23 日(日) 

北 海 道薬 科

大学 

 

４ 

 

第３回 

バイタルサインの測定と症例検討 

北海道薬科大学 早勢伸正、加納誠一朗、坂東勉、

藤本哲也 

【外部講師】 

小樽掖済会病院 院長 佐々木一晃 

平成 25(2013)年 

７月 28 日(日) 

北 海 道薬 科

大学 

 

21 

 

第４回 
「わかりやすい」「使える」医薬品情報の収集と加

工のポイント 

平成 25(2013)年 

８月 25 日(日) 

北 海 道薬 科

大学 

 

15 
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北海道薬科大学 大滝康一、佐藤秀紀  

第５回 

薬剤師が担う高齢者への食・栄養支援 

～評価から実践的介入まで・大切なのは気づき～ 

北海道薬科大学 古田精一 

【外部講師】 

(有)ファーマベスト松井調剤薬局まつばら 薬剤師 

豊田義貞 

平成 25(2013)年 

９月 29 日(日) 

北 海 道薬 科

大学 

サ テ ライ ト

キャンパス 

17 

第６回 

薬剤師のためのフィジカル・アセスメント 

～褥瘡外用療法の知識と技術～ 

北海道薬科大学 早勢伸正、坂東勉、伊東佳美 

【外部講師】 

上越地域医療センター病院 薬局長 宮川哲也 

平成 25(2013)年 

10月 27日 (日) 

北 海 道薬 科

大学 
29 

第７回 

実習生、新人指導のためのプリセプターショップ 

～効果的な指導のためのリーダーのあり方～ 

北海道薬科大学 野呂瀬崇彦 

平成 25(2013)年 

12月１日(日) 

北 海 道薬 科

大学 

サ テ ライ ト

キャンパス 

9 

 

・ 平成 20（2008）年度に、薬剤師生涯研修プロバイダーとして認証されていて以来、

平成 25（2013）年度までに本学が認定した研修認定薬剤師は 22 人（更新を含めた

総認定数 28 件）である。【資料 B-1-8】 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 B-1-1】文部科学省「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム」 

http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/287175/www.mext.go.jp/b_menu/houdou/19/0

7/07072304/002/118.htm 

【資料 B-1-2】北海道薬科大学 30 周年誌 P279 卒後教育セミナー「薬剤師教育研修会」 

【資料 B-1-3】薬剤師認定制度認証機構ホームページ http://www.cpc-j.org/ 

【資料 B-1-4】北海道薬科大学生涯研修認定制度認証申請書 

【資料 B-1-5】「薬剤師認定制度認証機構」認証状 

【資料 B-1-6】北海道薬科大学ホームページ 薬剤師生涯研修認定制度 

http://www.hokuyakudai.ac.jp/shogaikenshu/ 

【資料 B-1-7】北海道薬科大学生涯研修認定制度パンフレット・申込書 

【資料 B-1-8】北海道薬科大学認定薬剤師認定証発給数（報告） 

〔平成 20（2008）年度～平成 25（2013）年度〕 

 

（3）B-1 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 「薬剤師アップトゥデート講座」はインターネット受講も可能としているので、講

座に直接参加する受講生が少ない状況である。パンフレットの配布、本学ホーム

http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/287175/www.mext.go.jp/b_menu/houdou/19/07/07072304/002/118.htm
http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/287175/www.mext.go.jp/b_menu/houdou/19/07/07072304/002/118.htm
http://www.cpc-j.org/
http://www.hokuyakudai.ac.jp/shogaikenshu/
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ページ、本学同窓会ホームページ、「北海道薬剤師会誌」「北海道病院薬剤師会

誌」などで周知しているが、魅力ある講師・講演を提供するとともにさらなる

広報活動の工夫が必要である。 

 

［基準 Bの自己評価］ 

・ 医療職は生涯にわたる学習と技能修得のために研鑽を積む必要があり、そのための

教育支援プログラムを提供している。 

 

 

基準 C．国際連携協定、海外語学研修 

C-1 国際連携協定、海外語学研修 

≪C-1 の視点≫ 

C-1-① 国際連携協定 

C-1-② 海外語学研修 

 

（1）C-1 の自己判定 

・ 基準項目 C-1 を満たしている。 

 

（2）C-1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

・ 本学は「瀋陽薬科大学（中国）」「黒竜江中医薬大学（中国）」「黒竜江省第二医院（中

国）」と学術交流協定を締結している。中国の大学・病院からはこれまで薬学系教員

あるいは医師が研究を目的として継続的に来日している。受入れ期間は当初３ヶ月

であったが、平成 25（2013）年度からは６ヶ月間滞在して研究活動を行っている。

一方、本学からはこれまで６人の教員が「瀋陽薬科大学」と「黒竜江省第二医院」

に短期訪問を行っている。訪問目的は、研究、交流、薬学教育、日本語教育などで

ある。【資料 C-1-1】 

 

表 C-1-1 中国３施設からの短期留学生の受入れ 

年度 氏名 所属 指導教員 受入れ期間 研究テーマ 

平成 22 

（2010）年度 
Meng Dali 瀋陽薬科大学 今井幹典 

５月12 日〜

８月４日 

触媒を用いた新規反応の開発と天

然物の合成への応用に関する研究 

Jin Hui 
黒竜江省第二

医院 
桜井光一 

５月12 日〜

８月４日 

酸化ストレスによる細胞内抗酸化

物質レベルの変化と遺伝子発現の

関係 

Xu Zhenhua 
黒竜江省第二

医院 
佐藤久美 

９月11 日〜

11月22日 

インスリン抵抗性に関与する情報

伝達機構の解明 

Wang Shujun 瀋陽薬科大学 丁野純男 
９月11 日〜

11月20日 

ドラッグデリバリーシステムに関

する研究 

平成 23 Liu Yang 黒竜江省第二 猪爪信夫 ５月10 日〜 薬物体内動態の個人差に関する研
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（2011）年度 医院 11月８日 究 

Wen Bin 瀋陽薬科大学 桜井光一 
11月26日〜

３月13日 

培養膵臓β細胞死に関する研究 

平成 24 

（2012）年度 Xin Meng 
黒竜江中医薬

大学 
伊藤慎二 

５月23 日〜

11月13日 

エ ス ト ラ ジ オ ー ル の ４ 位 水

酸化を指標とする CYP1B1 阻

害剤の探索  

Jiang Tingting 
黒竜江省第二

医院 
桜井光一 

11月20日〜

３月19日 

ス ト レ ス に よ る 膵 臓 β 細 胞

死における抗酸化酸素の役割  

平成 25 

(2013)年度 
Guo Yongxue 瀋陽薬科大学 和田浩二 

５月21 日〜

10月21日 

ア ル カ ロ イ ド 化 合 物 の 合 成

研究  

平成 26 

(2014)年度 
Peng Quan 瀋陽薬科大学 丁野純男 ４月23日〜 

ドラッグデリバリーシステムに関

する研究 

 

表 C-1-2 学術交流締結施設への訪問実績 

年度 訪問者 訪問先 訪問目的 概要 滞在期間 

平成

22(2010) 

年度 

丁野純男 

 

瀋陽薬科大学 研究・視

察 ・ 講

義・講演 

・薬剤学に関する研究及び中国人学生

への研究指導 

・施設、教育の現状を視察 

・日本語履修コースの中国人学生に対

する薬剤学の講義 

・大学紹介及び薬剤学の研究に関する

講演 

３月４日〜

５月 29 日 

猪爪信夫 瀋陽薬科大学 

黒竜江中医薬

大学 

黒竜江省第二

医院 

会議 ・３施設において、今後の交流につい

て意見交換 

１月６日〜

１月 11 日 

平成

23(2011) 

年度 

 

 

岡崎光洋 黒竜江省第二

医院 

視察 ・医療制度、施設、組織などの現状を

視察 

９月２日〜

９月 12 日 

猪爪信夫 

市原和夫 

瀋陽薬科大学 

黒竜江中医薬

大学 

黒竜江省第二

医院 

会議・記

念行事出

席 

・今後の交流について意見交換 

・瀋陽薬科大学の80周年記念式典に 

出席 

９月６日〜

９月 11 日 

平成

24(2012) 

年度 

川嶋恵子 瀋陽薬科大学 研究・講

義 

・天然物化学に関する研究及び中国人

学生への研究指導 

・日本語履修コースの中国人学生に対

する天然物化学の講義 

10 月８日〜

３月 31 日 

平成 丁野純男 瀋陽薬科大学 講義・異 ・日本語履修コースの中国人学生に対 12 月７日〜
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25(2013) 

年度 

山下浩 文 化 交

流・会議 

する天然物化学及び日本語の講義 

・中国人学生との日中食文化交流 

・今後の交流について意見交換 

12 月 14 日 

平成

26(2014) 

年度 

 

丁野純男 

山下浩 

 

瀋陽薬科大学 講義・講

演・会議 

・日本語履修コースの中国人学生に対

する薬剤学及び生薬学の講義 

・薬剤学の研究に関する講演 

・今後の交流について意見交換 

４月 28 日〜

４月 30 日 

 

表 C-1-3 学術交流協定締結施設からの本学来訪実績（平成 22（2010）年度以降） 

年度 施設 来訪者 目的 概要 期間 

平成 24 

(2012) 

年度 

瀋陽薬科

大学 

畢開順 学長 

蔡洪宇  国際交

流処長 

夏煥章  教務処

長 

方亮 薬学院長 

表敬 

視察 

・学長交代による新学長の表敬訪問 

・医療薬学教育、施設設備、組織な

ど視察 

・本学附属薬局を視察 

５月 12 日〜

５月 15 日 

  

 

・ 春季休業期間を利用し、米国「ハワイ大学マノア校」で学部学生が２週間の短期語

学研修を行っている。研修希望者は、自由科目セミナー「Let’s TOEIC 〜英語検定

試験受験・海外語学研修の準備〜」を履修し、この中で事前学習・教育を行ってか

ら渡米している。毎年 15 人を募集しているが、過去の参加者は平成 22（2010）年

度 15 人（１年次１人、２年次５人、３年次９人）、平成 23（2011）年度 13 人（１

年次４人、２年次２人、３年次６人、４年次１人）、平成 24（2012）年度 15 人（１

年次４人、２年次４人、３年次７人）、平成 25（2013）年度 15 人（１年次６人、

２年次２人、３年次７人）であった。【資料 C-1-2】【資料 C-1-3】 

・ 自由科目セミナーとして、米国「ノースカロライナ大学」の薬学生と課題解決能力

の向上と英語学習の必要性を実感することを目的として症例検討を実施している。

症例検討はビデオ会話システムを用いてリアルタイムで行っている。本学の参加者

は、平成 24（2012）年度は８人（４年次５人、５年次３人）、平成 25（2013）年度

は５人（４年次３人、５年次２人）であり、両年ともに「ノースカロライナ大学」

からは Pharm D コース３年次 18 人が参加した。なお、本授業には「徳島大学薬学部」

の学生も参加している。【資料 C-1-4】 

 

◇エビデンス集・資料編 

 

【資料 C-1-1】北海道薬科大学規程集 10 協定（学術交流協定書）【資料 1-1-1】 

【資料 C-1-2】平成 26（2014）年度自由科目セミナーシラバス「Let’s TOEIC 〜英語検

定 

試験受験・海外語学研修の準備〜」【資料 2-2-9】 
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【資料 C-1-3】北海道薬科大学ハワイ語学研修パンフレット 2015（学生案内） 

【資料 C-1-4】平成 25（2013）年度自由科目セミナーシラバス「どんな薬剤師になりた 

       いかを考えてみよう！〜アメリカ薬学生との交流を通じて〜」、実施スケ

ジュール、症例 

 

（3）C-1 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 本学は中国の２大学・１医療施設と国際交流協定を締結しているが、教員同士の相

互交流はあるものの、学生間の交流には至っていない。本学の大学院修士課程に瀋

陽薬科大学の卒業生が進学するので、これを機会に学生間の交流事業を進めたい。 

・ 薬剤師を養成する薬学教育の修業年限は６年間であるが、カリキュラムは過密であ

り、学生の海外研修は春季休業を利用する以外に良い方策は見当たらない。今後も

この時期の海外研修を継続する。 

 

［基準 Cの自己評価］ 

・ 中国の３施設との交流は継続的に行われている。 

・ 学生の「ハワイ大学マノア校」における海外語学研修は継続して行われている。 

・ 学生の「ノースカロライナ大学」の薬学生との症例検討に関する交流は継続して行

なわれている。 
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Ⅴ．エビデンス集一覧 

エビデンス集（データ編）一覧 

コード タイトル 備考 

【表 F－1】 大学名・所在地等   

【表 F－2】 
設置学部・学科・大学院研究科等／開設予定の学部・学科・大学院研究科

等 
  

【表 F－3】 学部構成（大学・大学院）   

【表 F－4】 学部・学科の学生定員及び在籍学生数   

【表 F－5】 大学院研究科の学生定員及び在籍学生数   

【表 F－6】 
全学の教員組織（学部等）   

全学の教員組織（大学院等）  

【表 F－7】 附属校及び併設校、附属機関の概要  

【表 F－8】 外部評価の実施概要  

【表 2－1】 学部、学科別の志願者数、合格者数、入学者数の推移（過去 5年間）  

【表 2－2】 学部、学科別の在籍者数（過去 5年間）  

【表 2－3】 大学院研究科の入学者数の内訳（過去 3 年間）  

【表 2－4】 学部、学科別の退学者数の推移（過去 3 年間）   

【表 2－5】 授業科目の概要   

【表 2－6】 成績評価基準   

【表 2－7】 修得単位状況（前年度実績）   

【表 2－8】 年間履修登録単位数の上限と進級、卒業（修了）要件（単位数）   

【表 2－9】 就職相談室等の利用状況   

【表 2－10】 就職の状況（過去 3 年間）   

【表 2－11】 卒業後の進路先の状況（前年度実績）   

【表 2－12】 学生相談室、医務室等の利用状況   

【表 2－13】 大学独自の奨学金給付・貸与状況（授業料免除制度）（前年度実績）   

【表 2－14】 学生の課外活動への支援状況（前年度実績）   

【表 2－15】 専任教員の学部、研究科ごとの年齢別の構成   

【表 2－16】 
学部の専任教員の 1 週当たりの担当授業時間数（最高、最低、平均授業時

間数）   

【表 2－17】 学部、学科の開設授業科目における専兼比率   

【表 2－18】 校地、校舎等の面積   

【表 2－19】 教員研究室の概要   

【表 2－20】 講義室、演習室、学生自習室等の概要   

【表 2－21】 附属施設の概要（図書館除く）   

【表 2－22】 その他の施設の概要   

【表 2－23】 図書、資料の所蔵数   

【表 2－24】 学生閲覧室等   

【表 2－25】 情報センター等の状況   

【表 2－26】 学生寮等の状況  該当なし 



北海道薬科大学 

98 

 

【表 3－1】 職員数と職員構成（正職員・嘱託・パート・派遣別、男女別、年齢別）   

【表 3－2】 大学の運営及び質保証に関する法令等の遵守状況   

【表 3－3】 教育研究活動等の情報の公表状況   

【表 3－4】 財務情報の公表（前年度実績）   

【表 3－5】 消費収支計算書関係比率（法人全体のもの）（過去 5 年間）   

【表 3－6】 消費収支計算書関係比率（大学単独）（過去 5年間）   

【表 3－7】 貸借対照表関係比率（法人全体のもの）（過去 5 年間）   

【表 3－8】 要積立額に対する金融資産の状況（法人全体のもの）（過去 5年間）   

エビデンス集（資料編）一覧 

基礎資料 

コード 
タイトル 

備考 
該当する資料名及び該当ページ 

【資料 F-1】 
寄附行為  

学校法人北海道科学大学寄付行為  

【資料 F-2】 
大学案内（最新のもの）  

北海道薬科大学 大学案内 2014  

【資料 F-3】 
大学学則、大学院学則  

北海道薬科大学学則、北海道薬科大学大学院学則  

【資料 F-4】 
学生募集要項、入学者選抜要綱（最新のもの）  

北海道薬科大学 2014（平成 26 年度）学生募集要項  

【資料 F-5】 

学生便覧、履修要項  

北海道薬科大学平成 26 年度学生便覧（学部・大学院）  

北海道薬科大学平成 26 年度学生便覧（学部・大学院）P29～53・165

～177 
履修要項 

【資料 F-6】 

 

事業計画書（最新のもの）  

学校法人北海道科学大学平成 26 年度事業計画書（案） 理事会資料 

【資料 F-7】 
事業報告書（最新のもの）  

学校法人北海道科学大学平成 25 年度事業報告書 理事会資料 

【資料 F-8】 
アクセスマップ、キャンパスマップなど  

北海道薬科大学アクセスマップ、校舎配置図、施設配置図  

【資料 F-9】 
法人及び大学の規程一覧（規程集目次など）  

学校法人北海道科学大学及び北海道薬科大学規程集目次  

【資料 F-10】 

理事、監事、評議員などの名簿（外部役員・内部役員）及び理事会、

評議員会の開催状況（開催日、開催回数、出席状況など）がわかる資

料（前年度分） 

 

学校法人北海道尚志学園 2013 学校法人のご案内  

学校法人北海道科学大学 2014 学校法人のご案内  

平成 25 年度理事会、評議員会、常任理事会の開催状況  
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基準 1．使命・目的等 

基準項目 
備考 

コード 該当する資料名及び該当ページ 

1-1．使命・目的及び教育目的の明確性 

【資料 1-1-1】 
北海道薬科大学規程集 1 学則：1-1 学部学則 第１章 目的 「教育

理念・教育目標」 

【資料 F-3】 

規程集・別冊 

【資料 1-1-2】 北海道薬科大学ホームページ 教育理念・教育目標  

【資料 1-1-3】 「2014 大学案内」P1 教育理念 【資料 F-2】 

【資料 1-1-4】 平成 26(2014)年度「学生便覧」巻頭 教育理念 【資料 F-5】別冊 

【資料 1-1-5】 「2014 大学概要」P3 教育理念 別冊 

【資料 1-1-6】 北海道薬科大学規程集 1 学則：1-2 大学院学則 第 5条 教育目標 【資料 F-3】 

【資料 1-1-7】 
北海道薬科大学ホームページ 大学院薬学研究科薬科学専攻修士課程

設置届出書 

 

【資料 1-1-8】 
北海道薬科大学ホームページ 大学院薬学研究科臨床薬学専攻博士課

程設置届出書 

 

【資料 1-1-9】 
学校法人北海道科学大学「教学体制の再構築並びにキャンパス再整備

計画」 

 

【資料 1-1-10】 「ブランドブック 2013」 別冊 

1-2．使命・目的及び教育目的の適切性 

【資料 1-2-1】 薬学教育モデル・コアカリキュラム合本（平成 17(2005)年 10 月）  

【資料 1-2-2】 学校教育法 第 55 条（大学における修業年月）  

【資料 1-2-3】 薬学教育モデル・コアカリキュラム（平成 25(2013)年度改訂版）  

【資料 1-2-4】 
文部科学省「地域医療等社会的ニーズに対応した質の高い医療人養成

推進プログラム」（平成 18(2006)年度）申請関係書類、選定結果通知 
 

【資料 1-2-5】 
大学設置基準 薬学部における教員（実務家教員を含む）に関する基

準 
 

【資料 1-2-6】 北海道薬科大学規程集 10 協定（連携に関する協定書） 【資料 1-1-1】 

【資料 1-2-7】 平成 26(2014)年度授業計画（シラバス） 学部・大学院 別冊 

【資料 1-2-8】 北海道薬科大学大学院薬学研究科臨床薬学専攻博士課程設置届出書 【資料 1-1-8 に同じ】  

1-3．使命・目的及び教育目的の有効性  

【資料 1-3-1】 学校法人北海道科学大学ホームページ 法人の組織 運営協議会  

【資料 1-3-2】 平成 26(2014)年度運営協議会・常任理事会開催日程  

【資料 1-3-3】 学校法人北海道科学大学ホームページ   

【資料 1-3-4】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-5 評議会規程 【資料 1-1-1】 

【資料 1-3-5】 北海道薬科大学組織系統表（平成 26(2014)年 4 月 1 日現在）  

【資料 1-3-6】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-1 教育組織規程 【資料 1-1-1】 

【資料 1-3-7】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-2 教授会規程 【資料 1-1-1】 

【資料 1-3-8】 
北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-4 教授会、研究科委員会組

織に関する申し合わせ 
【資料 1-1-1】 

【資料 1-3-9】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-3 大学院研究科委員会規程 【資料 1-1-1】 
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【資料 1-3-10】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営（各附属機関の規程等） 【資料 1-1-1】 

【資料 1-3-11】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営（各附属施設の規程等） 【資料 1-1-1】 

【資料 1-3-12】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営（各常設委員会の規程等） 【資料 1-1-1】 

【資料 1-3-13】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-75 事務組織規程 【資料 1-1-1】 

【資料 1-3-14】 学校法人北海道科学大学ブランドビジョン 【資料 1-1-10】 

【資料 1-3-15】 「2014 大学概要」P3 【資料 1-1-5】 

 

基準 2．学修と教授 

基準項目 
備考 

コード 該当する資料名及び該当ページ 

2-1．学生の受入れ  

【資料 2-1-1】 
会議議案書「平成 24(2012)年度 第 25 回 教授会（拡大）：審議事

項 第 8議案」 平成 26 年度学生募集要項について（変更点） 
 

【資料 2-1-2】 「2014 大学概要」P3 【資料 1-1-5】 

【資料 2-1-3】 「2014 入学案内」P1 アドミッション・ポリシー  別冊 

【資料 2-1-4】 「2014 薬剤師になること 薬剤師であること」 入学案内小冊子  別冊 

【資料 2-1-5】 「2014 大学概要」P3 アドミッション・ポリシー  
【資料 1-1-5 に同じ】 

別冊 

【資料 2-1-6】 平成 26(2014)年度オープンキャンパス案内  

【資料 2-1-7】 
平成 25(2013) 

年度薬剤師体験セミナー案内 
 

【資料 2-1-8】 
北海道薬科大学規程集 10 協定：北海道札幌手稲高等学校と北海道薬

科大学との連携教育に関する協定書 
【資料 1-1-1】 

【資料 2-1-9】 平成 27(2015)年度学生募集要項（概要）  

【資料 2-1-10】 平成 27(2015)年度 AO 入試ガイド  

【資料 2-1-11】 
北海道薬科大学規程集 10 協定：医療法人手稲渓仁会病院と北海道薬

科大学との障がい者の病院実習に関する覚書 
【資料 1-1-1】 

【資料 2-1-12】 平成 26(2014)年度入学予定者に対する入学前教育の実施案内  

【資料 2-1-13】 
会議議案書「入学試験の合否判定 他」（例示：平成 25(2013)年度 第

22 回 教授会（拡大）：審議事項 第 1、2議案） 
 

【資料 2-1-14】 
北海道薬科大学規程集 1 学則：1-1 学部学則（第 2 章 組織 入学

定員、収容定員） 

【資料 1-1-1 に同じ】

【資料 F-3】 

【資料 2-1-15】 
会議議案書「入学試験の合否判定 他」（例示：平成 25(2013)年度 第

15 回 研究科委員会（拡大）：審議事項 第 2議案） 
 

【資料 2-1-16】 平成 26(2014)年度大学院学生募集要項（巻頭アドミッション・ポリシー） 【資料 F-4】 

2-2．教育課程及び教授方法   

【資料 2-2-1】 北海道薬科大学規程集 1 学則：1-1 学部学則 
【資料 1-1-1 に同じ】

【資料 F-3】 

【資料 2-2-2】 
平成 26(2014)年度「学生便覧」巻頭 建学の精神、教育理念・教育目

標、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシー  
【資料 F-5】別冊 
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【資料 2-2-3】 
「2014 入学案内」P1 建学の精神、教育理念・教育目標、カリキュ

ラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシー  

【資料 2-1-3 に同じ】 

別冊 

【資料 2-2-4】 
北海道薬科大学ホームページ 建学の精神、教育理念・教育目標、カ

リキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシー 
 

【資料 2-2-5】 平成 26(2014)年度教務部ガイダンス配付資料   

【資料 2-2-6】 平成 26(2014)年度授業計画（シラバス） カリキュラム系統表 
【資料 1-2-7 に同じ】 

別冊 

【資料 2-2-7】 薬学教育モデル・コアカリキュラム合本（平成 17(2005)年 10 月） 【資料 1-2-1 に同じ】 

【資料 2-2-8】 平成 26(2014)年度「基礎学力テスト」実施要領  

【資料 2-2-9】 
平成 26(2014)年度自由科目セミナーシラバス「薬学を学ぶための基礎

学力養成講座」 

 

【資料 2-2-10】 薬剤師の将来ビジョン（公益社団法人 日本薬剤師会）  

【資料 2-2-11】 地域医療薬学（京都廣川書店） 別冊 

【資料 2-2-12】 多面的症例解析演習（京都廣川書店） 別冊 

【資料 2-2-13】 

平成 25(2013)年度体験学習活動報告書 「アーリーエクスポージャ

ー」「実習Ⅲ」「実習Ⅴ」実施要領・実習書（日程、体験学習ノート、

活動報告書） 

 

【資料 2-2-14】 平成 25(2013)年度薬学共用試験実施要領（CBT、OSCE）  

【資料 2-2-15】 薬学共用試験センターホームページ  

【資料 2-2-16】 薬学共用試験（薬学共用試験センター発行）  

【資料 2-2-17】 平成 25(2013)年度「実務実習事前学習Ⅲ」配付資料  

【資料 2-2-18】 平成 25(2013)年度白衣授与式実施要領・式次第  

【資料 2-2-19】 薬学教育協議会ホームページ  

【資料 2-2-20】 北海道地区調整機構ホームページ  

【資料 2-2-21】 平成 25(2013)年度卒業研究論文集（CD-ROM）  

【資料 2-2-22】 北海道薬科大学模擬患者の会案内書、登録票  

【資料 2-2-23】 平成 26(2014)年度自由科目セミナーシラバス  

【資料 2-2-24】 北海道薬科大学規程集 1 学則：1-2 大学院学則 
【資料 1-1-6 に同じ】

【資料 F-3】 

【資料 2-2-25】 平成 26(2014)年度大学院学生募集要項 【資料 F-4】 

【資料 2-2-26】 平成 26(2014)年度授業計画（シラバス）大学院 
【資料 1-2-7 に同じ】 

別冊 

2-3．学修及び授業の支援 

【資料 2-3-1】 北海道薬科大学組織系統表（平成 26(2014)年 4 月 1 日現在） 【資料 1-3-5 に同じ】 

【資料 2-3-2】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営（各部委員会の規程等） 【資料 1-1-1】 

【資料 2-3-3】 
北海道薬科大学規程集 5 学事：5-7 大学院ティーチング・アシスタ

ント規程、TA 委嘱計画 
【資料 1-1-1】 

【資料 2-3-4】 
北海道薬科大学規程集 5 学事：5-8 スチューデント・アシスタント

規程、SA 配置予定表 
【資料 1-1-1】 

【資料 2-3-5】 平成 26(2014)年度新入生一泊オリエンテーション実施要領  

【資料 2-3-6】 平成 26(2014)年度教務部ガイダンス配付資料 【資料 2-2-5 に同じ】 
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【資料 2-3-7】 平成 26(2013)年度「基礎学力テスト」実施要領 【資料 2-2-8 に同じ】 

【資料 2-3-8】 平成 26(2014)年度自由科目セミナーシラバス、履修状況一覧表 【資料 2-2-9 に同じ】 

【資料 2-3-9】 修学支援総合システム 出欠管理システム  

【資料 2-3-10】 薬学実務実習ポートフォリオ（病院実習、薬局実習）学生配付資料  

2-4．単位認定、卒業・修了認定等 

【資料 2-4-1】 大学設置基準 第 32 条第 3 項（卒業の要件）  

【資料 2-4-2】 
北海道薬科大学規程集 1 学則：1-1 学部学則 第 35 条第 2 項（卒業

の要件） 

【資料 1-1-1 に同じ】

【資料 F-3】 

【資料 2-4-3】 
北海道薬科大学規程集 5 学事：5-1 学部履修規程 第 3 条（授業科

目及び履修方法）  

【資料 F-5】 

【資料 1-1-1】 

【資料 2-4-4】 平成 26(2014)年度授業計画（シラバス）学部 
【資料 1-2-7 に同じ】 

別冊 

【資料 2-4-5】 平成 26(2014)年度授業計画（シラバス） カリキュラム系統表 
【資料 1-2-7 に同じ】 

別冊 

【資料 2-4-6】 平成 26(2014)年度教務部ガイダンス配付資料 【資料 2-2-5 に同じ】 

【資料 2-4-7】 平成 26(2014)年度前期・後期授業時間割  

【資料 2-4-8】 平成 26(2014)年度「学生便覧」P12 学年暦 【資料 F-5】別冊 

【資料 2-4-9】 
北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-2 教授会規程 第 3条 審議

事項 

【資料 1-3-7 に同じ】

【資料 1-1-1】 

【資料 2-4-10】 教授会（拡大）議案書（例示）  

【資料 2-4-11】 成績評価ガイドライン  

【資料 2-4-12】 成績一覧表（例示）  

【資料 2-4-13】 成績評価分布表（例示）  

【資料 2-4-14】 点数分布表（例示）  

【資料 2-4-15】 平成 26(2014)年度試験・成績評価・成績資料配付等日程表  

【資料 2-4-16】 成績通知書（例示）  

【資料 2-4-17】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営（各種委員会の規程等）  【資料 1-1-1】 

【資料 2-4-18】 薬学教育モデル・コアカリキュラム（平成 25(2013)年度改訂版） 【資料 1-2-3 に同じ】 

【資料 2-4-19】 平成 25(2013)年度 薬学共用試験実施要領（CBT、OSCE） 【資料 2-2-14 に同じ】 

【資料 2-4-20】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-3 大学院研究科委員会規程 
【資料 1-3-9 に同じ】 

【資料 1-1-1】 

【資料 2-4-21】 
北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-4 教授会、研究科委員会組

織に関する申し合わせ 

【資料 1-3-8 に同じ】 

【資料 1-1-1】 

【資料 2-4-22】 平成 27(2015)年度大学院学生募集要項 
【資料 2-1-16 に同じ】

【資料 F-4】 

2-5．キャリアガイダンス 

【資料 2-5-1】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-9 就職部規程 【資料 1-1-1】 

【資料 2-5-2】 北海道薬科大学組織系統表（平成 26(2014)年 4 月 1 日現在） 【資料 1-3-5 に同じ】 

【資料 2-5-3】 平成 25(2013)年度就職部ガイダンス資料（4 年次～6 年次）  

【資料 2-5-4】 進路支援システム（就職活動支援の web サイト：外部委託）  
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【資料 2-5-5】 平成 26(2014)年度授業計画（シラバス）学部 
【資料 1-2-7 に同じ】 

別冊 

【資料 2-5-6】 平成 26(2014)年度自由科目セミナーシラバス 【資料 2-2-9 に同じ】 

【資料 2-5-7】 平成 25(2013)年度就職相談会資料  

【資料 2-5-8】 
平成 25(2013)年度ランチョンセミナー（薬系企業研究会）申込・参加

状況 
 

【資料 2-5-9】 平成 26(2014)年度就職の手引  

【資料 2-5-10】 北海道薬科大学ホームページ 就職部の活動、人事採用ご担当者様へ  

【資料 2-5-11】 平成 25(2013)年度 OB・OG による講演会資料  

【資料 2-5-12】 平成 26(2014)年度卒業生・在学生合同懇話会資料  

【資料 2-5-13】 平成 25(2013)年度 就職基礎講座資料  

【資料 2-5-14】 
平成 26(2014)年度 グループディスカッション体験講座及びグループ

面接体験講座資料 
 

【資料 2-5-15】 平成 25(2013)年度及び 26(2014)年度就職支援に関する行事資料  

2-6．教育目的の達成状況の評価とフィードバック 

【資料 2-6-1】 
北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-53 点検・評価委員会規程、

北海道薬科大学組織系統表（平成 26(2014)年 4 月 1 日現在） 

【資料 1-1-1】 

【資料 1-3-5 に同じ】 

【資料 2-6-2】 北海道薬科大学ホームページ 授業アンケート集計結果  

【資料 2-6-3】 広報誌「桂」（例示）  

【資料 2-6-4】 北海道薬科大学ホームページ 最新のお知らせ「Good Lecturer 賞」  

【資料 2-6-5】 「2012 教育・研究活動の現況」  

【資料 2-6-6】 FD 講演会・FD ワークショップ資料  TBL ワークショップ資料（例示）  

【資料 2-6-7】 平成 26(2014)年度教育研究奨励費審査資料  

【資料 2-6-8】 平成 25(2013)年度北薬特別講演会演題  

【資料 2-6-9】 薬学共用試験センターホームページ CBT の概要  

【資料 2-6-10】 薬学共用試験（薬学共用試験センター発行） 【資料 2-2-16 に同じ】 

【資料 2-6-11】 薬剤師国家試験結果（厚生労働省）第 99 回薬剤師国家試験の結果  

2-7．学生サービス 

【資料 2-7-1】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-8 学生部規程  【資料 1-1-1】 

【資料 2-7-2】 平成 26(2014)年度「学生便覧」P66 クラス担任 【資料 F-5】別冊 

【資料 2-7-3】 平成 26(2014)年度「クラス担任の手引き」  

【資料 2-7-4】 平成 25(2013)年度「父母懇談会」資料  

【資料 2-7-5】 平成 26(2014)年度「入学宣誓式」配付資料  

【資料 2-7-6】 平成 27(2015)年度学生募集要項（概要） 【資料 2-1-9 に同じ】 

【資料 2-7-7】 平成 26(2014)年度新入生対象講演会資料  

【資料 2-7-8】 
平成 25 年度交通安全講習会（SDA 総会）実施要領、冬道交通安全講習

会実施要領、北海道薬科大学規程集 11 その他：安全運転者の会会則 
【資料 1-1-1】 

【資料 2-7-9】 学生相談室資料  学生便覧 P86 健康管理 【資料 F-5】別冊 

【資料 2-7-10】 医務室資料  学生便覧 P86 健康管理 【資料 F-5】別冊 
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【資料 2-7-11】 北海道薬科大学規程集  11 その他：桂青会会則 【資料 1-1-1】 

【資料 2-7-12】 障がい者に対する支援設備と対応  

【資料 2-7-13】 
北海道薬科大学規程集 10 協定：医療法人手稲渓仁会病院と北海道薬

科大学との障がい者の病院実習に関する覚書 

【資料 2-1-11 に同じ】

【資料 1-1-1】 

【資料 2-7-14】 
北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：（ハラスメント防止委員会の

規程等） 
【資料 1-1-1】 

【資料 2-7-15】 ハラスメント防止パンフレット・ポスター「No! ハラスメント」  

【資料 2-7-16】 北海道薬科大学ホームページ 「ハラスメント防止ガイドライン」  

【資料 2-7-17】 ハラスメント防止ガイダンス資料  

【資料 2-7-18】 学生便覧 P77 奨学金（日本学生支援機構奨学金、地方自治体奨学金） 【資料 F-5】別冊 

【資料 2-7-19】 

父母後援会奨学金奨学生募集案内、北海道薬科大学父母後援会奨学金

規程、北海道薬科大学同窓会奨学生募集案内、北海道薬科大学同窓会

奨学金規程 

 

【資料 2-7-20】 

北海道薬科大学規程集 6 学生生活：6-3 奨学金規程、6-5 研究奨励金

規程、奨学生決定通知の掲示、学校法人北海道科学大学規程集 6-10

奨学基金規程 

【資料 1-1-1】 

【資料 2-9-17】 

【資料 2-7-21】 
北海道薬科大学規程集 5 学事： 5-8 スチューデント・アシスタント

規程 
【資料 1-1-1】 

【資料 2-7-22】 
北海道薬科大学規程集 5 学事：5-7 大学院ティーチング・アシスタ

ント規程 
【資料 1-1-1】 

【資料 2-7-23】 桂青会主催行事の実施要領等資料   

【資料 2-7-24】 クラブ活動関係資料  

【資料 2-7-25】 
北海道薬科大学規程集 9 施設管理：9-1 施設、設備、備品等管理及

び使用規程 
【資料 1-1-1】 

【資料 2-7-26】 

表彰制度資料、北海道薬科大学規程集 6 学生生活：6-17 学生表彰規

程、6-18 学生の表彰に関する申し併せ、6-19 大学院学生表彰規程、

6-20 大学院生の表彰に関する申し合わせ 

【資料 1-1-1】 

【資料 2-7-27】 
北海道薬科大学規程集 6 学生生活：6-21 学生提案制度規程、学生提

案制度「わたしのひとこと」資料（例示） 
【資料 1-1-1】 

【資料 2-7-28】 「移転に伴う通学配慮について」（学生へのお知らせ）  

2-8．教員の配置・職能開発等 

【資料 2-8-1】 
大学設置基準 薬学部における教員（実務家教員を含む）に関する基

準 
【資料 1-2-5 に同じ】 

【資料 2-8-2】 「2014 大学概要」P17 学術交流・地域連携 
【資料 1-1-5 に同じ】 

別冊 

【資料 2-8-3】 北海道薬科大学規程集 10 協定（連携に関する各種協定） 【資料 1-1-1】 

【資料 2-8-4】 北海道薬科大学組織系統表（平成 26(2014)年 4 月 1 日現在） 【資料 1-3-5 に同じ】 

【資料 2-8-5】 
平成 25(2013)年度非常勤教員担当科目一覧、平成 25(2013)年度学部・ 

大学院特別講義実施申請状況表 
 

【資料 2-8-6】 北海道地区調整機構ホームページ 【資料 2-2-20 に同じ】 

【資料 2-8-7】 
日本薬剤師研修センターホームページ 「認定実務実習指導薬剤師名

簿」（北海道） 
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【資料 2-8-8】 北海道薬科大学模擬患者の会案内書、登録票 【資料 2-2-22 に同じ】 

【資料 2-8-9】 
北海道薬科大学規程集 3 人事：3-2 大学院担当教員選考要領・資格

基準（申し合わせ） 
【資料 1-1-1】 

【資料 2-8-10】 
北海道薬科大学規程集 3 人事：3-1 教員の採用及び昇格の選考に関

する規程 
【資料 1-1-1】 

【資料 2-8-11】 平成 26(2014)年度「新任教職員等初回研修」配付資料  

【資料 2-8-12】 教員ポートフォリオ（例示）  

【資料 2-8-13】 平成 26(2014)年度人事考課再トライアル実施要領  

2-9．教育環境の整備 

【資料 2-9-1】 「2014 大学概要」P24 校舎配置図、案内図  
【資料 1-1-5 に同じ】 

別冊 

【資料 2-9-2】 平成 26(2014)年度「学生便覧」P6 校舎配置図、学内案内図  【資料 F-5】別冊 

【資料 2-9-3】 北海道薬科大学ホームページ 施設案内  

【資料 2-9-4】 「Library Guide」  

【資料 2-9-5】 北海道薬科大学ホームページ 図書館・医薬情報センター  

【資料 2-9-6】 北海道薬科大学ホームページ 医薬情報室利用ガイド  

【資料 2-9-7】 中央機器センター教育研究用機器備品の選定要領、推薦機器選定手順  

【資料 2-9-8】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-64 動物実験規程 【資料 1-1-1】 

【資料 2-9-9】 北海道薬科大学ホームページ 実験動物センター  

【資料 2-9-10】 薬用植物園パンフレット  

【資料 2-9-11】 北海道薬科大学ホームページ 薬用植物園  

【資料 2-9-12】 平成 26(2014)年度授業計画（シラバス）学部 【資料 1-2-7 に同じ】 

【資料 2-9-13】 修学支援総合システム  

【資料 2-9-14】 薬学教育支援システム  

【資料 2-9-15】 修学支援総合システム 出席管理システム 【資料 2-3-9 に同じ】 

【資料 2-9-16】 北海道薬科大学ホームページ 薬学実務実習連絡システム  

【資料 2-9-17】 
学校法人北海道科学大学規程集 2-14 北海道薬科大学附属薬局運営

委員会規程 
規程集・別冊 

【資料 2-9-18】 北海道薬科大学附属薬局 処方せん受入れ状況  

【資料 2-9-19】 北海道薬科大学サテライトキャンパス利用状況  

【資料 2-9-20】 前田キャンパス完成予想図  

【資料 2-9-21】 前田キャンパス講義棟、薬大棟配置図  

 

基準 3．経営・管理と財務 

基準項目 
備考 

コード 該当する資料名及び該当ページ 

3-1．経営の規律と誠実性  

【資料 3-1-1】 学校法人北海道科学大学規程集 1-01 寄附行為 【資料 F-1】 

【資料 3-1-2】 北海道薬科大学規程集 0総則：0-1建学の精神・教育理念・教育目標 【資料 1-1-1】 
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【資料 3-1-3】 学校法人北海道科学大学規程集 2-06 組織図 【資料 2-9-17】 

【資料 3-1-4】 
学校法人北海道科学大学（北海道尚志学園）中期事業計画（平成

23(2011)年度～27(2015)年度） 
 

【資料 3-1-5】 学校法人北海道科学大学規程集 2-18 将来計画検討委員会開催要領 【資料 2-9-17】 

【資料 3-1-6】 
学校法人北海道科学大学「教学体制の再構築並びにキャンパス再整備

計画」 
【資料 1-1-9 に同じ】 

【資料 3-1-7】 「ブランドブック 2013」 
【資料1-1-10に同じ】 

別冊 

【資料 3-1-8】 
尚志学園報（平成 25(2013)年第 5号）、法人だより（平成 26(2014)

年第 2 号） 
 

【資料 3-1-9】 学校法人北海道科学大学規程集 2-27 内部監査規程 【資料 2-9-17】 

【資料 3-1-10】 アスベスト除去工事関連資料  

【資料 3-1-11】 クールビス、節電関係資料  

【資料 3-1-12】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営（各種委員会の規程等） 【資料 1-1-1】 

【資料 3-1-13】 
北海道薬科大学ホームページ「ハラスメント防止ガイドライン」「臨

床・疫学研究倫理委員会」 
 

【資料 3-1-14】 
学校法人北海道科学大学規程集 2-30 公益通報者の保護等に関する

規程 
【資料 2-9-17】 

【資料 3-1-15】 北海道薬科大学ホームページ 教育情報の公表  

【資料 3-1-16】 学校法人北海道科学大学ホームページ 財務情報の公表  

【資料 3-1-17】 学校法人北海道科学大学規程集 3-05 財務書類等閲覧規程 【資料 2-9-17】 

3-2．理事会の機能   

【資料 3-2-1】 学校法人北海道科学大学規程集 2-01 理事会会議規則 【資料 2-9-17】 

【資料 3-2-2】 学校法人北海道科学大学規程集 2-02 評議員会会議規則 【資料 2-9-17】 

【資料 3-2-3】 理事会、評議員会、常任理事会の開催状況  

【資料 3-2-4】 学校法人北海道科学大学規程集 2-03 常任理事会会議規則 【資料 2-9-17】 

【資料 3-2-5】 学校法人北海道科学大学規程集 2-04 理事会業務委任規程 【資料 2-9-17】 

【資料 3-2-6】 
学校法人北海道科学大学規程集 2-05 常務理事の担当業務に関する

内規 
【資料 2-9-17】 

【資料 3-2-7】 学校法人北海道科学大学規程集 4-24 学長選考規程 【資料 2-9-17】 

3-3．大学の意思決定の仕組み及び学長のリーダーシップ 

【資料 3-3-1】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-1 教育組織規程 【資料 1-1-1】 

【資料 3-3-2】 北海道薬科大学組織系統表（平成 26(2014)年 4 月 1 日現在） 【資料 1-3-5 に同じ】 

【資料 3-3-3】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-5 評議会規程 【資料 1-3-4 に同じ】 

【資料 3-3-4】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-2 教授会規程 【資料 1-3-7 に同じ】 

【資料 3-3-5】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-3 大学院研究科委員会規程  【資料 1-3-9 に同じ】 

【資料 3-3-6】 
北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-4 教授会、研究科委員会組

織に関する申し合わせ 
【資料 1-3-8 に同じ】 

【資料 3-3-7】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営（各附属機関の規程等） 【資料 1-1-1】 

【資料 3-3-8】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営（各附属施設の規程等） 【資料 1-1-1】 
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【資料 3-3-9】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営（各常設委員会の規程等） 【資料 1-1-1】 

3-4．コミュニケーションとガバナンス 

【資料 3-4-1】 学校法人北海道科学大学規程集 2-09 運営協議会規程 【資料 2-9-17】 

【資料 3-4-2】 学校法人北海道科学大学規程集 2-06 組織規程 【資料 2-9-17】 

【資料 3-4-3】 北海道薬科大学規程集 1 学則：1-1 学部学則 
【資料 1-1-1 に同じ】

【資料 F-3】 

【資料 3-4-4】 北海道薬科大学規程集 1 学則：1-2 大学院学則 
【資料 1-1-6 に同じ】

【資料 F-3】 

【資料 3-4-5】 学校法人北海道科学大学規程集 2-07 法人本部事務組織・分掌規程 【資料 2-9-17】 

【資料 3-4-6】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-75 事務組織規程 【資料 1-1-1】 

【資料 3-4-7】 学校法人北海道科学大学規程集 2-26 監事監査規程 【資料 2-9-17】 

【資料 3-4-8】 監事による監査報告書  

【資料 3-4-9】 監事の職務執行状況  

【資料 3-4-10】 理事会、評議員会、常任理事会の開催状況 【資料 3-2-3 に同じ】 

【資料 3-4-11】 尚志学園報（平成 26(2014)年第 1号）  

【資料 3-4-12】 学校法人北海道科学大学規程集 2-18 将来計画検討委員会開催要領 【資料 3-1-5 に同じ】 

【資料 3-4-13】 「ブランドブック 2013」 
【資料1-1-10に同じ】 

別冊 

【資料 3-4-14】 工大・薬大連携ワーキング・グループ開催要領  

【資料 3-4-15】 学校法人北海道科学大学規程集 2-20 記念事業検討委員会開催要領 【資料 2-9-17】 

3-5．業務執行体制の機能性 

【資料 3-5-1】 学校法人北海道科学大学規程集 2-04 理事会業務委任規程 【資料 3-2-5 に同じ】 

【資料 3-5-2】 学校法人北海道科学大学規程集 2-08 法人本部業務委任規程 【資料 2-9-17】 

【資料 3-5-3】 学校法人北海道科学大学規程集 2-06 組織規程 【資料 3-4-2 に同じ】 

【資料 3-5-4】 学校法人北海道科学大学規程集 1-01 寄附行為 【資料 F-1】 

【資料 3-5-5】 
学校法人北海道科学大学規程集 2-05 常務理事の担当業務に関する

内規 
【資料 3-2-6 に同じ】 

【資料 3-5-6】 学校法人北海道科学大学規程集 2-07 法人本部事務組織・分掌規程 【資料 3-4-5 に同じ】 

【資料 3-5-7】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-75 事務組織規程 【資料 3-4-6 に同じ】 

【資料 3-5-8】 学校法人北海道科学大学規程集 4-14 職員の勤務調査に関する規程 【資料 2-9-17】 

【資料 3-5-9】 学校法人北海道科学大学人事異動の指針  

【資料 3-5-10】 学校法人北海道科学大学ホームページ 求人案内  

【資料 3-5-11】 学校法人北海道科学大学規程集 4-23 選択定年規程 【資料 2-9-17】 

【資料 3-5-12】 学校法人北海道科学大学規程集 2-01 理事会会議規則 【資料 3-2-1 に同じ】 

【資料 3-5-13】 学校法人北海道科学大学規程集 2-02 評議員会会議規則 【資料 3-2-2 に同じ】 

【資料 3-5-14】 学校法人北海道科学大学規程集 2-03 常任理事会会議規則 【資料 3-2-4 に同じ】 

【資料 3-5-15】 学校法人北海道科学大学規程集 2-09 運営協議会規程 【資料 3-4-1 に同じ】 

【資料 3-5-16】 
学校法人北海道科学大学規程集 2-05 常務理事の担当業務に関する

内規 
【資料 3-2-6 に同じ】 
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【資料 3-5-17】 学校法人北海道科学大学規程集 2-26 監事監査規程 【資料 3-4-7 に同じ】 

【資料 3-5-18】 学校法人北海道科学大学規程集 2-27 内部監査規程 【資料 3-1-9 に同じ】 

【資料 3-5-19】 学校法人北海道科学大学規程集 2-28 内部監査実施細則 【資料 2-9-17】 

【資料 3-5-20】 平成 26（2014）年度新人職員（事務職員）研修  

【資料 3-5-21】 
集合研修実施案内・日程（平成 24(2012)年度中堅管理職研修会、平成

25(2013)年度管理職研修会） 
 

【資料 3-5-22】 
学校法人北海道科学大学規程集 5-10 自己研鑽費助成に関する取扱

要領 
【資料 2-9-17】 

【資料 3-5-23】 平成 25(2013)年度自己研鑽費使用実績集計表  

【資料 3-5-24】 学校法人北海道科学大学規程集 4-18 業務改善表彰制度実施要領 【資料 2-9-17】 

【資料 3-5-25】 平成 25(2013)年度業務改善表彰制度選考結果  

3-6．財務基盤と収支 

【資料 3-6-1】 平成 26(2014)年度学校法人北海道科学大学 事業計画書 【資料 F-6】 

【資料 3-6-2】 学校法人北海道科学大学規程集 2-18 将来計画検討委員会開催要領 【資料 3-1-5 に同じ】 

【資料 3-6-3】 学校法人北海道科学大学規程集 6-10 奨学基金規程 【資料 2-9-17】 

【資料 3-6-4】 
学校法人北海道科学大学規程集 2-14 北海道薬科大学附属薬局運営

委員会規程 
【資料 2-9-17】 

【資料 3-6-5】 北海道薬科大学ホームページ 北海道薬科大学附属薬局  

3-7．会計 

【資料 3-7-1】 学校法人北海道科学大学規程集 6-01 経理規程 【資料 2-9-17】 

【資料 3-7-2】 学校法人北海道科学大学規程集 6-02 予算執行規程 【資料 2-9-17】 

【資料 3-7-3】 学校法人北海道科学大学規程集 6-03 固定資産及び物品管理規程 【資料 2-9-17】 

【資料 3-7-4】 学校法人北海道科学大学規程集 6-04 固定資産会計要領 【資料 2-9-17】 

【資料 3-7-5】 学校法人北海道科学大学規程集 6-05 調達規程 【資料 2-9-17】 

【資料 3-7-6】 監事による監査報告書 【資料 3-4-8 に同じ】 

【資料 3-7-7】 学校法人北海道科学大学規程集 2-27 内部監査規程 【資料 3-1-9 に同じ】 

 

基準 4．自己点検・評価 

基準項目 
備考 

コード 該当する資料名及び該当ページ 

4-1．自己点検・評価の適切性 

【資料 4-1-1】 北海道薬科大学規程集 2 組織・運営：2-53 点検・評価委員会規程 【資料 1-1-1】 

【資料 4-1-2】 北海道薬科大学組織系統表（平成 26(2014)年 4 月 1 日現在） 【資料 1-3-5 に同じ】 

【資料 4-1-3】 
北海道薬科大学ホームページ 平成 20(2008)年度大学機関別認証評

価評価報告書 
 

【資料 4-1-4】 平成 25(2013)年度自己点検報告書、外部評価報告書  

【資料 4-1-5】 平成 23(2011)年度 自己点検・評価書（トライアル版）  

【資料 4-1-6】 

学校教育法等の一部を改正する法律案に対する附帯決議 

（薬学教育関係抜粋）（平成 16(2004)年 4 月 27 日 衆議院文部科学

委員会） 
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【資料 4-1-7】 
平成 24(2012)年度 大学院 4年制博士課程における研究・教育などの

状況に関する自己点検・評価 
 

4-2．自己点検・評価の誠実性 

【資料 4-2-1】 「2012 教育・研究活動の現況」 【資料 2-6-5 に同じ】 

【資料 4-2-2】 「2012 原著・総説論文集」  

【資料 4-2-3】 教員ポートフォリオ（例示） 【資料2-8-12に同じ】 

【資料 4-2-4】 
北海道薬科大学ホームページ 平成 20(2008)年度大学機関別認証評

価評価報告書 
【資料 4-1-3 に同じ】 

【資料 4-2-5】 
北海道薬科大学ホームページ 平成 21(2009)年度 自己評価報告書

（自己評価 21） 
 

【資料 4-2-6】 
北海道薬科大学ホームページ 大学院 4 年制博士課程における研究・

教育などの状況に関する自己点検・評価 
【資料 4-1-7 に同じ】 

【資料 4-2-7】 
北海道薬科大学ホームページ 動物実験に関する自己点検・評価報告

書 
 

【資料 4-2-8】 
北海道薬科大学ホームページ 臨床・疫学研究倫理審査等に関する手

順書 
 

4-3．自己点検・評価の有効性 

【資料 4-3-1】 
北海道薬科大学ホームページ 平成 20(2008)年度大学機関別認証評

価評価報告書 
【資料 4-1-3 に同じ】 

【資料 4-3-2】 平成 26(2014)年度 人事考課再トライアル実施要領 【資料2-8-13に同じ】 

【資料 4-3-3】 

新任教職員等初回研修、【資料 2-8-11 に同じ】、中堅管理職研修会及

び管理職研修会【資料 3-5-21 に同じ】、新規採用事務職員研修の関連

資料 

 

【資料 4-3-4】 前田キャンパス講義棟、薬大棟耐震性能確認資料  

【資料 4-3-5】 平成 24(2013)年度、平成 25(2013)年度「秋の火災予防運動」実施要領  

【資料 4-3-6】 平成 23(2011)年度 自己点検・評価書（トライアル版） 【資料 4-1-5 に同じ】 

【資料 4-3-7】 「2012 教育・研究活動の現況」 【資料 2-6-5 に同じ】 

【資料 4-3-8】 教員ポートフォリオ（例示） 【資料2-8-12に同じ】 

 

基準 A．地域医療・在宅医療を担う薬剤師の育成 

基準項目 A-1．地域医療・在宅医療を担う薬剤師の育成 
備考 

コード 該当する資料名及び該当ページ 

【資料 A-1-1】 

文部科学省「地域医療等社会的ニーズに対応した質の高い医療人養成

推進プログラム：臨床能力向上に向けた薬剤師の養成 

取組み名「臨床能力を育む地域体験型学習とその支援」 

 

【資料 A-1-2】 北海道薬科大学規程集 10 協定（連携に関する協定書） 【資料 1-1-1】 

【資料 A-1-3】 平成 26(2014)年度授業計画（シラバス） 学部 
【資料 1-2-7 に同じ】 

別冊 

【資料 A-1-4】 「臨床能力を育む地域体験型学習とその支援」活動報告書  

【資料 A-1-5】 

「町ぐるみアーリーエクスポージャーで保健・医療・福祉連携を体験」

月間薬事（平成 20(2008)年 10 月号） 

新聞記事（例示） 
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【資料 A-1-6】 

文部科学省「大学教育充実のための戦略的大学連携推進プログラム」 

取組み名「大学連携による 6年制薬学教育を事例とした標準的な基盤

教育プログラムの開発」 

 

【資料 A-1-7】 
「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」成果報告書

DVD-ROM 
 

【資料 A-1-8】 平成 26(2014)年度 授業計画（シラバス）「演習Ⅸ」 【資料 1-2-7 に同じ】 

【資料 A-1-9】 

「そのとき薬剤師は医療チームの要になった」（日経 DI ブックス） 

「調剤と情報：災害時の薬剤業務」（じほう） 

震災時の活動新聞記事 

東日本大震災医療支援活動報告書 

 

 

基準 B．薬剤師生涯学習 

基準項目 B-1．薬剤師生涯学習 
備考 

コード 該当する資料名及び該当ページ 

【資料 B-1-1】 文部科学省「社会人学び直しニーズ対応教育推進プログラム」  

【資料 B-1-2】 
北海道薬科大学 30 周年誌 P279 卒後教育セミナー「薬剤師教育研修

会」 

 

【資料 B-1-3】 薬剤師認定制度認証機構ホームページ  

【資料 B-1-4】 北海道薬科大学生涯研修認定制度認証申請書  

【資料 B-1-5】 薬剤師認定制度認証機構 認証状  

【資料 B-1-6】 北海道薬科大学ホームページ 薬剤師生涯研修認定制度  

【資料 B-1-7】 北海道薬科大学生涯研修認定制度認定制度パンフレット・申込書  

【資料 B-1-8】 
北海道薬科大学 認定薬剤師認定証発給数（報告）〔平成 20(2008)年

度～平成 25(2013)年度〕 

 

 

基準 C．国際連携協定、海外語学研修 

基準項目 C-1．国際連携協定、海外語学研修 
備考 

コード 該当する資料名及び該当ページ 

【資料 C-1-1】 北海道薬科大学規程集 10 協定（学術交流協定書） 【資料 1-1-1】 

【資料 C-1-2】 
平成 26(2014)年度自由科目セミナーシラバス 

Let's TOEIC～英語検定試験受験・海外語学研修の準備  
【資料 2-2-9】 

【資料 C-1-3】 北海道薬科大学ハワイ語学研修パンフレット 2015（学生案内）  

【資料 C-1-4】 

平成 25(2013)年度自由科目セミナーシラバス「どんな薬剤師になり

たいか考えてみよう！～アメリカ薬学生との交流を通じて～」実施ス

ケジュール、症例 

 

 


